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第６期麻生区区民会議報告書の刊行によせて

第６期麻生区区民会議（以下、区民会議という。）は、平成２８年７月にスタートし、２年間にわたり活動し

てきました。ここにその活動経過、内容および提言を報告書としてお届けします。 

区民会議は平成１８年の第 1 期から始まり、第５期までの１０年間で、数多くの麻生区の課題を取り上げ、

調査審議を行い、提言をしてきました。 

第６期では、一つの区切りとして、過去１０年間検討してきた課題を検証し、「誰が」「何処で」という視点

を大切にして、調査・審議を行いました。 

その結果、区民の関心が強く、麻生区の現状と今後を踏まえて、特に重要と考えられる二つのテーマを審議

課題に決めました。 

ひとつは、「ふるさと麻生づくり～愛着と誇りの醸成～」であり、もうひとつは、「活動参加による仲間づく

り・絆づくり・地域づくり」です。また、全体テーマを「心がかよう魅力あるまち あさお」としました。 

そして、二つのテーマについて調査審議を行うため、「麻生区の魅力の発掘・発信検討部会」と「市民活動・

絆づくり部会」の専門部会を立ち上げました。 

麻生区の魅力の発掘・発信検討部会は、子育て世代へのヒアリング調査が必要と考え、平成 29 年 9 月 16 日

に開催された「あさお子育てフェスタ」において調査を実施し、魅力の発信内容、媒体および発信方法等に関

する資料を得て、提言の方向性を掴みました。 

市民活動・絆づくり部会は、まだ地域活動に参加していない人にも、地域活動の担い手の一員であるという

意識をもってもらいたいと考えました。そのためには、「市民活動団体の活動を知る、触れる機会があれば、興

味・関心をもってもらうことができ、地域活動に参加してもらえるのではないか」と考え、その契機となるキ

ックオフイベントとして「第６期区民会議フォーラム」を開催しました。このイベントには３００人を超える

区民の皆さまにご来場いただき、そのアンケートの結果から、市民活動団体の活動内容を体験してもらうこと

が有効であることがわかりました。これをベースに提言の方向性を検討しました。 

ただし、両部会の提案内容も「誰が」という視点からみると課題を残していると言えるかもしれません。な

ぜなら活動を実施するのは、組織でなく人だということを考えますと、地域において、「この指を出して汗をか

く」ことをいとわない「地域コーディネーター」的な役割を担う人材をうみだすことが本質的な課題だと考え

ます。 

区民会議は、第６期をもって休止ということになりましたが、今後も、地域課題の解決に向けては、区民と

行政との協働の取組が重要であると考えます。 

１２年間にわたる区民の真剣な検討内容が反映され、区民の持っている力が生かされ、麻生区が「心がかよ

う魅力あるまち」になるというテーマが実現されることを期待して区民会議の報告とさせて頂きます。 

平成３０年６月 

第６期麻生区区民会議 

                                委員長 植木 昌昭 
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１． 麻生区区民会議とは 

■区民会議の提言までの流れ

川崎市では、平成１７年に「暮らしやすい地域社会をめざして区民が中心となって課題の解

決を図るために調査審議をする会議」として、「川崎市自治基本条例」に基づき「区民会議」

が設置されました。 

 区民会議は、この条例がめざしている「市民自治によるまちづくり」を進めるために平成 

１８年４月から各区に設置され、麻生区でもこれまで６期（１期２年、１２年間）にわたって

活動してきました。 

平成２８年７月から始まった、今回の第６期区民会議では、麻生 

区内の課題を抽出し、どのように解決していくかを、委員全員が 

一丸となって審議を進めてきました。 

また、全体のテーマとして「心がかよう魅力あるまち あさお」 

を掲げ、ヒアリング調査やフォーラムの実施など、机上の会議に留 

まらず、様々な実践的手法を取り入れ、区民や大学、関連業界等、 

多くの人の声を聴き、地域課題の解決策を検討し、提言につなげ 

ました。 

ステップ１   
課題の把握   

●区民の意見や地域の課題など、整理・分析をしました。 

ステップ２   
テーマの選定   

●調査審議する課題・テーマを選びました。 

ステップ３   
解決策の検討   

●解決の方向性など、様々な視点から調査審議しました。 

ステップ４   
解決策の提言   

●調査審議でまとめられた解決策を提言しました。 

第１章 麻生区区民会議について 
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２． 第１～５期区民会議の審議の流れ 

○地域のつながり「あいさつ」がはじまり 

 ・防犯パトロールの支援の検討（ベストや腕章等の貸与） 

 ・冊子「あいさつが交わし合える地域づくり事例集」の作成（第２期で実施） 

○高齢者が輝く地域づくり 

・高齢者の地域参加をテーマに「老人いこいの家」の活性化案を検討 

   ・「老人いこいの家」と「老人福祉センター」の愛称を募集  

※「いこいの家」、「いきいきセンター」の愛称が選定 

○地元農産物と地域の交流 

・区の特性である「農」に着目し、区内小学校の食育担当の取組状況等、学校と地域との連 

携について調査 

○市民活動推進 

・「こども文化センター」について市民活動拠点としての視点からヒアリング調査等の実施 

・積極的な広報、各施設間の連携の方法や区民が利用しやすい施設運用の検討 

○文化芸術のまちづくり 

・川崎・しんゆり芸術祭２００９開催を受け、「市民参加の芸術祭」の取組を検討 

・絵画展の開催や美化清掃活動に参加 

○異世代間の交流 

・専修大学、保育園等と協働して、世代間の交流を実施 

 ・区内の施設で「エコバックづくり」や「エコかるた」による交流会の実施 

○エコのまち麻生の推進 

・レストランあさおでモデル事業の実施 

 ・生ごみ堆肥等でつくった花や野菜の写真展や生ごみリサイクルと地産地消フォーラムの開催 

○環境教育 

・身近な地域から地球温暖化防止を進めるため、区内の取組事例等を調査 

・学校向けの環境学習資料「麻生区エコカルテ」を作成し、区内小中学校に配布 

心が響きあう地域づくり     Ｈ１８．７～Ｈ２０．６ 第１期

第２期 心が響きあう地域づくり     Ｈ２０．７～Ｈ２２．６
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○高齢者・障がい者などが暮らしやすい環境づくり 

・高齢化の進展、近隣関係の希薄化などを受け、地域で支えあうコミュニティシステムの 

視点からヒアリング調査等を実施 

・広報活動や地域の絆づくり、担い手の発掘と育成 

○区民が主体となって進める芸術・文化のまちづくり 

・情報発信の機能や中心となる担い手など、芸術・文化のまちづくりの形を検討するため、 

区内八つの文化芸術団体にヒアリング調査等を実施 

○循環型のまち・生ごみリサイクル 

・区民が実践できる「ごみの減量」や「リサイクル」に着目し、市民アンケートや先進自 

治体へのヒアリング等を実施。写真展、モデル事業を開催 

○グリーンアップ・里山ボランティア 

・麻生区の特徴である緑の減少をふまえ、これまで手つかずだった区内緑地について、市 

民ボランティアの力を活用しての保全活動を実施 

○家具転倒防止に向けて

・区民にわかりやすく、コンパクトにまとめたパンフレットの作成・配布 

・取組を支援するための体制の整備、普及啓発のための説明会や出前講座の開催 

・住まい方に合った方法を提案できる専門技術者の人材確保 

・市・区の関係部署が連携・協力し、財政的、技術的、情報面で支援する体制を整備 

○家屋の倒壊防止の普及

・普及啓発パンフレットの配布、説明会の開催 

○火災予防・火事発生への対応 

・消火器等の設置推進・啓発 

○あさお子育てフェスタを契機とした地域の子育て支援体制の構築
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・幅広い地域情報の収集と麻生区の芸術文化の発信を進めていく 

・「しんゆり芸術のまち」をブランド化として確立 
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○魅力に関わる団体の連携

・区民と行政が協働した組織体制をつくり、「（仮称）麻生区魅力ＰＲ委員会」の設置 

○魅力の情報発信

・麻生区のホームページの改善 

・「（仮称）麻生シティセールス・ＰＲ部門」の設置 

・麻生区の魅力をブランド化し、効果的にＰＲする「キャッチフレーズ」の検討 

○空き家の利活用 

・学生や地域、ＮＰＯ・大学・民間事業者等による「空き家ネットワーク」の構築 

○ボランティア活動の土壌づくりに向けて

・「ボランティアのまち・あさお」を掲げる 

○「あさおボランティア情報センター（仮称）」の設置に向けて 

・「あさおボランティア情報センター（仮称）」を拠点とした、ボランティア参加のネットワークの

構築 

   ○ボランティア参加のきっかけづくりに向けて 

・ボランティア情報の効果的な発信とともに、情報の一元化の取組の推進 

・麻生市民交流館やまゆり、麻生市民館、麻生区社会福祉協議会等の各相談窓口の連携 

第５期 心がかよう魅力あるまち あさお  Ｈ２６．７～Ｈ２８．６ 
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１． 審議課題の選定と審議の流れ 

大分類 中分類 小分類 

市民活動の活性化・地域の

活躍の場づくり 

高齢化に向けて  高齢者の参加の場づくり、地域での活躍 

市民活動 

市民活動団体のＰＲ 

市民活動への参加の促進 

参加しやすい PTA のあり方について 

「あさおボランティア情報センター」の設立への検討 

地域コミュニティ・地域の居場

所・地域防災 

子ども・子育て 
子どもの居場所・遊び場づくり 

子育て支援 

地域コミュニティ 

多世代交流・世代間交流の場づくり 

地域の顔が見えるコミュニティづくり 

町内会・自治会の参加の促進 

防災 
災害時の自助・共助 

地域の防災対策の充実 

麻生区の魅力・まちづくり 

芸術のまち 芸術のまちの推進、芸術のまちの区民への周知 

農業 

農業振興地区における農業の活性化、農を活かした地区

の魅力発信 

生産緑地周辺の住民の農業への理解、地元農家との交流 

地消地産、食育の推進 

麻生区の魅力発信 「麻生区魅力ＰＲ委員会」の設立への検討 

空き家 
「空き家ネットワーク」の構築への検討 

空き家の活用 

麻生区全体のまちづくりにつ

いて 
麻生区のまちづくりを多角的、総合的に進める・検討する。 

公共施設のあり方 公共施設の老朽化への対応、魅力ある公共施設  

その他 
これまでの区民会議の提言

について 
提言具体化の進捗状況の確認  

(1) 地域課題の把握 

第６期の区民会議の審議テーマについては、第１期から第５期までの課題等を整理した

上で、日頃から地域課題に関わる委員からの意見、市の統計及び市民アンケートの結果等

を参考に検討し、これらを基に、区民にとってより身近な課題を抽出しました。 

(2) 地域課題の整理 

提案された内容を基に、課題の整理と分類分けをしました。 

第２章 第６期区民会議について 

Ⅰ 地域課題の把握・整理
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抽出された地域課題を基に、ワークショップ（ワールド・カフェ方式）を行い、区民にとって 

  特に関心が高く、対策が必要な二つの審議テーマを決定しました。 

２年間の調査審議結果を基に、提言のとりまとめを行い、区長へ提言しました。 

審議テーマごとに「麻生区の魅力の発掘・発信検討部会」と「市民活動・絆づくり部会」の

二つの専門部会に分かれ、約２年をかけて、調査審議しました。 

専門部会や全体会議における審議のほか、「子育てフェスタ」来場者へのヒアリングや区民

会議フォーラムの開催等を積極的に進め、多様な意見を整理・分析して、審議の充実を図りま

した。 

区民会議運営や広報活動を担う「企画部会」では、地域情報紙と連携する等、区民会議の認

知度向上のためのＰＲを行いました。 

企画部会と各専門部会を毎月開催し、勉強会やヒアリングを行いながら、区民や地域に密着

した調査を進め、議論と実践を重ねました。 

Ⅳ 提言のとりまとめ

Ⅱ 審議テーマの選定

Ⅲ 調査審議

「ふるさと麻生づくり～愛着と誇り 

の醸成～」 

「活動参加による仲間づくり・絆づく

り・地域づくり」 

どちらの審議テーマにも共通したテーマ 

第６期全体テーマ⇒「心がかよう魅力あるまち あさお」 

第６期審議テーマ 
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２． 会議の構成と役割 

専門部会 

●麻生区の魅力の発掘・発信 

検討部会 
「ふるさと麻生づくり～愛着と誇りの 

醸成～」 

※１０名で構成、全１５回開催 

全体会議 
※区民会議の全体総括・意思決定機関、全７回開催 

専門部会 

●市民活動・絆づくり部会 

「活動参加による仲間づくり・絆づく 

り・地域づくり」 

※９名で構成、全１８回開催 

企画部会 
※区民会議運営の調整、区民会議の広報活動など 

※専門部会委員兼務の６名で構成、全１３回開催 

あ
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１． 企画部会 

企画部会は委員長や各専門部会長等を含む６名の委員で構成され、原則、毎月第２月

曜日に会議を開き、次のことを検討しました。 

Ⅰ  審議・調査・提言すべき課題の整理  

Ⅱ  区民会議（全体会議・各部会）の運営  

Ⅲ  広報・広聴活動（ＰＲ活動・区民会議ニュース等）  

Ⅳ  区民会議フォーラムの開催 

Ⅴ  区民会議報告書の作成  

第１回企画部会では、第１期から第５期までの課題等を踏ま

え、第１回全体会議に委員から出された地域課題に関する意見

を基に、「市民活動の活性化・地域の活躍の場づくり」と「地

域コミュニティ・地域の居場所・地域防災」、「麻生区の魅力・

まちづくり」の三つのテーマで、席替え方式のワークショップ

（ワールド・カフェ方式）を行いました。 

ワークショップでは、三つのテーマに関わる個別の課題や検

討の方向性について、活発な意見交換が行われました。最後に

意見交換の内容を整理し、第６期では「ふるさと麻生づくり～

愛着と誇りの醸成～」と「活動参加による仲間づくり・絆づく

り・地域づくり」の二つのテーマで調査審議を進めることとし

ました（二つの部会の設置は、第２回全体会議で決定）。 

各部会の審議や進行状況を、毎月確認する機会を設け、お互いの部会の取組状況に 

  ついて意見を交換し、各部会の審議の充実を図りました。 

また、企画部会が区民会議全体の舵取り役を担うことで、委員間の情報共有や意思 

統一が図られ、効率的な運営となりました。 

平成２６年度かわさき市民アンケートによれば、麻生区の区民会議の認知度は２６. 

７％と、２３年度のアンケート時の２２.２％から４.５％上がっていますが、依然とし

て低い状況にあるため、第６期も引き続き、区民の認知度向上を目指し、積極的な広

報・広聴活動を展開しました。 

Ⅰ 審議・調査・提言すべき課題の整理

Ⅱ 区民会議の運営

Ⅲ 広報・広聴活動

第３章 各部会の審議と取組について 
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Ⅳ  区民会議フォーラムの開催 

Ⅴ  区民会議報告書の作成  
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(１) ＰＲ活動 

① 各種地域情報紙の活用 

・区内の各地域情報紙（メディ・あさお、タウンニュース、マイタウン）、市政だ

より等々を活用し、区民会議への傍聴を広く呼びかけました。 

② 区ホームページの活用 

  ・テーマや審議内容を掲載し、区民会議への傍聴を広く呼びかけました。 

③ 町会連合会への働きかけの強化 

  ・町会・自治会は区民と直結した組織団体であり、区民会議ニュースの回覧など、

協力関係を築きました。 

(２) 区民会議ニュースの発行    

区民会議の認知度向上と区民会議の情報を区民に届けるため、区民会議ニュース 

 を全６回発行し、進捗状況などを周知しました。 

体裁：Ａ４（第１号、第６号はＡ３） モノクロ、部数：５，０００部／回 

    配布先：町会・自治会、区役所、図書館、市民館、麻生市民交流館やまゆりなど 

    編集・印刷・発送準備：企画部会委員が担当 

発行時期 主な内容 

第１号 平成２９年 ３月 審議テーマの決定について 

第２号 平成２９年 ６月 各部会の調査・審議状況 

第３号 平成２９年１１月 各部会の取組内容について 

第４号 平成２９年１２月 区民会議フォーラム開催案内 

第５号 平成３０年 ３月 区民会議フォーラム報告 

第６号 平成３０年 ６月 報告書完成（提言） 

(３) 広聴活動  

区ホームページ、区民会議ニュースの意見募集、区役所ロビーに提案箱を設置し、

随時意見を受け付け、区民会議ニュースで回答を行いました。なお、主な意見は次

のとおりです。 

市民活動・絆づくり部会が企画検討した内容について、開催に向けての広報や役割

分担などの調整を行いました。また、参加者へ区民会議活動の経過を報告するため、

ブースを設置しました。 

各専門部会と連携し、約半年の期間をかけて、この「第６期区民会議報告書」の 

編集・作成に携わりました。 

Ⅳ 区民会議フォーラムの開催

Ⅴ 区民会議報告書の作成

■病院・飲食店・駅頭等、多種多様な場所に案内ポスターやチラシを置いて、地

域活動への参加を呼びかけると良いのではないか。 
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２．麻生区の魅力発掘・発信検討部会 

「麻生区の魅力発掘・発信検討部会」では、次のとおり調査・審議を進め、多くの麻生区民にふるさと

としての魅力を感じてもらうための方法を検討してきました。 

○麻生区の魅力を発掘・発信するうえで、どのような課題があり、課題を解決していく方法などにつ

いて、第１期～５期の提言を振り返りながら、意見を出し合い、部会の方向性を検討しました。 

○ふるさと麻生づくり ～愛着と誇りの醸成～ 

区民に麻生区をもっと好きになってもらい、ふるさととしての魅力を感じてもらうことで、今後も

住み続けてもらうことを目指しました。新しく住みはじめた子育て世代に、麻生区をふるさとと感じ

てもらい、その子どもたちが大きくなっても住み続けたいと思ってもらうことを目指しました。

Ⅰ 審議課題の検討

Ⅱ 審議テーマの選定

Ⅲ 解決策の検討（審議内容）

麻生区の特色ある魅力といえるものは何かということを検討し、「自然と農」、「芸術・文化のま

ち」、「市民活動が盛ん」であることを発信していくことを確認しました。 

また、それらの魅力を、「知ってもらうきっかけをつくること」を目標とし、まずは広く「知る

（知ってもらう）」「関心を持つ（持ってもらう）」という視点から検討しました。 

○麻生区の魅力の発信方法の検討

Ⅳ 提言内容の検討

麻生区の魅力をつなぎ合わせて発信するため

の媒体の一つとして、冊子の作成が必要であ

り、作成にあたっては行政と協働で実施するこ

とを検討しました。 

(2) 魅力を発信する媒体の作成 

子育て世代に、麻生区に愛着を持ち、住み

続けたいと思ってもらうために「麻生区の魅力

」の情報発信を強化していくことを検討しまし

た。 

(1) 子育て世代に向けた情報発信の強化 
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Ⅰ 審議課題の検討 

 麻生区では、今後さらに少子高齢化が進むことから、生産年齢人口の減少による様々な問題が予想され

ています。このことから、若い世代にこれからも麻生区に住み続けたいと思ってもらうために、どのよう

な課題があるのか、その課題を解決していく方法などについて、第１期～５期の提言を振り返りながら、

自由に意見を出し合い、部会の方向性を検討しました。 

《意見交換で出された意見》 

【方向性】 

○麻生区の魅力の発信について検討する。発信については麻生区の魅力を横につないだ形での発信とする。 

○第５期区民会議で検討された麻生区の魅力 PR 委員会を具現化し、麻生区の魅力を発信する。 

【方向性】 

○麻生区の重要な魅力として捉えるが、農家ごとに状況が異なるため、今回の審議課題としては見送るこ

ととする。 

【方向性】 

○空き家の活用等については、「川崎市空家等対策協議会」において有識者等による協議が進められている

という状況もあり、今回の審議課題としては見送ることとする。 

麻生区の魅力の
PR・情報発信 

・第５期にて検討された PR 委員会の具現化を検討したらどうか 

・麻生区の様々な魅力を細分化して横につなぐとよいのではないか 

・若い人に住んでもらうための PR が必要ではないか 

・麻生区が芸術のまちであることを PR してはどうか 

・魅力を PR できるような拠点（コミュニティカフェなど）があるとよい 

麻生区の農業 

・麻生区の農業の魅力をもっと広く知ってもらうための情報発信が必要 

・麻生区の農業の課題への対応が必要ではないか 

・農家の農業への意欲、モチベーション向上のために何かできないか 

空き家の活用・ 
状況把握 

・多世代コミュニティの場として空き家を利用できないか 

・ボランティア等の活動場所として空き家を活用したらどうか 

・麻生区は家賃が高く学生が下宿しない。空き家の活用はどうか 
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Ⅱ 審議テーマの選定 

（１）麻生区の魅力とは 

意見交換を経て、まずは麻生区の魅力についてワークショップ形式で検討し、整理しました。 

□地場野菜、麻生区の特産品、原風景が残存  

□芸術に触れあえるまち 

□市民活動が盛ん、元気なシニアが多い、安全・安心なまち 

□大学が多く若者が多い 

□良質な住環境、子育てしやすい環境、良質な景観  

□魅力的なお店が多い  

□都心へのアクセスが良い 等 

○上記の魅力について、「麻生区として重点的に発信すべき魅力」、「麻生区独自の魅力」といった観点か

ら整理し、「自然と農」、「芸術・文化のまち」、「市民活動（市民活動が盛ん）」を中心に発信していくこ

とを検討しました。 

（２）魅力を発信する目的、対象について 

 効果的な魅力の発信方法を考えるために、魅力を発信する目的と対象を検討しました。 

   ＜目的とは＞ 

□なぜ魅力を発信する必要があるのか 

   □魅力を発信することで、どのようなまちにしたいのか 

   ＜魅力を発信する対象は誰か＞ 

□市内在住、市外在住 

   □世代：若者、子育て世代、シニア層 

   □性別                  など 

 【主な意見】 

○区民に麻生区をもっと好きになってもらうことで、ふるさととしての魅力を感じてもらうことが目的。 

 ○転入者が麻生区をふるさとにできる取組みが必要である。 

 ○子育て世代に伝われば、子どもとの活動を通してシニアの参加も促進される。 

「麻生区に住む子育て世代」を対象とし、区の魅力を伝えていくことを検討することとしました。 

また、子育て世代のうち、親と子の両方に伝わりやすく、より効果的に発信できると考えられること

などから、まずは小学生を持つ子育て世代を中心に伝えることとしました。 
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□魅力的なお店が多い  

□都心へのアクセスが良い 等 

○上記の魅力について、「麻生区として重点的に発信すべき魅力」、「麻生区独自の魅力」といった観点か

ら整理し、「自然と農」、「芸術・文化のまち」、「市民活動（市民活動が盛ん）」を中心に発信していくこ

とを検討しました。 

（２）魅力を発信する目的、対象について 

 効果的な魅力の発信方法を考えるために、魅力を発信する目的と対象を検討しました。 

   ＜目的とは＞ 

□なぜ魅力を発信する必要があるのか 

   □魅力を発信することで、どのようなまちにしたいのか 

   ＜魅力を発信する対象は誰か＞ 

□市内在住、市外在住 

   □世代：若者、子育て世代、シニア層 

   □性別                  など 

 【主な意見】 

○区民に麻生区をもっと好きになってもらうことで、ふるさととしての魅力を感じてもらうことが目的。 

 ○転入者が麻生区をふるさとにできる取組みが必要である。 

 ○子育て世代に伝われば、子どもとの活動を通してシニアの参加も促進される。 

「麻生区に住む子育て世代」を対象とし、区の魅力を伝えていくことを検討することとしました。 

また、子育て世代のうち、親と子の両方に伝わりやすく、より効果的に発信できると考えられること

などから、まずは小学生を持つ子育て世代を中心に伝えることとしました。 
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【審議の流れのイメージ】 
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ＰＲすべき麻生区の魅力とは？ 

少子高齢化による、 

人口減少による様々な問題が予測される 

⇒ 若い世代に住み続けてもらいたい 

麻生区の魅力のＰＲが必要！ 

そのためには、 

「自然・農」、「芸術・文化のまち」、「市民活動が盛ん」の三つの魅力をＰＲすることで、 

麻生区をもっと好きになってもらい、ふるさととして住み続けてほしい！ 

対象 

区内の、小学

生の子を持つ

子育て世代を
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子どもとの活動
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様々なイベント、大学、 

アーティストを目指す若者たち 

安全・安心 

なまち 

市民活動が盛ん 

市民団体活動が盛ん、 

元気なシニア 
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（３）審議テーマの選定 

検討結果を踏まえながらキーワードをあげ、テーマを選定しました。 

○区民に麻生区をもっと好きになってもらい、ふるさととしての魅力を感じてもらうことで、今後も住み

続けてもらうことを目指しました。新しく住みはじめた子育て世代に、麻生区をふるさとと感じてもら

い、その子どもたちが大きくなっても住み続けたいと思ってもらうことを目指しました。 

Ⅲ 解決策の検討（審議内容） 

（１）検討経過 

○平成２６年度に策定された川崎市シティプロモーション戦略プランにおいて、市民の「川崎への愛着・

誇り」を醸成することと、対外的な認知度やイメージの向上を図ることにより、次の図のような好循

環が生じることが示されており、当部会においても、この形を目指す方向で議論しました。 

○当部会では、まずは区内の魅力ある資源の発掘や魅力発信の強化が重要であるということから、区民

（主に子育て世代）に麻生区に愛着を感じてもらえるような魅力の発掘と、その発信方法について検

討しました。 

⇒「区民に麻生区を好きになってもらう」→「区民がまちづくりに参加する」→「麻生区の魅力のさらな

る向上」→「区民による区外への推奨」→「区外での認知度やイメージの向上」というサイクルをつく

るための方法を検討しました。 

審議テーマ⇒ ふるさと麻生づくり ～愛着と誇りの醸成～ 

※参考：川崎市シティプロモーション戦略プラン
（平成２６年度策定） 

子どもたちが成長 

子育て世帯 麻生区に住み続けたい！ 

魅力のＰＲ 

ふるさと麻生づくり 
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（２）麻生区の魅力発信の検討 

 審議テーマを具体的に進めるために、「発信する麻生区の魅力の明確化」と、「魅力の発信方法の検討」

を並行で進めることとしました。 

 ＜麻生区の魅力について＞ 

ワークショップにて麻生区の魅力を出し合い、重点的に発信すべき魅力として整理し、「自然・農」、

「芸術・文化のまち」、「市民活動が盛ん」の三つに分類したうえで。これらを具体的な魅力として明確

にするため、検討を進めました。 

 《ワークショップで出された意見》 

麻生区の魅力の要素 

地元でとれた旬の野菜が食べられる、手に入りやすい 

麻生区の特産品がある   

里山、農地がある風景など、原風景が残っている 

自然・緑がたくさん残っている 

人が支える緑 

多様な生物が棲んでおり、ふれあえる 

昔ながらの生活文化・風習が残るまち 

歴史的建物・史跡が残っている 

良質な景観がある 

街路樹・まち並みがきれい 

変化のあるまち並み 

河川がある景観 

芸術に触れあえるまち、区民が支える芸術のまち 

芸術文化施設が充実している 

芸術にふれあえる機会が多い 

区民参加の芸術まちづくり 

元気なシニアが多い、市民活動に参加している市民が多い 

市民活動が盛ん、市民活動団体が多い 
市民活動が盛ん、参加者が多い 

イベントが充実している 

子育て関連の市民活動が盛ん 子どもに関わる活動が活発 

子育て環境が良好（施設が充実） 

子どもがスポーツにふれる環境が充実 

施設が充実している 

子育てに熱心 

良質な住環境（きれいな街） 
まちが清潔 

住環境が良い 

都心へのアクセスが良い   

公園が多い、充実している   

治安が良く、安全・安心なまち 
近隣との関係が良い 

安全、治安が良い 

魅力的なお店がある   

大学が多く、若者が多い   
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 ＜麻生区の魅力の発信について＞ 

○区民会議では発信については、麻生区の子育て世代を対象に、まずは知ってもらうことが重要なこ

とから、「麻生区の魅力を、広く浅く知ってもらう、知ってもらうきっかけをつくること」を目標と

することとしました。 

○このため、麻生区の魅力を、まずは広く「知る（知ってもらう）」「関心を持つ（関心を持ってもら

う）」ことに注力することとしました。 

⇒部会で検討した麻生区の魅力や発信方法について、対象となる子育て世代に麻生区の魅力を知って

もらうためには、子育て世代が受け取りやすい「発信方法」と「発信場所」を検討する必要がありま

す。そのため、子育てフェスタに来場した子育て世代に対して、「受け取りやすい発信方法と発信場

所」についてのヒアリングを実施することとしました。 

「芸術・文化」関係 「市民活動」関係 「自然・農」関係 

麻生区の魅力を知らない人、

関心がない人 ⇒魅力を知り、行動するための

「きっかけ」

麻生区の魅力 

魅力の発信 
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（３）子育て世代へのヒアリング調査 

麻生区に住む子育て世代を対象に魅力を PR していくことに決めましたが、実際の区内に住む子育て世

代が、麻生区に対して、どのような魅力を感じているか、また、どのような発信方法や発信場所であれ

ば情報が受け取りやすいと感じるかを調査することとしました。 

あさお子育てフェスタでのヒアリング調査 

３０～４０代の子育て世代が多く参加する、あさお子育てフェスタにて、麻生区の魅力発信に関する

ヒアリング調査を行いました。 

 ■調査日 平成２９年９月１６日（土） 

 ■対象  あさお子育てフェスタに来場した保護者 

 ■調査方法 部会の委員が運営スタッフとして参加し、来場者に声かけしヒアリング調査を実施 

 ■調査結果 回答者数１５１人（女性１０６人、男性４５人） 

ヒアリング調査でわかったこと 

【麻生区の魅力について】 

○麻生区の魅力について、「自然と農」「芸術・文化のまち」「市民参加が盛ん」であると認識している

人は多く、部会での検討内容と一般区民の認識にずれは無いことがわかりました。 

 【魅力の発信方法について】 

○新聞や地域情報誌など自宅に直接届くものに次いで、公共施設に置かれる冊子類や、保育園や学校

等で配布されるチラシ等が情報として受け取りやすいとの回答が多くあったことから、子育て世代

は、家庭に持ち込まれる情報の方が接しやすいことと、信用度の高い発信元が好まれることがわか

りました。 

区の魅力と感じる

97％

感じない

自然と農

区の魅力と感じる

93％

感じない

芸術・文化

区の魅力と感じる

86％

感じない

市民活動が盛ん
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○ホームページやＳＮＳ等を使用した情報発信を選ぶ人もいましたが、紙媒体での情報発信を選んだ

人の方が多くいました。情報を受け取りやすく、手元に置いていつでも見られるという利点が好ま

れていると思われます。 

 【魅力の発信場所について】 

○「区役所、市民館、図書館、こども文化センター」や「幼稚園、保育園、学校」から発信される情報

の方が、「駅、スーパー、コンビニ」やイベント等で発信される情報よりも受け取りやすく、信用度

が高い発信元から得られる情報の方が好まれることがわかりました。 
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○ホームページやＳＮＳ等を使用した情報発信を選ぶ人もいましたが、紙媒体での情報発信を選んだ

人の方が多くいました。情報を受け取りやすく、手元に置いていつでも見られるという利点が好ま

れていると思われます。 
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の方が、「駅、スーパー、コンビニ」やイベント等で発信される情報よりも受け取りやすく、信用度

が高い発信元から得られる情報の方が好まれることがわかりました。 

82

35

19

76

94

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

望ましい発信方法

56

45

36

22

0

10

20

30

40

50

60

望ましい発信場所

19第6期麻生区区民会議報告書



（４）発信する麻生区の魅力 

発信するべき麻生区の魅力について、検討を重ね、以下のようにまとめました。 

「自然と農」、「芸術・文化」、「市民活動が盛ん」な麻生区 

・麻生区は、都心に近いまちですが、田んぼや畑、里山などの緑が多く残り、芸術

に関わる活動が盛ん、市民活動が盛んなまちです。 

■都心近くの自然と農が残るまち 

・麻生区は、都心に近いまちですが、自然が多くあり、田んぼや畑のような、なつか

しい里の風景が残ります。いつでも地元産の新鮮野菜を食べることができます。 

■芸術・文化のまち 

・麻生区は、芸術・文化のまちと言われており、芸術・文化活動が盛んなまちです。

さまざまな芸術や文化活動が日々行われており、身近なところで本物の芸術や文化

にふれられたり、体験して楽しむことができます。 

・昭和音楽大学や日本映画大学があり、アーティストを目指す人たちが集まるまちで

す。また、子どもたちをはじめとした、地元の方を対象とした体験型のイベントな

ど、芸術・文化にふれあえる機会もあります。 

■市民活動が盛んなまち 

・麻生区では、他区に比べて市民活動団体が多く、ボランティア・市民活動が盛んな

まちです。緑が多く残っていることや、芸術に関わる取組が盛んなのも、市民活動

によるところが大きいと言えます。 

・市民のまちづくり参加への意識が高いことから市民活動に参加する人が多く、区内

各地で地域交流イベントなど、さまざまな活動が行われています。このようなこと

もあり、住みやすいまちと言えます。 

■魅力を身近に感じ、参加できるまち 

・麻生区は、安全で安心なまちであることに加え、さまざまな魅力が身近にあり、誰

もが参加・体験できます。子どもたちの情操教育に良いなど、子育て世代にも魅力

のあるまちです。 

20 第6期麻生区区民会議報告書

（４）発信する麻生区の魅力 

発信するべき麻生区の魅力について、検討を重ね、以下のようにまとめました。 

「自然と農」、「芸術・文化」、「市民活動が盛ん」な麻生区 

・麻生区は、都心に近いまちですが、田んぼや畑、里山などの緑が多く残り、芸術

に関わる活動が盛ん、市民活動が盛んなまちです。 

■都心近くの自然と農が残るまち 

・麻生区は、都心に近いまちですが、自然が多くあり、田んぼや畑のような、なつか

しい里の風景が残ります。いつでも地元産の新鮮野菜を食べることができます。 

■芸術・文化のまち 

・麻生区は、芸術・文化のまちと言われており、芸術・文化活動が盛んなまちです。

さまざまな芸術や文化活動が日々行われており、身近なところで本物の芸術や文化

にふれられたり、体験して楽しむことができます。 

・昭和音楽大学や日本映画大学があり、アーティストを目指す人たちが集まるまちで

す。また、子どもたちをはじめとした、地元の方を対象とした体験型のイベントな

ど、芸術・文化にふれあえる機会もあります。 

■市民活動が盛んなまち 

・麻生区では、他区に比べて市民活動団体が多く、ボランティア・市民活動が盛んな

まちです。緑が多く残っていることや、芸術に関わる取組が盛んなのも、市民活動

によるところが大きいと言えます。 

・市民のまちづくり参加への意識が高いことから市民活動に参加する人が多く、区内

各地で地域交流イベントなど、さまざまな活動が行われています。このようなこと

もあり、住みやすいまちと言えます。 

■魅力を身近に感じ、参加できるまち 

・麻生区は、安全で安心なまちであることに加え、さまざまな魅力が身近にあり、誰

もが参加・体験できます。子どもたちの情操教育に良いなど、子育て世代にも魅力

のあるまちです。 

20 第6期麻生区区民会議報告書



Ⅳ 提言内容の検討 

（１）子育て世代に向けた情報発信の強化 

子育て世代に、麻生区に愛着を持ち、住み続けたいと思ってもらうために、「麻生区の魅力」の情報発

信を強化していくことが重要と考えます。そのためには、単純な情報発信だけではなく、既存の冊子やチ

ラシ、各種団体等の魅力発信活動などと結びつけ、魅力を知ってもらうためのきっかけをつくることを目

標とした情報発信が必要であると考えました。 

（２）冊子による魅力の発信について 

あさお子育てフェスタでのヒアリング調査結果を踏まえ、魅力の発信方法については、現時点ではホー

ムページやＳＮＳ等を使用した情報発信よりも、紙媒体での情報発信を求める人の方が多かったことから、

麻生区の魅力を載せた「冊子」を作成することを検討しました。 

＜ポイント＞ 

○幼稚園、保育園、学校（低学年を中心に）などで配布できることや、公共施設に置くことがで

きるものとする。 

○親子で楽しめるもの、親子で見たくなるものとする。 

○学校等で配布することから、子どもが持って帰りやすいサイズ（Ｂ５サイズ程度）とする。 

また、ページ数は８ページ、観音開きの形式とする。 

○紹介する魅力は、親子で参加できるものを中心とする。 

○麻生区ではこれまで各分野ごとに魅力を発信した冊子等を多くつくっていることから、それら

の冊子につなげるものとする。 

＜冊子の構成イメージ＞ 

ページ 項目 提言内容への反映事項 

１ 表紙 

・麻生区の魅力を知ってみたい、親子で参加したいと思ってもらえるキャ

ッチーなタイトルとする。 

・「都会にある田舎（田舎のある都会）」をイメージした表紙とする。 

２ 麻生区の歴史 

・麻生区の「成り立ち」がわかる写真を掲載する。 

・麻生区の変わらずに残っている部分についても掲載する。 

・三つの魅力に沿った文言を入れ、詳細は既存資料につなぐ形式とする。 

３ 麻生区の魅力 ・本部会で検討してきた三つの魅力をわかりやすく紹介する。 

４～７ マップ 

・見開き４ページ分の下部あるいは上部に麻生区の四季（１年）の魅力が

わかる写真を掲載する。 

・麻生区のマップを作成し、体験型・参加型のイベントや行事を魅力によ

って色分けし、マップに示す。 

・詳細は各イベントのホームページ、既存資料につなぐ形式とする。 

８ 既存媒体の紹介 ・各種冊子等の情報、必要となるＵＲＬ等をまとめる。 
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《レイアウトイメージ》 
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＜発信場所（冊子等の置き場所・配布場所）について＞ 

・小学校低学年を中心とした子どもたちに、学校等を通じて配布することで、家に帰ってから親子

で見られるようにすることを検討しました。 

・区役所、市民館・図書館、こども文化センターなどの公共施設では、麻生区の魅力コーナー（ラ

ックのようなもの）を設置し、当冊子や、すでに発行されている魅力に関する冊子やチラシ、資

料も併せて置くことを検討しました。 

＜他の発信手法について＞ 

・冊子をホームページでも見られるようにするとともに、ＳＮＳなども活用し、多くの区民に見ても

らえるようにすることを検討しました。 

《情報発信イメージ》 

（３）魅力の発信主体についての検討 

・麻生区の魅力発信については、市民と行政との協働組織をつくり実施することを検討し、魅力発

信のための組織の役割と体制について、次のような意見が出ました。 

＜役割について＞ 

○冊子、チラシ等の作成のための取材、編集、印刷、発行 

○冊子、チラシ等の置き場所の調整、管理運営 

○麻生区の魅力に関わる取組やイベントや活動等の把握 

○ホームページ等の作成、管理運営 

○その他効果的な発信方法の検討 

＜体制について＞ 

・発信主体の体制については、市民と行政との協働組織を検討し、組織構成については、次のよう

な人や団体が参加することが望ましいという意見が出ました。 

○公募区民（魅力発信に興味がある区民） 

○麻生区の魅力（農と自然、芸術・文化のまち、市民活動）に関わる人 

○地域紙などのマスコミ関係者 

○当部会のメンバー 

○行政（麻生区） など

小学校 図書館 

区役所 

信用度の高い発信元 

ふるさととして 

住み続けたい！ 

愛着と誇りの醸成

情報発信！

冊子の配布
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３．市民活動・絆づくり部会 

「市民活動・絆づくり部会」では、次のとおり調査・審議を進め、多くの麻生区民が地域活動に参加す

るための方法を検討しました。 

「市民活動・地域活動」に関する課題、第１期～５期の提言を振り返りながら、様々な角度から意

見を出し合い、検討しました。 

○活動参加による仲間づくり・絆づくり・地域づくり 

■まだ地域活動に参加していない人が参加するための方法を検討し、地域の担い手の一員である意

識をもってもらうようにする。 

■具体的には、地域活動を通じて仲間ができ、絆が生まれ、地域が活性化する。そして、そのよう

な活動によって健康寿命が実現される（担い手づくりのサイクル）。これを麻生区でどのように具

体化していくかを検討する。 

Ⅰ 審議課題の検討

Ⅱ 審議テーマの選定

Ⅲ 解決策の検討（審議内容）

・まだ地域活動に参加していない人が市民活動団体の活動を知る、触れる機会があれば、興味・関

心をもってもらうことができ、地域活動に参加してもらえるのではないか。 

→その機会として、「キックオフイベント」を開催し、検証することにしました。 

○地域活動に参加するきっかけづくりの方法の検討

Ⅳ 提言内容の検討

麻生区の更なるコミュニテ

ィの活性化のため、市民活動

団体同士の連携について、方

法等を検討します。 

(3) 市民活動団体の連携 

 地域活動を知ってもらい、さ

らに興味を持ち、参加につなげ

るためのきっかけづくりとなる

イベント等の開催について、検

討していく必要があります。 

(1) イベント等の開催 (2) イベント等の実施方法 

イベント等の開催にあたっ

ては、より多くの地域の方が

参加できる区民主体の体制で

実施していくことや既存イベ

ント等の活用について検討す

る必要があります。 
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心をもってもらうことができ、地域活動に参加してもらえるのではないか。 

→その機会として、「キックオフイベント」を開催し、検証することにしました。 

○地域活動に参加するきっかけづくりの方法の検討
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ィの活性化のため、市民活動

団体同士の連携について、方
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Ⅰ 審議課題の検討 

「市民活動・地域活動」に関する課題、第１期～５期の提言を振り返りながら、様々な角度から意見を出

し合い、検討しました。 

ボランティア 
情報センター・ 

市民活動 

・ボランティア参加の機会づくりが必要 

・ボランティア参加のための制度が充実しているとよい 

・ボランティア相談窓口の一元化（ボランティア情報センター）が必要 

・ボランティアのコーディネート機能の仕組みが必要 

・区内のボランティア・市民活動の情報が一目で分かるような仕組みが必要 

シニアの活躍・ 
場づくり 

・高齢者が活躍できる場づくりが必要ではないか 

・高齢者の居場所づくりが必要 

・高齢者施策について考える必要がある 

・シニアが元気なまちをつくる 

子ども、 
子育て環境 

・地域コミュニティの中での子育て支援について考える必要がある 

・公園の利活用のあり方、方法について検討がいるのではないか 

・子育てにおける学校・こども文化センターの活用ができるとよい 

地域 
コミュニティ・ 

地域の絆 

これまでの 
提言の 

振り返り 

・第 5 期で提言したボランティア情報センターを引続き検討してみてはどうか

・過去の区民会議提言のフォローが必要になる 

・これまでの提言を踏まえ将来の麻生区を考える必要がある 

・町内会等への参加率を増やす方法の検討してみてはどうか 

・若者の地域コミュニティへの参加の推進が必要 

・地域の絆、共助、その体制のあり方について検討が必要 

・多世代交流の場・機会づくりについて考えてみてはどうか 

・学校区ごとに地域コミュニティを考えてみてはどうか 
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Ⅱ 審議テーマの選定 

意見を整理すると、第５期「市民活動・地域活動の活性化部会」の提言が出された意見を包括しており、

それらをベースに出された意見を大きく二つに整理して、テーマの検討を行いました。 

＜テーマの選定＞ 

テーマを決定するため、審議結果を踏まえながらキーワードをあげ、テーマを選定しました。 

○多くの区民が地域活動に参加するための方法を検討する。そして、区民が地域の担い手の一員である意

識を持ってもらうようにします。 

○具体的には、地域活動を通じて仲間ができ、絆が生まれ、地域が活性化する。そして、そのような活動に

よって健康寿命が実現される（担い手づくりのサイクル）。これをどのように具体化するかを検討します。 

提言の内容 審議結果 

【提言１】誰もがボランティアを身近に感じ、ボランティ

ア活動に参加しやすい機運を高めるために「ボランティア

のまち・あさお」を掲げることを提案します。 

活動へ参加する土壌をどのようにつく

るかを検討する。 

【提言２】「あさおボランティア情報センター（仮称）」を

拠点とした、ボランティア参加のネットワークを構築する

ことを提案します。 

ボランティア情報センターの活動内容

等を検討する。 

【提言３】ボランティア情報の効果的な発信とともに、情

報の一元化の取組を進めることを提案します。 

現在進められている「麻生区市民活動

団体検索サイト」の状況を見守る。 

【提言４】相談窓口の連携、入門講座や体験講座の開催等

を通じて、ボランティアに関心を持った区民に対して「参

加への一押し」をすることを提案します。 

活動への参加のきっかけをどのように

つくるかを検討する。 

課題の内容 審議結果 

地域での見守りや支え合いの場づくり、人材、地域の顔が

見える関係づくり。 

活動へ参加することによる「仲間づく

り」、「絆づくり」を考える。 

見守りのためにも多世代交流が必要。 

活動に参加 仲間づくり 絆づくり

地域づくり（社会貢献）

健康寿命

参加者増

①第５期「市民活動・地域活動の活性化部会」からの提言フォロー 

②地域の見守り・コミュニティづくり・多世代交流 

審議テーマ⇒活動参加による仲間づくり・絆づくり・地域づくり 

きっかけとなる機会
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Ⅲ 解決策の検討（審議内容） 

＜①地域活動の担い手と対象＞ 

審議テーマを踏まえて、担い手と対象を検討しました。当部会では、審議テーマの内容を「ボランティ

ア」と限定せず、「地域活動」としました。 

■主な意見 

・担い手づくりのサイクルを回していくためには、若者もサラリーマンも母親もすべての人が関与する形

が望ましい。ボランティアに限らず、父親による少年野球のお手伝いも社会貢献であり、地域づくりで

ある。 

・担い手や対象を限定せずに地域内の誰でも参加しやすくした方が良い。 

・ボランティアを前面に出しすぎるとハードルが高くなるため、シニアから若者まで幅広い市民活動・地

域活動を対象とした方が良い。 

＜②審議の方向性＞

まずは、区民が地域活動に参加するための「動機」「きっかけ」をどのようにして作るかを検討しました。 

→近年は、「働き方改革」や「プレミアムフライデー」など仕事ばかりでなく、家族や地域にも目を向け

て行こうという機運になっているので、誰もが地域活動に参加できる機会をつくる必要があります。 

→また、活動参加を促すためには、活動に対する“共感”が大事であると考えます。 

■主なアイディア 

・活動をＰＲする機会、知る機会を増やす仕組みづくり（例：団体と関わる機会や SNS の活用） 

・活動拠点の確保に関する検討の必要性（例：区内の行政施設、民間施設の活用等） 

・活動に参加する方の負担を減らすための仕組みづくり（例：交通費の対応等） 

・人材の掘り起こし・育成の必要性（例：地域コーディネーターやリーダーの発掘・育成） 

・活動のキーマンと担い手となる人を結びつける仕組みづくり（例：興味がある人が集まる場） 

・参加を促すことや参加のハードルを下げるための仕組みづくり（例：講座（アクティブシニア講座やこ

すぎの大学など）の開催、キャッチフレーズ（健康寿命）） 

・趣味や住んでいる地域から参加につながる仕組みづくり（例：趣味グループ、町内会等） 

⇒市民活動団体が参加する「（仮称）市民フォーラム」の開催が意見として出されたが、開催にあたり、ま

ずは委員間でイメージの共有を図ること、過去や他区の事例を参考にすることとしました。 

⇒「麻生区市民活動団体検索サイト」の周知に関しての意見も多く出たが、具体的な方策については、関

連する団体に任せることとし、見守っていくようなイメージとしました。 

・地域活動の担い手…多くの区民（世代に関係なく）が地域活動に参加するための方法

を検討する。 

・対象（貢献する相手）…対象については、人だけでなく、緑や教育などを含めた地域

に関わるもの全てとする。 

担い手と対象の設定 
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「（仮称）市民フォーラム」のイメージの共有 

■どのような目的で開催し、目的を達成するための手順や手段をどうするか 

・やまゆりでは会場のスペースの問題があること、関係者主体で終わってしまうことという問題点がある。 

・活動団体自体の活性化（パワーアップ）の視点も必要でないか。 

・区民まつり・福祉まつり・やまゆりの活動等の既存の取組が存在するため、市民フォーラムの実現を区

民会議の提言としてするのであれば、既存の取組と差別化を図る必要がある。 

・普段活動に参加していない人をいかに呼び込むかが大事であって、参加団体がただ盛り上がっていても

差別化は図れない。既存の取組では結局普段活動に参加していない人が辿りつけていない。 

・市民活動、地域活動を知る機会を得る仕組みづくりが大事だと思う。 

・市民フォーラムというとハードルが高く感じられるので、カフェ等の参加しやすい親しみやすい名前に

したほうがよいのでは。 

・６期としてアウトプット（イベントをやるのか）をどうするかを考える必要がある。少しでも何か形に

したほうがよいのでは。 

・今期中にキックオフイベントを行い、きっかけを作ってそれを継続してもらう。 

・区民がどのようなものを望んでいるかを考える必要がある。 

・委員間でイメージの共有を図った結果、まだ地域活動に参加していない人が活動に参加するきっかけづ

くりの方法について検討することとなり、次の意見がまとまりました。 

・まだ活動に参加していない人に地域活動に興味・関心をもってもらう。 

（担い手づくりのサイクルに乗ってもらうこと） 

【仮説】 

→市民活動団体の活動を知る、触れる機会があれば、興味・関心を持ってもらうことが 

 でき、地域活動に参加してもらえるのではないか。 

→その機会として、イベントが有効ではないか。 

・このようなことから、まだ地域活動に参加していない人が活動に参加するきっかけづ

くりの方法として、麻生区の市民活動団体を知ることができる「キックオフイベント」

を開催し、検証することとしました。 

地域活動へ参加するきっかけづくりの方法について
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→その機会として、イベントが有効ではないか。 
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地域活動へ参加するきっかけづくりの方法について
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＜③区民会議フォーラム（キックオフイベント）について＞ 

まだ地域活動に参加してない人が活動に参加するきっかけづくりの方法として、「イベント」が有効かど 

うかを検証するため、平成３０年２月３日（土）に麻生区役所会議室で「～麻生区の地域活動を知ろう・つ

ながろう・楽しもう～」をテーマとし、キックオフイベントとして開催しました。ステージでのパフォー

マンス、市民活動団体の活動発表・プレゼンテーションや市民活動団体の活動体感ブース、情報提供コー

ナーを設置し、参加者に市民活動団体の活動を体感してもらう機会をつくりました。 

※区民会議フォーラムの開催概要・結果等については、第４章参照 

（１）区民会議フォーラムのコンセプト 

 まずはイベントのコンセプトについて検討し、テーマを設定しました。 

■主な意見 

・イベントに来た人を地域活動につなげる工夫が必要。 

・身近さを感じてもらうために、子育て世代と同年代の人が活躍している団体を呼び、より若い世代が地

域活動に関わっていくことを狙うのがよいのではないか。 

・受け手には市民活動に拘束されたくないという心理が存在すると思うので、まずは地域とつながっても

らうことを目的として地域活動についてわかってもらえれば良いのではないか。今回は市民活動よりも、

その前段階の地域活動の部分の仕掛けを作ってはどうか。 

・イベントを何のために行うのかについて共有を図る必要があるのではないか。麻生区の地域資源を知る、

つながる、その上で、地域とつながることが楽しいということを知ってもらう必要がある。 

（２）区民会議フォーラムの対象 

 次にキックオフイベントは誰に（対象）に向けて開催するかを検討しました。 

■主な意見 

・本来の対象が区民全体ということを忘れてはいけないと思うが、キックオフイベントの開催、検証とい

う意味では対象を絞る方が良いのではないか。 

・市民活動の担い手は平均年齢が高いため、キックオフイベントの目的を考えると年齢が低い層をターゲ

ットにしても良いのではないか。イベントとしても子育て世代に来てもらうと盛り上がる。 

・子育て世代がイベントで経験してくれれば、年を重ねて市民活動に興味を抱いたときに、その経験が活

動の参加につながるかもしれない。 

・最近の子育て世代は地域社会に興味を持っている方が多い。そのエネルギーが地域社会に向けられるき

っかけとなるイベントになれば良いのではないか。 

・イベントに親子で来るのは小学校低学年の子どもを持つ子育て世代までではないか。 

・麻生区の全世代に参加してもらうことを念頭に置きつつ、小学校低学年以下の子ども 

 を持つ子育て世代としました。 

対象の設定 

・「～麻生区の地域活動を知ろう・つながろう・楽しもう～」 

テーマの設定 
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（３）区民会議フォーラムの参加団体について 

テーマと対象を踏まえて、参加する団体の条件を検討し、その条件に当てはまる団体を区民会議委員が

推薦し、参加団体（１０団体）へ依頼しました。

地域活動を知り、触れる機会があれば、興味・関心を持ち、地域活動に参加してもらえるのではないか 

という仮説に対して、区民が麻生区の市民活動団体を知ることができる機会が有効か検証するため、来場 

者や参加団体にアンケートを実施しました。（来場者アンケート集計結果及び参加団体アンケート集計結果 

は「資料編」参照） 

アンケートによる検証 

（候補団体の条件） 

・麻生区の特徴的な団体 

・自分の趣味や特技（活動に参加していない人）が、地域貢献・社会貢献につながることを知らせて

もらえる団体 

・イベントに参加した人と団体がつながる、イベントに参加した人同士がつながることのできる団体 

・イベント参加者に、団体に入ってほしいと熱心に訴えかけられる団体 

①地域に関心や目を向けることができたか 

②麻生区で活動する団体と活動内容を知ってもらうことができたか 

③活動を身近に感じてもらうことができたか 

④活動に興味・関心を持ってもらうことができたか 

⑤活動に参加したいと思ってもらえることができたか 

⑥自分の趣味や特技が、地域貢献・社会貢献につながることを知ってもらうことができ 

 たか 

⑦イベントに参加した人と団体がつながる、イベントに参加した人同士がつながること 

 ができたか 

⑧自分のこれまで経験したことが、地域貢献・社会貢献につながることを体感してもら 

 うことができたか 

⑨その他 

検証内容 
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部会での検証 

・参加者に「活動に興味・関心を持ってもらうこと」、「団体の活動内容を知ってもらう」、「活動を身近に

感じてもらうこと」について、約６０％～７０％の方が「できた」と回答しており、このようなことか

ら、区民会議フォーラムのようなイベントは活動に興味・関心を持ってもらい、団体の活動内容を知っ

てもらうためには有効であるとわかった。 

・「活動を始めたいと思ったか」について、半数が「普通（今はわからない）」と回答しており、この方たち

今後活動に参加をしたいと思ってもらえるようなきっかけづくり（一度きりのイベントでは難しいため

継続することや既存イベントの活用等）が必要となる。 

・このようなイベントに興味・関心がある人が潜在的いることがわかるので、イベントの開催は地域活動

に参加する人の発掘につながると考える。 

・多くの方に来場いただいた理由が、小学校にチラシを配ったからということがわかった。 

・ほとんどの参加団体が参加者とつながることができたと回答していることから、区民会議フォーラムの

ようなイベントは、団体の活動を知ってもらう機会として有効であると考えられる。 

・半数の団体が団体同士のつながりができないと回答していたため、交流する場等を設ける必要がある。 

・準備期間が短く、団体と十分に議論ができなかったため、今後開催する場合は、工夫が必要になる。 

・今回、子育て世代を対象にイベントをしたが、テーマや対象を絞って開催したほうが、イベントの趣旨

が明確になり、参加者にとってもわかりやすくなるため、有効であると感じた。 

■来場者アンケート結果（一部抜粋） 

■参加団体アンケート結果（一部抜粋） 

・参加者とつながること

ができたか 

・１団体が「どちらともいえない」と回答していたが、それ以外は「でき

た」と回答。 

・主な意見は、「楽しさを知ってもらえた」、「活動を知ってもらえた」 

・団体同士でつながりは

できたか 

・半数の５団体が「できなかった」と回答。 

・主な意見は、「あまり接点が取れなかった」、「他ブースを見に行くことが

できなかった」 

とても身近に感じる

ようになった

20%

身近に感じ

るように

なった

42%

普通

23%
あまり身近に

感じるように

ならなかった

2%

身近に感じ

るようにな

らなかった

0%

無回答

13%

とても興味・

関心をもった

23%

興味・関心を

もった

48%

普通
18%

あまり興味・

関心をもたな

かった
1%

興味・関心を

もたなかった
0%

無回答
10% とてもよく知る

ことができた

18%

知ることができた

49%普通
17%

あまり知ることが

できなかった
2%

知ることができなかった
1%

無回答
13%

■団体の活動内容を知ることができたか ■興味・関心を持つことができたか 

■活動を身近に感じることができたか 

すでに始めて

いる
10%

始めたい

11%

普通（今はわからない）

51%

始めたいと思

わなかった
10%

無回答
18%

■活動を始めたいと思うか 

(N=97) (N=97)

(N=97) (N=97)
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Ⅳ 提言内容の検討 

 区民会議フォーラムでの検証結果を踏まえると、地域活動を知ってもらって身近に感じ、さらに興味を

持ってもらい、参加につなげる方法の検討が必要です。また、麻生区の更なるコミュニティの活性化の

ため、市民活動団体同士の連携についての方法等を検討します。 

提言のイメージ図 

・活動参加へのきっかけ作りにあたっては、まだ活動に参加していない人が参加しやすいように、団体同

士が連携を強化し、横のつながりを作り、線から面へ、区内全体へ広がることが求められます。

＜(１)活動参加へのきっかけ作り

となるイベント等の開催＞

市民活動・地域活動を知り、

身近に感じ、興味・関心を持つ

活動に参加 

＜(２)イベント等の実施方法について＞ 

・イベント等の開催にあたっては、今後の組織のあり方、市民と行政の協働のあり方、既

存のイベント（区民まつり、福祉まつり、子育てフェスタ等）との協力の可能性等を考

慮し、提言を行うことが確認されました。 

まだ活動に参加 

していない人 

個々の市民活動団体 

＜(３)市民活動団体同士の連携強化＞

・連携強化のための方法等を検討

各団体の個々の活動や情報発信は限界がある

ため、横のつながりができることで、それぞ

れの活動を発展させ、更なるコミュニティの

活性化につながることが期待できる。
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第４章 区民会議フォーラム 親子で体感してみませんか。 

～麻生区の地域活動を知ろう・つながろう・楽しもう～ 

麻生区区民会議「市民活動・絆づくり部会」では、まだ地域活動に参加していない区民に如何に参加し

てもらうかをテーマに審議を進めてきました。 

地域活動に興味・関心を持つためには、地域活動を知る又は体験する機会が必要であると考え、今回の

フォーラムでは子育て世代の方が参加しやすいプログラムで開催しました。当日は、３００人を超える

方々が来場し、会場は開始から終了まで賑わい、多くの親子が楽しむ姿が見られました。 

＜①テーマ＞ 

■麻生区の地域活動を知ってもらうことで身近に感じ、さらに興味をもってもらうことで、参加に 

  つなげることを目的としたイベントとしました。具体的なテーマの目標は、次のとおりとしまし 

  た。

＜②対象＞

■麻生区の全世代に参加してもらうことを念頭に置きつつ、麻生区在住の小学校低学年以下の子を

持つ子育て世代を対象としました。 

＜③開催日時・場所＞ 

■日時：平成３０年２月３日（土）午後１時～午後４時

 ■場所：麻生区役所４階会議室 

知ろう 

・麻生区には特徴的な活動があること、多様な活動があることを知ってもらう。 

・自分の趣味や特技（活動に参加していない人）が、地域貢献・社会貢献につながる

ことを知ってもらう。 

つながろう 

・イベントに参加した人と団体がつながる、イベントに参加した人同士がつながる。 

・自分のこれまで経験したこと（活動に参加していない人）が、地域貢献・社会貢献

につながることを体感してもらう。 

楽しもう ・「知ろう」、「つながろう」を通じて、楽しんでもらう。 

麻生区の地域活動を知ろう・つながろう・楽しもう 
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＜④当日のプログラム＞ 

（１）ステージパフォーマンス、各団体の活動発表・プレゼンテーション 

 ・区役所会議室前方にステージを設置し、「bless4 とアスレチックミュージック」の生徒によるコーラ

ス・ダンスパフォーマンス、「あさお運動普及推進員の会」によるリトミック体操が行われ、会場を

盛り上げていました。また、各団体による活動発表・プレゼンテーションが実施され、活動内容等を

知ってもらう機会をつくりました。 

（２）市民活動団体の活動体感ブース 

・麻生区で活動する団体のブースをつくり、そこで体験型の催し（おもちゃづくり、クラフト、バルーン

アート体験、凧つくり、囲碁体験、地域内資源循環の活動ＰＲ等）を行い、参加者に団体の活動内容を

体感してもらう機会をつくりました。 

（３）情報提供コーナー 

・チラシ設置やパネル展示等で身近な地域の団体や施設の情報などをお知らせしました。 
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＜⑤参加団体＞ 

＜⑥広報＞ 

  広報について、チラシ等を作成し、下記へ配布又は情報を掲載しました。 

  多くの方が来場された理由としては、公共施設に置かれる冊子類や、保育園や学校等で配布されるチ

ラシ等が情報として受け取りやすく、子育て世代にとって、信用度が高い発信元が好まれることがわか

りました。 

団体名 団体の概要など 

あさお運動普及推進委員の会 

区内４公園で週 1 回「公園 de 健康体操」「ロコモ予防体操」を行っ 

ている。また、公園以外でも運動中心にしたボランティア活動をし 

ている。 

麻生ファミリー囲碁クラブ(AFlC) 
囲碁で学んだことを活かし、立派な社会人に成長することを願い、 

2007 年設立。 

あさお和凧の会 
和凧づくりを通じて子ども達に手作りの楽しさを体験してもらうと 

ともに、指導する世代との交流を図り、地域の活性化に寄与する。 

アスレチックミュージック 
現役アーティスト bless4 のもとで、プロを目指して訓練・活動して 

いる。 

おもちゃと遊びの会 
おもちゃコンサルタントが企画運営し、麻生区を中心として活動し

ている。 

おやじ考 
麻生区を中心に活動する“おやじの会”で「おやじ考」を称しま

す。キャッチコピーは「じしん・かみさん・かじ・地域」。 

ガールスカウト神奈川県第 32 団 

ガールスカウトは、自然をフィールドにした活動、地域に根付いた

活動、世界とつながる活動など、年代に応じた体験活動から、少女

の感性を豊かにし、さまざまな可能性を伸ばす社会教育団体。 

かわさきかえるプロジェクト 

廃食油の回収とリサイクルせっけんのアピール、ボランティアによ

る菜の花プロジェクトを通して地域内資源循環の活動や麻生産菜種

油を使った親子料理教室、小学校への出前授業を実施。 

グループ「せっけんの家」 

せっけんを使うことで水を汚さない暮らし方を提唱しています。特

に川崎市名産品でもあるリサイクルせっけん「きなりっこ」をお薦

めしている。 

ふらっと新百合ヶ丘 
親子で楽しめるワークショップを通して農育・食農を育むことを大

切に、街の魅力を再発見していく。 

・町内会・自治会     ・麻生区社会福祉協議会  ・麻生図書館（柿生分館） ・区ホームページ 

・区内小学校１・２年生  ・新百合２１ホール    ・タウンニュース     ・区ツイッター 

・区内保育園・幼稚園   ・川崎市アートセンター  ・マイタウン       ・かわさきアプリ 

・こども文化センター   ・麻生スポーツセンター  ・メディあさお      ・報道掲示板 

・地域子育て支援センター ・麻生区役所       ・イオン新百合ヶ丘店    

・麻生市民交流館やまゆり ・麻生市民館（岡上分館） ・つなぐっど KAWASAKl 
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１． 「麻生区の魅力発掘・発信検討部会」からの提言 

【提言にあたって】 

麻生区の魅力発掘・発信検討部会では、今後の超少子高齢社会を見据え、子どもを含めた若い世代

が麻生区に愛着を持ち、これからも麻生区に住み続けたいと思ってもらうために、「麻生区に住む子

育て世代を対象」とし、区の魅力を伝えることについて、検討してまいりました。具体的には、「自

然と農」、「芸術・文化のまち」、「市民活動が盛ん」という麻生区の魅力について、どのように発

信すれば、広く知ってもらい、関心を持ってもらえるか調査審議を行いました。 

その結果、魅力を発信していくために、「子育て世代に向けた情報発信の強化」と、そのための

「魅力を伝えるための情報発信媒体」が必要であると考えました。今後、麻生区の魅力発信を進めて

いくため、次の二つの方向性から、三つの提言を取りまとめました。 

Ⅰ 子育て世代に向けた情報発信の強化 

Ⅱ 魅力をつなぎ合わせて発信する媒体の作成 

Ⅰ 子育て世代に向けた情報発信の強化 

≪趣旨≫ 

○子育て世代に、麻生区に愛着を持ち、住み続けたいと思ってもらうために、「麻生区の魅力」の情

報発信を強化していくことが重要と考えます。そのためには、単純な情報発信だけではなく、既存

の冊子やチラシ、各種団体等の魅力発信活動などと結びつけ、魅力を知ってもらうためのきっかけ

をつくることを目標とした情報発信が必要であると考えます。 

○このために、麻生区の魅力を横断的につなげて、継続して発信する組織が必要であると考えます。 

情報がバラバラで 

関連する情報が得にくい。 

提言１ 子育て世代に向けた情報発信を強化することを提案します。 

自然・農

芸術・文化 

市民活動が

盛ん

個々の魅力の情報発信が点在 

自然・農

芸術・文化
市 民 活 動

が盛ん 

魅力をつないだ情報発信！

第５章 提言
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○このために、麻生区の魅力を横断的につなげて、継続して発信する組織が必要であると考えます。 

情報がバラバラで 

関連する情報が得にくい。 

提言１ 子育て世代に向けた情報発信を強化することを提案します。 

自然・農

芸術・文化 

市民活動が

盛ん

個々の魅力の情報発信が点在 

自然・農

芸術・文化
市 民 活 動

が盛ん 

魅力をつないだ情報発信！

第５章 提言
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Ⅱ 魅力をつなぎ合わせて発信する媒体の作成 

○麻生区の魅力は「自然・農」「芸術・文化のまち」「市民活動が盛ん」であることと考えますが、

これらを別々に発信すると麻生区全体の魅力が伝わりにくいと思われます。このようなことから、

麻生区の魅力をつなぎ合わせて発信する媒体が必要と考えます。 

○子育て世代にヒアリング調査をしたところ、家庭に持ち込まれる情報の方が接しやすいことがわか

りました。また、ホームページやＳＮＳ等を使用した情報発信が望ましいという人もいましたが、

現時点では、紙媒体での情報発信を望む声の方が多かったことから、魅力を繋ぎ合わせて発信する

媒体の一つとして、魅力を発信するための冊子の作成を提案します。 

《冊子のイメージ》 

○ヒアリング調査により、信用度の高い発信元が好まれることから、学校等を通じて子どもたちに配

布することとし、家に帰ってから親子で見られるようにします。 

○区役所、市民館・図書館、こども文化センターなどの公共施設で手にとってもらえるように、各施

設に置きます。 

○区役所などの公共施設に、麻生区の魅力コーナー（ラックのようなもの）を設置し、当冊子やすで

に発行されている魅力に関する冊子やチラシ、資料も併せて置くようにします。 

○冊子はホームページでも公開し、今後、冊子よりもホームページやＳＮＳ等を使用した情報発信の

方が需要が高くなった場合は、電子上の情報発信に移行します。 

魅力の発信 

冊子 

麻生区の魅力を紹介し、既存

の冊子などにつなげていく。

⇒魅力を知るための

「きっかけ」

情報を集約 

「自然・農」関係 「芸術・文化」関係 「市民活動」関係 

提言２ 魅力をつなぎ合わせて発信するための冊子の作成を提案します。 
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○麻生区の魅力発信にあたっては、市民と行政との協働で実施することが有効と考えます。 

○冊子の編集にあたっては、区民会議委員の有志や、関心がある区民等を募って準備会を組織し、編集

委員会を立ち上げることを提案します。 

提言３ 冊子の作成にあたり、編集委員会の立ち上げを提案します。 
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２． 「市民活動・絆づくり部会」からの提言 

【提言にあたって】 

市民活動・絆づくり部会では、「活動参加による仲間づくり・絆づくり・地域づくり」をテーマに

まだ活動に参加していない区民が地域活動に参加していくための方法を検討し、区民が地域の担い手

の一員であるという意識を持ってもらうことを目標に審議をしてきました。 

具体的には、「地域活動を通じて仲間ができ、絆が生まれ、地域が活性化する。そして、そのよう

な活動によって社会貢献をする意識が高まり、地域づくりへの参加者が増えていく」という「担い手

づくりのサイクル」をどのようにして具体化していくかについて、検討しました。 

調査審議の結果、「担い手づくりのサイクル」を具体化していくためには、「地域活動へ参加する

きっかけとなる機会を作ること」や「地域活動に興味・関心を持ってもらうために、実際の活動を体

験できる機会を作ること」、「市民活動団体同士の連携」が必要であると考えます。 

今後、麻生区の市民活動を活性化し、仲間づくりや絆づくりを進めていくため、四つの提言を取り

まとめました。 

≪趣旨≫ 

○第６期区民会議フォーラムは、「麻生区の地域活動を知ろう・つながろう・楽しもう」を開催のテー

マとして、審議テーマである「活動参加による仲間づくり・絆づくり・地域づくり」の担い手づくり

のサイクルの試行として開催しましたが、300 人を超える方々が来場しました。 

○アンケート等による検証結果をみると、活動団体のブース等で体験してもらうことにより、地域活動

に興味・関心を持ってもらえたり、身近に感じてもらえることがわかりました。 

○このようなことから、「活動参加へのきっかけとなる機会」の一つの方法として、区民と協働による

イベント等を開催することは有効であると考えます。ただし、活動への参加を促すためにも、このよ

うなイベントは一度きりで終わるのではなく、継続して開催することが必要であると考えます。 

○イベント等の開催にあたっては、今回の参加団体を念頭に、より多くの地域の方が参加できるような

区民主体の体制、又は区民・関係機関・行政で協働した体制で実施していく必要があります。 

提言１ 活動参加への「きっかけとなる機会づくり」につながるイベントを開催していくこと

を提案します。 
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≪趣旨≫ 

○麻生区では、区民まつり、子育てフェスタ、福祉まつりなど 1 年を通してたくさんのイベントが開催

されていますが、新たに一つイベントを増やすことは、区民へのわかりやすさや運営者の負担などの

課題があります。 

○このようなことから、「活動参加へのきっかけとなる機会」に関わるイベントは、新たに増やすので

はなく、既存のイベントに活動団体を紹介する機会をつくるなど、「担い手づくりのサイクルの具体

化」の趣旨を盛り込んでもらい、開催することが必要です。 

○既存イベントに「活動参加へのきっかけとなる機会」の趣旨を盛り込んで開催していくためには、既

存のイベント同士が連携することも重要です。このため、区内で開催するイベント同士が、連絡調整

する機会があることが望まれます。 

≪趣旨≫ 

○多くの区民に地域活動への興味・関心、楽しさを知ってもらうためには、年代などターゲットを絞っ

て伝えることが効果的であることが分かりました。地域活動への興味・関心、楽しさを知ってもらい

たいのは全区民に対してですが、ターゲットを絞らずに発信してもあまり届かないようです。 

○このようなことから、年代等ごとにそれぞれの対象に合った「活動参加へのきっかけとなる機会」が

必要です。 

提言２ 既存イベントに「担い手づくりのサイクルの具体化」の趣旨を盛り込んで開催してい

くことを提案します。 

提言３ 年代・世代などターゲットを絞ったイベントを開催していくことを提案します。

活動参加へのきっかけ作りとなるイベント等の開催

市民活動・地域活動を知り、

身近に感じ、興味・関心を持つ

活動に参加 

まだ活動に参加 

していない人 
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○第 6 期区民会議での審議においては、区民会議フォーラムを通じて、「小学校低学年以下の子どもを

持つ子育て世代」を対象にイベントを行うことにより、その親など多世代に波及することがわかりま

した。 

○このようなことから、親子で活動を体験できるようなイベント等を開催することが効果的と考えます。 

≪趣旨≫ 

○活動参加へのきっかけ作りにあたっては、これまで参加していない人が活動に参加しやすいように、

市民活動団体同士が連携し、横のつながりをつくり、線から面へ、区内全体へ広げていくことが必要

であると考えます。 

○各団体の個々の活動や情報発信には限界がありますが、横のつながりができることで、それぞれの活 

動を発展させ、更なるコミュニティの活性化につながっていくことが考えられます。横のつながりの 

関係を持つためには、団体が単にイベント等に参加するだけでなく、交流する機会等も設けていく必 

要があると考えます。 

●今後に向けて

○今後、行政等が開催するイベントの開催にあたって、「担い手づくりのサイクル」の趣旨やその重

要性を認識していただき、イベントに参加された区民が地域活動に参加や興味を持ち、地域活動の

活性化に繋げていくことを望みます。 

○気軽に親子で参加することができるイベントが開催され、親子で地域活動・地域貢献の楽しさを知

ってもらうことで、多世代間での仲間づくり・絆づくりがより一層進むことを望みます。 

○団体同士の交流イベント等をきっかけとして、市民活動団体同士の横のつながりが生まれることで、

区内の地域活動を支える力（地域づくりの力）が強化されることを望みます。 

提言４ 市民活動団体同士の連携強化に向けて、「交流する機会等の創出」を提案します。
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３． 第６期区民会議を振り返って 

〇テーマの選定 

第６期区民会議では、初めに麻生区における地域課題について、第１期～第５期までの１０年間の

検討経過等を踏まえて、委員の意見やアンケート結果等を検討し、区民にとって特に関心が高く、対

策が必要な二つの審議課題を決定しました。また、二つの審議課題に共通する「心がかよう魅力ある

まち あさお」を全体のテーマとしました。 

  具体的な審議は、「麻生区の魅力の発掘・発信検討部会」と「市民活動・絆づくり部会」の二つの専

門部会で行いましたが、それぞれの審議は、麻生区の現状および今後の動向を踏まえた内容であった

と考えます。 

〇課題への取り組み 

  審議課題を幅広く捉えて多面的に審議するには限られた時間でしたが、二つの専門部会では、ほぼ

毎月１回の審議を行ったほか、「子育てフェスタ」や「区民会議フォーラム」でのアンケート調査等も

行い、議論を深め、提言へ繋げました。 

  企画部会では二つの専門部会の審議の進捗状況を共有しつつ、区民会議ニュースを通じて区民に報

告しました。また、区民から寄せられた意見や提案に真摯に対応しました。 

〇提言の具現化に向けて 

  第６期区民会議の審議課題は、高齢化の進展が著しい麻生区において解決すべき重要な課題である

と考えます。 

  提言の具現化に向けては、麻生区の魅力や特質を踏まえ、区民に分かり易いトータル的な取り組み

を麻生区全体で進めることが必要です。 

  取り組みを進めるにあたっては、区民の意見を踏まえると共に、市民活動団体、町内会・自治会、

企業および大学等、行政を含む多様な主体との協働・連携になることを期待します。 

〇区民会議の休止にあたって 

  区民会議は、これまで６期１２年間にわたり調査審議を行ってきましたが、この間に地域包括ケア

システム推進ビジョンや区役所改革の基本方針が策定される等、取り巻く環境が変化したことや、期

を追うごとに審議テーマが細かな地域課題から区全体の課題になる傾向があることを踏まえ、平成３０

年度以降一旦休止することになりました。 

  しかし、今後も地域における具体的な課題解決に向けた取り組みが重要であることには変わりあり

ません。 

今後の「新たなしくみ」の構築にあっては、これまでの区民会議の成果やメンバーの選出方法およ

び審議テーマの選定等の課題を踏まえ、引き続き区民の参加と協働による課題解決ができる形態とし、

これを区民が身近に感じられるものとなるように期待します。
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３． 第６期区民会議を振り返って 
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と考えます。 
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  区民会議は、これまで６期１２年間にわたり調査審議を行ってきましたが、この間に地域包括ケア

システム推進ビジョンや区役所改革の基本方針が策定される等、取り巻く環境が変化したことや、期

を追うごとに審議テーマが細かな地域課題から区全体の課題になる傾向があることを踏まえ、平成３０

年度以降一旦休止することになりました。 

  しかし、今後も地域における具体的な課題解決に向けた取り組みが重要であることには変わりあり

ません。 

今後の「新たなしくみ」の構築にあっては、これまでの区民会議の成果やメンバーの選出方法およ

び審議テーマの選定等の課題を踏まえ、引き続き区民の参加と協働による課題解決ができる形態とし、
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第６期区民会議委員・参与名簿 

【区民会議委員】 （五十音順・敬称略）

企画 市民活動 魅力

安藤
あ ん どう

　和彦
かずひこ

産業振興分野 セレサ川崎農業協同組合 ○

石井
い し い

　よし子
こ

緑、環境分野 里山フォーラムin麻生 ○

植木
う え き

　昌昭
まさ あ き

市民活動団体 区長推薦 委員長 ○ ○

緒方
お が た

　保
たもつ

防災、防犯分野 麻生区交通安全対策協議会 ○

海崎
かい ざき

　眞
まこと

公募 公募 ○

佐藤
さ と う

　昇平
しょうへい

教育、子育て分野 区青少年指導員会 ○

佐野
さ の

　幸子
さ ち こ

福祉、健康分野 麻生区社会福祉協議会 ○

菅野
す が の

　明
あきら

文化、観光分野 区長推薦 副部会長 ○

鈴木
す ず き

　昭弘
あ きひろ

地域特性[地域資源活用] 区長推薦 ○

鈴木
す ず き

　隆広
たかひろ

地域特性[６大学連携] 区長推薦 ○ 部会長

関根
せ き ね

　秀勝
ひでかつ

地域特性[健康づくり] 区長推薦 ○

髙倉
た か く ら

　秀敏
ひ で とし

市民活動団体 区長推薦 部会長 副部会長

高橋
たかはし

　慶子
け い こ

市民自治分野 麻生区町会連合会 副委員長 ○ 副部会長

長岡
ながおか

　さや 地域特性[芸術] 区長推薦 ○

橋本
は し も と

　周
いたる

文化、観光分野 麻生区文化協会 ○

林
はやし

　恵美
え み

公募 公募 副委員長 ○ 部会長

松田
ま つ だ

　基
き

久
く

乃
の

地域特性[教育・女性活躍] 区長推薦 ○

松田
ま つ だ

　通
みち

公募 公募 ○

吉垣
よ しがき

　君子
き み こ

地域特性[児童・地域福祉] 区長推薦 ○

【区民会議参与】 （五十音順・敬称略）

氏　　　名 区　　　分 会　　　派

雨
あま

笠
がさ

　裕治
ゆ う じ

市　議　会　議　員 みらい

老沼
おいぬま

　純
じゅん

              〃 自民党

勝又
かつまた

　光江
み つ え

              〃 共産党

木庭
こ ば

　理香子
り か こ

              〃 みらい

月本
つ き もと

　琢也
た く や

              〃 無所属

花輪
は な わ

　孝一
こう いち

              〃 公明党

山崎
やまざき

　直
なお

史
ふみ

              〃 自民党

相原
あいはら

　高広
たかひろ

県　議　会　議　員 県政会

石川
いしかわ

　裕
ひろ

憲
のり

          〃 かながわ民進党

氏　　　名 選出区分（分野） 推薦団体等 役職
部　会

45第6期麻生区区民会議報告書

第６期区民会議委員・参与名簿 
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第６期区民会議スケジュール 

企画部会 麻生区の魅力の発掘・発信検討部会 市民活動・絆づくり部会

7月

8月

9月

10月

11月

12月 第１回　１２月１９日（月） 第１回　１２月２７日（火）

1月 第２回　１月３１日（火） 第２回　１月１７日（火） 第２回　１月２６日（木）

2月 第３回　２月１４日（火） 第３回　２月２３日（木）

第３回　３月１３日（月） 第４回　３月１日（水）

4月 第４回　４月１１日（火） 第５回　４月２７日（木）

5月 第４回　５月８日（月） 第５回　５月９日（火） 第６回　５月２５日（木）

6月 第５回　６月１２日（月） 第６回　６月１３日（火） 第７回　６月２２日（木）

第６回　７月１０日（月）

第８回　７月２７日（木）

8月 第７回　８月８日（火） 第９回　８月２４日（木）

9月 第７回　９月１１日（月） 第８回　９月１２日（火） 第１０回　９月２８日（木）

10月 第８回　１０月１１日（水） 第９回　１０月１０日（火） 第１１回　１０月２６日（木）

第９回　１１月１３日（月） 第１０回　１１月１４日（火） 第１２回　１１月８日（水）

第１１回　１２月１２日（火） 第１３回　１２月１日（金）

第１４回　１２月１３日（水）

1月 第１０回　１月１５日（月） 第１２回　１月１６日（火） 第１５回　１月２５日（木）

第１１回　２月１４日（水） 第１３回　２月１３日（火） 第１６回　２月１５日（木）

第１４回　３月１３日（火） 第１７回　３月２２日（木）

第１２回　４月９日（月） 第１５回　４月１０日（火） 第１８回　４月１２日（木）

第１３回　５月８日（火）

6月

平
成
２
９
年
度

平
成
３
０
年
度

4月

3月

　第６回全体会議　２月２０日（火）

2月

　第７回全体会議　５月１５日（火）
5月

平
成
２
８
年
度

　区民会議勉強会　７月２５日（月）、２６日（火）

　第１回全体会議　８月１日（月）

　第２回全体会議　１１月１５日（火）

　第３回全体会議　３月２１日（火）
3月

12月

　第４回全体会議　７月１８日（火）7月

11月
　第５回全体会議　１１月２１日（火）

第１回 企画部会（全委員参加型のグループワーク） １０月３日（月）

区民会議フォーラム ２月３日（土）

■報 告 書 素 案 確 認

■報 告 書 提 出
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第６期区民会議スケジュール 

企画部会 麻生区の魅力の発掘・発信検討部会 市民活動・絆づくり部会

7月

8月

9月

10月

11月

12月 第１回　１２月１９日（月） 第１回　１２月２７日（火）

1月 第２回　１月３１日（火） 第２回　１月１７日（火） 第２回　１月２６日（木）

2月 第３回　２月１４日（火） 第３回　２月２３日（木）

第３回　３月１３日（月） 第４回　３月１日（水）

4月 第４回　４月１１日（火） 第５回　４月２７日（木）

5月 第４回　５月８日（月） 第５回　５月９日（火） 第６回　５月２５日（木）

6月 第５回　６月１２日（月） 第６回　６月１３日（火） 第７回　６月２２日（木）

第６回　７月１０日（月）

第８回　７月２７日（木）

8月 第７回　８月８日（火） 第９回　８月２４日（木）

9月 第７回　９月１１日（月） 第８回　９月１２日（火） 第１０回　９月２８日（木）

10月 第８回　１０月１１日（水） 第９回　１０月１０日（火） 第１１回　１０月２６日（木）

第９回　１１月１３日（月） 第１０回　１１月１４日（火） 第１２回　１１月８日（水）

第１１回　１２月１２日（火） 第１３回　１２月１日（金）

第１４回　１２月１３日（水）

1月 第１０回　１月１５日（月） 第１２回　１月１６日（火） 第１５回　１月２５日（木）

第１１回　２月１４日（水） 第１３回　２月１３日（火） 第１６回　２月１５日（木）

第１４回　３月１３日（火） 第１７回　３月２２日（木）

第１２回　４月９日（月） 第１５回　４月１０日（火） 第１８回　４月１２日（木）

第１３回　５月８日（火）

6月

平
成
２
９
年
度

平
成
３
０
年
度

4月

3月

　第６回全体会議　２月２０日（火）

2月

　第７回全体会議　５月１５日（火）
5月

平
成
２
８
年
度

　区民会議勉強会　７月２５日（月）、２６日（火）

　第１回全体会議　８月１日（月）

　第２回全体会議　１１月１５日（火）

　第３回全体会議　３月２１日（火）
3月

12月

　第４回全体会議　７月１８日（火）7月

11月
　第５回全体会議　１１月２１日（火）

第１回 企画部会（全委員参加型のグループワーク） １０月３日（月）

区民会議フォーラム ２月３日（土）

■報 告 書 素 案 確 認

■報 告 書 提 出
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麻
生
区
の
魅
力
と
発
信
方
法
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す

み
な
さ
ん
に
麻
生
区
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
、
ふ
る

さ
と
と
し
て
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
。

特
に
子
育
て
世
帯
に
、
麻
生
区
を
ふ
る
さ
と
と
感
じ
て
も
ら
い
、

住
み
続
け
て
も
ら
い
た
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
区
の
魅
力
を
“
知
っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
”
を

つ
く
り
た
い
。

⇒
麻
生
区
の
魅
力
や
そ
の
発
信
に
関
す
る
こ
と
を
お
伺
い
し
ま
す
。

第
6
期
麻
生
区
区
民
会
議

麻
生
区
の
魅
力
の
発
掘
・
発
信
検
討
部
会

男
性

女
性

ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま

子
育
て
フ
ェ
ス
タ
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル

質
問
１
：次
の
イ
ベ
ン
ト
を
ど
れ
か
ご
存
じ
で
す
か
？

＜
自
然
と
農
＞

＜
芸
術
の
ま
ち
＞

＜
市
民
活
動
＞

古
風
七
草
粥

・そ
の
他

・そ
の
他

・そ
の
他

合
唱
団
へ
の
参
加

子
育
て
フ
ェ
ス
タ

映
画
づ
く
り
体
験

禅
寺
丸
柿
の
柿
も
ぎ
体
験

区
内
で
調
理
・
キ
ャ
ン
プ

体
験

・そ
の
他

・そ
の
他

・そ
の
他

合
唱
団
へ
の
参
加

演
劇
・
映
像
体
験

か
ら
む
し
な
ど
の
自

然
体
験
イ
ベ
ン
ト

か
ら
む
し
な
ど
の
自
然

体
験
イ
ベ
ン
ト

農
業
ま
つ
り

楽
器
・指
揮
者
体
験
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質
問
２
：先
ほ
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
き
く
分
け
て
「
自
然
と
農
」、
「
芸
術
」
、
「市
民
活
動
」
に
分
け
ら
れ

て
、
こ
れ
ら
を
麻
生
区
の
魅
力
と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
う
感
じ
ま
す
か
？

魅
力

そ
う
感
じ
る
・
思
う

そ
う
感
じ
な
い
・
思
わ
な
い

自
然
と
農

芸
術
の
ま
ち

魅
力

そ
う
感
じ
る
・
思
う

そ
う
感
じ
な
い
・
思
わ
な
い

市
民
活
動

そ
の
他
の

魅
力

質
問
３
：
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
区
の
魅
力
を
、
あ
な
た
が
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
詳
し
く
調
べ

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
発
信
す
れ
ば
届
く
と
思
い
ま
す
か
？

発 信 方 法

・市
政
だ
よ
り
、
区
・
市
民
館
・
図
書
館

な
ど
公
共
施
設
の
チ
ラ
シ

・市
や
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
や
区
の
SN

S ・
ア
プ
リ

・お
店
の
ポ
ス
タ
ー
（
自
宅
近
く
、
駅
周

辺
な
ど
）

・幼
稚
園
・
保
育
園
・
学
校
で
配
布
さ

れ
る
チ
ラ
シ

・マ
イ
タ
ウ
ン
、
メ
デ
ィ
あ
さ
お
、
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
地
域
情
報
誌
、
新

聞
の
地
域
面
、
な
ど
・・
・

発 信 場 所

・区
役
所
・
市
民
館
・
図
書
館
、
こ
ど
も

文
化
セ
ン
タ
ー

・幼
稚
園
・
保
育
園
、
学
校

・駅
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ

・区
民
ま
つ
り
、
し
ん
ゆ
り
マ
ル
シ
ェ
な

ど
・・
・
・
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子
育

て
フ

ェ
ス

タ
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

結
果

 

実
施

日
：

平
成

2
9

年
9

月
1

6
日

（
土

）
 

子
育

て
フ

ェ
ス

タ
来

場
者

を
対

象
に

実
施

 

回
答

者
 

女
性

1
0

6
人

 
 

 
 

 
男

性
4

5
人

 
 

 
 

合
計

1
5

1
人

 

質
問

１
：

次
の

イ
ベ

ン
ト

を
ど

れ
か

ご
存

じ
で

す
か

？
 

自
然

と
農

 

禅
寺

丸
か

き
の

柿

も
ぎ

体
験

 

区
内

で
調

理
・
キ

ャ

ン
プ

体
験

 
農

業
ま

つ
り

 
か

ら
む

し
な

ど
の

自

然
体

験
イ

ベ
ン

ト
 

女
性

 
2
9

人
 

2
7

人
 

2
4

人
 

9
人

 

男
性

 
9

人
 

1
2

人
 

1
4

人
 

4
人

 

合
計

 
3
8

人
 

3
9

人
 

3
8

人
 

1
3

人
 

芸
術

の
ま

ち
 

 
 

映
画

づ
く
り

体
験

 
合

唱
団

へ
の

参
加

 
楽

器
・
指

揮
者

体

験
 

演
劇

・
映

像
体

験
 

女
性

 
2
1

人
 

3
6

人
 

2
0

人
 

1
5

人
 

男
性

 
1
2

人
 

1
1

人
 

5
人

 
6

人
 

合
計

 
3
3

人
 

4
7

人
 

2
5

人
 

2
1

人
 

市
民

活
動

が
盛

ん
 

 
 

古
風

七
草

粥
 

子
育

て
フ

ェ
ス

タ
 

か
ら

む
し

な
ど

の
自

然
体

験
イ

ベ
ン

ト
 

合
唱

団
へ

の
参

加
 

女
性

 
4
0

人
 

9
1

人
 

6
人

 
1
6

人
 

男
性

 
1
4

人
 

4
1

人
 

6
人

 
6

人
 

合
計

 
5
4

人
 

1
4
2

人
 

1
2

人
 

2
2

人
 

〈
自

然
と

農
〉 

（
黒

川
）
さ

つ
ま

芋
掘

り
、

ハ
イ

キ
ン

グ
 

 
 

参
加

方
法

が
分

か
ら

な
い

 

 
 

大
谷

の
だ

る
ま

市
 

 
 

岡
上

の
農

園
 

 
 

音
大

、
子

ど
も

向
け

イ
ベ

ン
ト

 

 
 

園
で

の
自

然
体

験
 

〈
芸

術
の

ま
ち

〉 
ア

ル
テ

リ
ッ

カ
（
1
0

票
）
 

 
 

柿
ま

つ
り

（
女

２
票

、
男

１
票

）
 

 
 

子
ど

も
と

一
緒

の
コ

ン
サ

ー
ト

（
２

票
） 

 
 

映
画

屋
外

 
上

映
会

 

 
 

三
匹

の
子

ブ
タ

（
２

票
） 

 
 

人
形

劇
 

市
民

館
（
女

１
票

）
 

 
 

昭
和

音
大

 
幼

児
コ

ン
サ

ー
ト

（
３

票
）
 

〈
市

民
活

動
〉
 

福
祉

ま
つ

り
（３

票
） 

 
 

区
民

ま
つ

り
（７

票
） 

 
 

桜
ま

つ
り

 

 
 

し
ん

ゆ
り

マ
ル

シ
ェ

（
３

票
） 

 
 

ア
ー

ト
市

（２
票

） 

 
 

ふ
る

さ
と

フ
ェ

ス
（
２

票
） 

 
 

保
育

所
に

行
っ

て
い

る
の

で
地

域
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

し
た

こ
と

は
な

か
っ

た
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」
、
「

芸
術

」
、
「

市
民

活
動

」
に

分
け

ら

れ
て

、
こ

れ
ら

を
麻

生
区

の
魅

力
と

考
え

て
い

る
の

で
す

が
、

そ
う

感
じ

ま
す

か
？

 

 
 

 
 

自
然

と
農

 
芸

術
の

ま
ち

 
市

民
活

動
が

盛
ん

 

そ
う

感
じ

る
 

女
性

 
8
9

人
 

7
7

人
 

6
7

人
 

男
性

 
4
0

人
 

3
7

人
 

2
9

人
 

合
計

 
1
2
9

人
 

1
1
4

人
 

9
6

人
 

そ
う

感
じ

な
い

 

女
性

 
4

人
 

7
人

 
1
3

人
 

男
性

 
0

人
 

1
人

 
4

人
 

合
計

 
4

人
 

8
人

 
1
5

人
 

子
育

て
・
教

育
が

充
実

 
小

学
生

向
け

イ
ベ

ン
ト

が
多

い
。

幼
も

増
や

し
て

ほ
し

い
 

 
 

住
み

や
す

い
、

教
育

リ
テ

ラ
シ

ー
の

高
さ

 

 
 

子
育

て
サ

ロ
ン

（５
票

）
、

子
育

て
イ

ベ
ン

ト
（
２

票
）、

子
育

て
サ

ー
ク

ル
（
１

票
）
 

 
 

子
育

て
の

情
報

 

 
 

子
ど

も
育

て
や

す
い

、
イ

ベ
ン

ト
・
公

園
参

加
し

や
す

い
 

 
 

子
育

て
イ

ベ
ン

ト
が

多
い

（２
票

）
 

 
 

支
援

セ
ン

タ
ー

が
多

い
 

 
 

未
就

学
の

子
ど

も
と

参
加

で
き

る
も

の
（２

票
）
 

 
 

子
育

て
の

し
や

す
さ

 

イ
ベ

ン
ト

が
充

実
し

て
い

る
 

区
民

ま
つ

り
（女

６
票

、
男

１
票

）
 

 
 

子
育

て
フ

ェ
ス

タ
の

よ
う

な
イ

ベ
ン

ト
（
４

票
） 

 
 

イ
ベ

ン
ト

が
充

実
し

て
い

る
 

 
 

ア
ー

ト
セ

ン
タ

ー
、

保
育

付
き

映
画

が
あ

る
 

 
 

神
社

な
ど

の
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
し

や
す

い
（
男

１
票

）
 

 
 

ど
ん

と
焼

き
 

 
 

子
ど

も
関

連
の

イ
ベ

ン
ト

が
多

い
 

 
 

昔
な

が
ら

の
伝

統
行

事
が

多
い

（
女

２
票

）
 

 
 

大
人

の
楽

し
め

る
イ

ベ
ン

ト
 

街
並

み
・
街

の
活

気
 

町
が

き
れ

い
（
３

票
） 

ま
ち

な
み

、
治

安
は

良
い

（
女

５
、

男
１

）、
キ

ー
に

な
っ

た
。

子
育

て
す

る
に

は
よ

い
 

 
 

活
気

が
あ

る
町

 

 
 

町
が

き
れ

い
（
２

票
） 

 
 

ま
ち

が
き

れ
い

 

 
 

駅
前

が
よ

い
 

 
 

街
が

き
れ

い
に

整
備

さ
れ

て
い

る
 

 
 

駅
前

が
広

々
し

て
い

る
 

 
 

歩
道

整
備

さ
れ

て
い

る
 

 
 

カ
フ

ェ
な

ど
お

し
ゃ

れ
な

場
所

が
多

い
 

 
 

住
み

や
す

い
（２

票
）
 

治
安

が
良

い
 

治
安

が
良

い
（６

票
） 

 
 

治
安

が
良

い
、

子
育

て
し

や
す

い
 

 
 

住
み

や
す

い
、

安
全

 

 
 

治
安

が
良

い
 

 
 

安
心

・
安

全
、

住
み

や
す

い
（３

票
） 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
充

実
 

子
育

て
フ

ェ
ス

タ
の

よ
う

に
、

世
代

を
こ

え
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

る
 

 
 

街
な

か
で

も
親

切
に

話
し

か
け

て
く
れ

る
 

 
 

ア
ッ

ト
ホ

ー
ム

（
２

票
）、

人
が

い
い

 

市
民

活
動

が
盛

ん
 

区
民

活
動

が
盛

ん
 

 
 

活
動

し
て

い
る

人
達

が
麻

生
区

を
好

き
な

ん
だ

と
思

う
 

 
 

市
民

の
力

が
大

き
い

 

 
 

自
信

を
持

っ
て

活
動

し
て

い
る

 

 
 

元
気

な
高

齢
者

が
多

い
 

 
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

（
５

票
、

男
１

票
） 

公
共

施
設

・公
園

が
充

実
 

こ
ど

も
文

化
セ

ン
タ

ー
、

ふ
る

さ
と

公
園

（
２

票
） 

 
 

公
園

が
多

い
 

 
 

図
書

館
を

よ
く
利

用
（
男

１
票

）
 

 
 

公
園

が
多

い
（女

６
票

、
男

２
票

）
 

 
 

公
園

が
多

い
（７

票
） 

 
 

区
役

所
が

駅
に

近
い

 

自
然

が
豊

か
・
都

心
近

く
の

自
然

 
自

然
が

近
い

が
、

便
利

で
あ

る
 

 
 

都
心

に
近

く
て

自
然

が
多

い
（女

１
票

）
 

 
 

自
然

が
多

い
 

芸
術

の
ま

ち
 

音
楽

イ
ベ

ン
ト

が
多

い
（
３

票
） 

 
 

音
楽

の
ま

ち
、

音
大

等
の

イ
ベ

ン
ト

が
多

い
（
６

票
） 

そ
の

他
 

市
民

活
動

が
よ

く
見

え
な

い
 

 
 

保
育

園
を

…
 

 
 

階
段

が
多

い
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質
問

２
：

先
ほ

ど
の

イ
ベ

ン
ト

は
大

き
く

分
け

て
「

自
然

と
農

」
、
「

芸
術

」
、
「

市
民

活
動

」
に

分
け

ら

れ
て

、
こ

れ
ら

を
麻

生
区

の
魅

力
と

考
え

て
い

る
の

で
す

が
、

そ
う

感
じ

ま
す

か
？

 

 
 

 
 

自
然

と
農

 
芸

術
の

ま
ち

 
市

民
活

動
が

盛
ん

 

そ
う

感
じ

る
 

女
性

 
8
9

人
 

7
7

人
 

6
7

人
 

男
性

 
4
0

人
 

3
7

人
 

2
9

人
 

合
計

 
1
2
9

人
 

1
1
4

人
 

9
6

人
 

そ
う

感
じ

な
い

 

女
性

 
4

人
 

7
人

 
1
3

人
 

男
性

 
0

人
 

1
人

 
4

人
 

合
計

 
4

人
 

8
人

 
1
5

人
 

子
育

て
・
教

育
が

充
実

 
小

学
生

向
け

イ
ベ

ン
ト

が
多

い
。

幼
も

増
や

し
て

ほ
し

い
 

 
 

住
み

や
す

い
、

教
育

リ
テ

ラ
シ

ー
の

高
さ

 

 
 

子
育

て
サ

ロ
ン

（５
票

）
、

子
育

て
イ

ベ
ン

ト
（
２

票
）、

子
育

て
サ

ー
ク

ル
（
１

票
）
 

 
 

子
育

て
の

情
報

 

 
 

子
ど

も
育

て
や

す
い

、
イ

ベ
ン

ト
・
公

園
参

加
し

や
す

い
 

 
 

子
育

て
イ

ベ
ン

ト
が

多
い

（２
票

）
 

 
 

支
援

セ
ン

タ
ー

が
多

い
 

 
 

未
就

学
の

子
ど

も
と

参
加

で
き

る
も

の
（２

票
）
 

 
 

子
育

て
の

し
や

す
さ

 

イ
ベ

ン
ト

が
充

実
し

て
い

る
 

区
民

ま
つ

り
（女

６
票

、
男

１
票

）
 

 
 

子
育

て
フ

ェ
ス

タ
の

よ
う

な
イ

ベ
ン

ト
（
４

票
） 

 
 

イ
ベ

ン
ト

が
充

実
し

て
い

る
 

 
 

ア
ー

ト
セ

ン
タ

ー
、

保
育

付
き

映
画

が
あ

る
 

 
 

神
社

な
ど

の
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
し

や
す

い
（
男

１
票

）
 

 
 

ど
ん

と
焼

き
 

 
 

子
ど

も
関

連
の

イ
ベ

ン
ト

が
多

い
 

 
 

昔
な

が
ら

の
伝

統
行

事
が

多
い

（
女

２
票

）
 

 
 

大
人

の
楽

し
め

る
イ

ベ
ン

ト
 

街
並

み
・
街

の
活

気
 

町
が

き
れ

い
（
３

票
） 

ま
ち

な
み

、
治

安
は

良
い

（
女

５
、

男
１

）、
キ

ー
に

な
っ

た
。

子
育

て
す

る
に

は
よ

い
 

 
 

活
気

が
あ

る
町

 

 
 

町
が

き
れ

い
（
２

票
） 

 
 

ま
ち

が
き

れ
い

 

 
 

駅
前

が
よ

い
 

 
 

街
が

き
れ

い
に

整
備

さ
れ

て
い

る
 

 
 

駅
前

が
広

々
し

て
い

る
 

 
 

歩
道

整
備

さ
れ

て
い

る
 

 
 

カ
フ

ェ
な

ど
お

し
ゃ

れ
な

場
所

が
多

い
 

 
 

住
み

や
す

い
（２

票
）
 

治
安

が
良

い
 

治
安

が
良

い
（６

票
） 

 
 

治
安

が
良

い
、

子
育

て
し

や
す

い
 

 
 

住
み

や
す

い
、

安
全

 

 
 

治
安

が
良

い
 

 
 

安
心

・
安

全
、

住
み

や
す

い
（３

票
） 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
充

実
 

子
育

て
フ

ェ
ス

タ
の

よ
う

に
、

世
代

を
こ

え
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

る
 

 
 

街
な

か
で

も
親

切
に

話
し

か
け

て
く
れ

る
 

 
 

ア
ッ

ト
ホ

ー
ム

（
２

票
）、

人
が

い
い

 

市
民

活
動

が
盛

ん
 

区
民

活
動

が
盛

ん
 

 
 

活
動

し
て

い
る

人
達

が
麻

生
区

を
好

き
な

ん
だ

と
思

う
 

 
 

市
民

の
力

が
大

き
い

 

 
 

自
信

を
持

っ
て

活
動

し
て

い
る

 

 
 

元
気

な
高

齢
者

が
多

い
 

 
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

（
５

票
、

男
１

票
） 

公
共

施
設

・公
園

が
充

実
 

こ
ど

も
文

化
セ

ン
タ

ー
、

ふ
る

さ
と

公
園

（
２

票
） 

 
 

公
園

が
多

い
 

 
 

図
書

館
を

よ
く
利

用
（
男

１
票

）
 

 
 

公
園

が
多

い
（女

６
票

、
男

２
票

）
 

 
 

公
園

が
多

い
（７

票
） 

 
 

区
役

所
が

駅
に

近
い

 

自
然

が
豊

か
・
都

心
近

く
の

自
然

 
自

然
が

近
い

が
、

便
利

で
あ

る
 

 
 

都
心

に
近

く
て

自
然

が
多

い
（女

１
票

）
 

 
 

自
然

が
多

い
 

芸
術

の
ま

ち
 

音
楽

イ
ベ

ン
ト

が
多

い
（
３

票
） 

 
 

音
楽

の
ま

ち
、

音
大

等
の

イ
ベ

ン
ト

が
多

い
（
６

票
） 

そ
の

他
 

市
民

活
動

が
よ

く
見

え
な

い
 

 
 

保
育

園
を

…
 

 
 

階
段

が
多

い
 

50 第6期麻生区区民会議報告書



 
 

公
園

が
多

い
わ

り
に

子
供

が
遊

び
に

く
い

 

 
 

自
然

と
農

に
つ

い
て

は
あ

ま
り

知
ら

な
い

 

 
 

買
物

が
も

う
少

し
便

利
に

な
れ

ば
（
男

１
票

） 

 
 

芸
術

の
ま

ち
が

も
う

ひ
と

つ
グ

レ
ー

ド
ア

ッ
プ

し
て

欲
し

い
 

子
育

て
に

つ
い

て
、

町
田

市
ま

あ
ち

、
大

和
市

の
図

書
館

。
是

非
見

学
し

て
参

考

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
（
２

票
）
 

 
 

思
い

っ
き

り
遊

ぶ
（べ

る
）
公

園
、

緑
地

で
あ

っ
て

ほ
し

い
 

 
 

語
学

な
ど

も
勉

強
し

た
い

、
海

外
の

方
と

の
交

流
な

ど
や

っ
て

ほ
し

い
 

 
 

交
通

の
便

が
…

 

 
 

住
宅

情
報

が
欲

し
い

 

 
 

時
間

を
か

け
て

、
長

い
ス

パ
ン

で
あ

る
と

良
い
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公
園

が
多

い
わ

り
に

子
供

が
遊

び
に

く
い

 

 
 

自
然

と
農

に
つ

い
て

は
あ

ま
り

知
ら

な
い

 

 
 

買
物

が
も

う
少

し
便

利
に

な
れ

ば
（
男

１
票

） 

 
 

芸
術

の
ま

ち
が

も
う

ひ
と

つ
グ

レ
ー

ド
ア

ッ
プ

し
て

欲
し

い
 

子
育

て
に

つ
い

て
、

町
田

市
ま

あ
ち

、
大

和
市

の
図

書
館

。
是

非
見

学
し

て
参

考

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
（
２

票
）
 

 
 

思
い

っ
き

り
遊

ぶ
（べ

る
）
公

園
、

緑
地

で
あ

っ
て

ほ
し

い
 

 
 

語
学

な
ど

も
勉

強
し

た
い

、
海

外
の

方
と

の
交

流
な

ど
や

っ
て

ほ
し

い
 

 
 

交
通

の
便

が
…

 

 
 

住
宅

情
報

が
欲

し
い

 

 
 

時
間

を
か

け
て

、
長

い
ス

パ
ン

で
あ

る
と

良
い
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質
問

３
：

こ
の

よ
う

な
イ

ベ
ン

ト
や

区
の

魅
力

を
、

あ
な

た
が

知
る

き
っ

か
け

に
な

っ
て

、
詳

し
く

調

べ
て

も
ら

う
た

め
に

は
、

ど
こ

で
、

ど
の

よ
う

に
発

信
す

れ
ば

届
く

と
思

い
ま

す
か

？
 

＜
発

信
方

法
＞

 

・
市

政
だ

よ
り

、
区

・

市
民

館
・
図

書
館

な

ど
公

共
施

設
の

チ

ラ
シ

 

・
市

や
区

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

市
や

区

の
S
N

S
・ア

プ
リ

 

・
お

店
の

ポ
ス

タ
ー

（
自

宅
近

く
、

駅
周

辺
な

ど
） 

・
幼

稚
園

・保
育

園
・
学

校
で

配
布

さ

れ
る

チ
ラ

シ
 

・
マ

イ
タ

ウ
ン

、
メ

デ

ィ
あ

さ
お

、
タ

ウ
ン

ニ

ュ
ー

ス
な

ど
の

地
域

情
報

誌
、

新
聞

地

域
面

、
な

ど
…

 

女
性

 
5
7

人
 

30
人

 
1
3

人
 

5
3

人
 

6
9

人
 

男
性

 
2
5

人
 

5
人

 
6

人
 

2
3

人
 

2
5

人
 

合
計

 
8
2

人
 

35
人

 
2
9

人
 

7
6

人
 

9
4

人
 

ネ
ッ

ト
の

活
用

 
F
ac

e
 B

o
o
k

が
い

い
 

 
 

ア
プ

リ
の

充
実

（２
票

） 

 
 

L
IN

E
の

ア
プ

リ
、

L
IN

E
の

ア
カ

ウ
ン

ト
（
女

１
票

） 

 
 

子
育

て
に

関
す

る
H

P
、

サ
イ

ト
を

充
実

さ
せ

て
欲

し
い

 

 
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
も

っ
と

活
用

し
て

欲
し

い
 

 
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 

 
 

イ
ベ

ン
ト

等
で

一
度

知
れ

ば
、

H
P

で
調

べ
る

と
思

う
 

 
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

+
ち

ら
し

 

紙
媒

体
 

紙
ベ

ー
ス

の
方

が
受

信
し

や
す

い
 

 
 

町
内

会
回

覧
（
女

４
票

、
男

２
票

）
 

 
 

広
域

に
配

っ
て

欲
し

い
（
女

１
票

、
男

１
票

）
 

 
 

発
信

媒
体

は
充

実
し

て
い

ま
す

ね
！

（
２

票
）
 

 
 

自
宅

に
直

接
配

っ
て

欲
し

い
 

 
 

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

 

 
 

市
政

・
区

政
の

便
り

で
充

実
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
よ

る
周

知
 

サ
ー

ク
ル

で
の

イ
ベ

ン
ト

の
紹

介
 

そ
の

他
 

市
の

ア
プ

リ
は

情
報

が
と

り
に

く
い

、
区

役
所

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
も

同
様

 

 
 

区
・
市

の
H

P
は

み
に

く
い

、
わ

か
り

に
く
い

（２
票

） 

 
 

ネ
ッ

ト
だ

と
調

べ
づ

ら
い

 

 
 

ア
プ

リ
が

あ
る

こ
と

を
知

ら
な

か
っ

た
 

 
 

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
が

多
す

ぎ
る

 

 
 

発
信

方
法

に
至

る
ま

で
の

道
筋

は
ど

う
な

っ
て

い
る

の
か

 

＜
発

信
場

所
＞

 

・
区

役
所

・市
民

館
・
図

書
館

、
こ

ど

も
文

化
セ

ン
タ

ー
 

・
幼

稚
園

・保
育

園
、

学
校

 

・
駅

、
ス

ー
パ

ー
、

コ

ン
ビ

ニ
 

・
区

民
ま

つ
り

、
し

ん
ゆ

り
マ

ル
シ

ェ
な

ど
…

 

女
性

 
4
3

人
 

3
6

人
 

2
5

人
 

18
人

 

男
性

 
1
3

人
 

9
人

 
1
1

人
 

4
人

 

合
計

 
5
6

人
 

4
5

人
 

3
6

人
 

2
2

人
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
よ

る
周

知
 

父
親

の
意

見
交

換
の

場
が

ほ
し

い
 

 
 

口
こ

み
 

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
（
電

光
掲

示
板

）
 

駅
な

ど
に

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
が

あ
っ

た
ら

良
い

の
に

 

 
 

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
 

外
に

あ
る

と
良

い
（駅

前
等

）
 

 
 

駅
の

フ
リ

―
ペ

ー
パ

ー
、

サ
イ

ネ
ー

ジ
外

良
い

 

店
舗

・
公

共
施

設
・
公

共
交

通
機

関
等

の
掲

示
板

 
い

つ
も

行
く
場

所
、

掲
示

（
女

１
票

）
 

 
 

団
地

や
ま

ち
の

掲
示

板
（
バ

ス
停

の
前

な
ど

で
よ

く
見

る
） 

 
 

駅
と

か
の

ポ
ス

タ
ー

や
チ

ラ
シ

を
見

る
 

 
 

子
文

の
掲

示
 

 
 

バ
ス

の
中

 
車

内
広

告
（２

票
）
 

 
 

ス
ー

パ
ー

に
あ

る
掲

示
板

（
女

１
票

） 

 
 

バ
ス

、
電

車
の

中
の

ポ
ス

タ
ー

、
中

吊
り

（
女

３
票

、
男

２
票

）
 

 
 

道
端

の
掲

示
板

（
女

３
票

、
男

３
票

） 

学
校

 
小

学
校

に
入

る
と

 
学

校
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
 

市
民

個
人

が
発

信
す

る
、

口
コ

ミ
、

S
N

S
 

 
 

検
索

サ
イ

ト
で

「
麻

生
区

 
子

育
て

」
で

H
it

す
る

よ
う

に
す

る
 

 
 

マ
イ

タ
ウ

ン
 

各
戸

配
布

 

そ
の

他
 

情
報

が
分

散
し

て
い

て
、

ど
こ

を
見

て
い

い
か

わ
か

ら
な

い
。

情
報

の
集

約

を
！

 

 
 

図
書

館
に

読
書

ル
ー

ム
が

欲
し

い
、

イ
ス

が
欲

し
い
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質
問

３
：

こ
の

よ
う

な
イ

ベ
ン

ト
や

区
の

魅
力

を
、

あ
な

た
が

知
る

き
っ

か
け

に
な

っ
て

、
詳

し
く

調

べ
て

も
ら

う
た

め
に

は
、

ど
こ

で
、

ど
の

よ
う

に
発

信
す

れ
ば

届
く

と
思

い
ま

す
か

？
 

＜
発

信
方

法
＞

 

・
市

政
だ

よ
り

、
区

・

市
民

館
・
図

書
館

な

ど
公

共
施

設
の

チ

ラ
シ

 

・
市

や
区

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

市
や

区

の
S
N

S
・ア

プ
リ

 

・
お

店
の

ポ
ス

タ
ー

（
自

宅
近

く
、

駅
周

辺
な

ど
） 

・
幼

稚
園

・保
育

園
・
学

校
で

配
布

さ

れ
る

チ
ラ

シ
 

・
マ

イ
タ

ウ
ン

、
メ

デ

ィ
あ

さ
お

、
タ

ウ
ン

ニ

ュ
ー

ス
な

ど
の

地
域

情
報

誌
、

新
聞

地

域
面

、
な

ど
…

 

女
性

 
5
7

人
 

30
人

 
1
3

人
 

5
3

人
 

6
9

人
 

男
性

 
2
5

人
 

5
人

 
6

人
 

2
3

人
 

2
5

人
 

合
計

 
8
2

人
 

35
人

 
2
9

人
 

7
6

人
 

9
4

人
 

ネ
ッ

ト
の

活
用

 
F
ac

e
 B

o
o
k

が
い

い
 

 
 

ア
プ

リ
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充
実

（２
票

） 

 
 

L
IN

E
の

ア
プ

リ
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L
IN

E
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ア
カ

ウ
ン

ト
（
女

１
票

） 

 
 

子
育

て
に

関
す

る
H

P
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サ
イ

ト
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充
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し
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ー

ム
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ジ
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ン
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H
P
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２
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介
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検
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、
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●ステージ 
・大人も子どもも楽しむリトミック、ダンス

・団体の活動紹介やプレゼンテーション 

●各ブース
・おもちゃづくり、クラフト作り 

・バルーンアート体験、ゲームコーナー 

●情報提供コーナー  
・身近な地域の団体や施設の情報 

など 

親子で楽しめる
おもちゃづくり、 
バルーンアート 
があるよ！ 

し

主催／麻生区区民会議
問い合わせ先／麻生区区民会議事務局                 

（麻生区役所企画課）       

TEL044-965-5112 FAX044-965-5200       

※イベント内容や参加団体は変更する場合があります。    

区ホームページに最新情報を随時掲載します。 

参加団体 

ふらっと新百合ヶ丘／おもちゃと遊びの会／あさお和凧の会／ 

おやじ考／グループ「せっけんの家」／ガールスカウト／ 

かわさきかえるプロジェクト／あさお運動普及推進員の会／ 

ＡＦＩＣ 麻生ファミリー囲碁クラブ／KAT（川満アート・テ

イメント）AM（アスレチックミュージック） 

て 

～麻生区の地域活動を知ろう・つながろう・楽しもう～ 

み ま せ 

●bless4 とは…? 
沖縄の両親を持ち、アメリカで生まれ育った正真正銘の４人兄妹

コーラス・ダンスグループ。 

麻生区を拠点に活躍しており、柿生の歌「かきくけかきお」の曲

作りなど、地域に貢献している。 

・代表曲「創聖のアクエリオン／Let' s Have A Party」など多数。 

平成 30 年２月３日（土）13：00～16：00 

イベントの内容 

麻生区内に、様々な市民活動団体があることをご存知ですか？ 
市民活動団体を知らない、どんな活動があるかわからない、など 
そんな方へ向けて、活動に触れるきっかけとなるようなフォーラムを開催します。 
今回は、お子さんと一緒に楽しめるプログラムで皆様をお待ちしています。 

麻生区役所４階会議室 

親 

ん 

子 

か。 

で 体 

bless4 が登場 

「かきまるくん」から 
シールがもらえるよ!

麻生区区民会議フォーラム 

感 
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【
団

体
の

概
要

】
 

当
会

は
、

お
も

ち
ゃ

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
が

企
画

運
営

し
、

麻
生

区
を

中
心

と
し

て
活

動
し

て
い

ま
す

。
お

も
ち

ゃ
作

り
や

遊
び

の
学

び
を

通
し

て
、

世
代

間
を

超
え

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

作
り

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
会

員
数

は
女

性
７

名
、

男
性

３
名

で
す

。
 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

い
つ

も
楽

し
い

こ
と

を
 

求
め

て
い

ま
す

。
 

小
さ

な
お

子
さ

ん
連

れ
で

 
ぜ

ひ
一

度
 

遊
び

に
来

て
下

さ
い

。
 

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。
 

【
団

体
の

概
要

】
 

和
凧

つ
く

り
を

通
じ

て
子

ど
も

達
に

手
作

り
の

楽
し

さ
を

体
験

さ
せ

る
と

と
も

に
、

指
導

す
る

世
代

と
の

交
流

を
図

り
、

地
域

の
活

性
化

に
寄

与
す

る
。

 
代

表
者

 
廣

嶋
 

一
康

 
連

絡
先

 
95

2-
51

12
 

20
17

年
設

立
 

会
員

数
21

名
 

子
ど

も
会

、
寺

子
屋

等
の

校
外

活
動

の
一

環
と

し
て

体
験

会
を

提
案

し
実

施
し

て
い

る
。

 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

自
分

で
作

っ
て

、
み

ん
な

で
 

遊
ぶ

。
大

空
へ

向
か

っ
て

ど
 

こ
ま

で
も

揚
が

る
凧

。
 

こ
ん

な
凧

を
一

度
作

っ
て

み
 

ま
せ

ん
か

。

あ
さ

お
和

凧
の

会
 

お
も

ち
ゃ

と
遊

び
の

会
 

お
や

じ
考

 

【
団

体
の

概
要

】
 

活
動

内
容

 「
公

園
de

健
康

体
操

」「
ロ

コ
モ

予
防

体
操

」
 

活
動

場
所

 
区

内
４

公
園

で
週

１
回

。
 

ま
た

、
公

園
以

外
で

も
運

動
中

心
に

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
し

て
い

ま
す

。
 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

リ
ト

ミ
ッ

ク
体

操
⇒

リ
ズ

ム
 

を
感

じ
な

が
ら

身
体

全
体

で
 

表
現

、
か

ら
だ

、
頭

、
心

を
 

育
て

ま
す

。
ロ

コ
モ

予
防

 
体

操
⇒

大
人

も
子

供
も

足
腰

 
丈

夫
に

脳
ト

レ
要

素
も

た
く

 
さ

ん
入

っ
て

い
る

の
で

リ
ズ

 
ム

に
あ

わ
せ

て
た

の
し

み
な

 
が

ら
運

動
で

き
ま

す
。

【
団

体
の

概
要

】
 

麻
生

区
を

中
心

に
活

動
す

る
“お

や
じ

の
会

”で
「

お
や

じ
考

」
を

称
し

ま
す

。
キ

ャ
ッ

チ
コ

ピ
ー

は
「

じ
し

ん
・

か
み

さ
ん

・
か

じ
・

地
域

」。
原

則
と

し
て

、
毎

月
１

回
土

曜
日

に
開

催
。

会
員

資
格

は
、

当
初

は
”お

や
じ

で
あ

る
こ

と
”で

し
た

が
、

近
年

に
な

り
、

女
性

も
入

会
。

会
員

33
名

。
年

会
費

1,
00

0
円

 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

参
加

で
き

る
と

き
に

 
参

加
す

る
。

 
自

分
た

ち
で

や
り

た
い

 
こ

と
を

や
る

。
地

域
と

の
 

接
点

が
持

て
る

。
 

【
団

体
の

概
要

】
 

ガ
ー

ル
ス

カ
ウ

ト
は

、
自

然
を

フ
ィ

ー
ル

ド
に

し
た

活
動

、
地

域
に

根
付

い
た

活
動

、
世

界
と

つ
な

が
る

活
動

な
ど

、
年

代
に

応
じ

た
体

験
活

動
か

ら
、

少
女

の
感

性
を

豊
か

に
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

可
能

性
を

伸
ば

す
社

会
教

育
団

体
で

す
。1

97
3

年
発

団
。

問
合

せ
先

 
gs

ka
na

ga
w

a3
2@

ho
tm

ai
l.c

om
 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

麻
生

区
を

中
心

に
現

在
小

学
校

1
年

生
 

高
校

生
ま

で
の

女
の

子
が

在
籍

し
て

い
ま

す
。

市
民

祭
り

、
区

民
ま

つ
り

、
募

金
活

動
や

統
一

美
化

活
動

、
 

野
外

料
理

や
キ

ャ
ン

プ
な

 
ど

、
盛

り
だ

く
さ

ん
の

活
 

動
を

し
て

い
ま

す
。

 
是

非
、

私
た

ち
と

一
緒

に
 

楽
し

く
活

動
し

ま
せ

ん
か

? 

【
団

体
の

概
要

】
 

20
05

年
設

立
、

廃
食

油
の

回
収

と
リ

サ
イ

ク
ル

せ
っ

け
ん

の
ア

ピ
ー

ル
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
菜

の
花

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

し
て

地
域

内
資

源
循

環
の

活
動

や
麻

生
産

菜
種

油
を

使
っ

た
親

子
料

理
教

室
、

小
学

校
へ

の
出

前
授

業
を

実
施

。
事

務
局

・
林

 
29

9-
64

60
 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

地
産

地
消

や
使

用
済

み
 

て
ん

ぷ
ら

油
の

リ
サ

イ
 

ク
ル

、
せ

っ
け

ん
使

用
 

は
家

庭
内

で
で

き
る

地
 

球
温

暖
化

ス
ト

ッ
プ

。
 

【
団

体
の

概
要

】
 

せ
っ

け
ん

を
使

う
こ

と
で

水
を

汚
さ

な
い

暮
ら

し
方

を
提

唱
し

て
い

ま
す

。
特

に
川

崎
市

名
産

品
で

も
あ

る
リ

サ
イ

ク
ル

せ
っ

け
ん

「
き

な
り

っ
こ

」
を

お
薦

め
し

て
い

ま
す

。
せ

っ
け

ん
の

有
効

的
な

使
い

方
を

“せ
っ

け
ん

出
前

講
座

”で
お

伝
え

し
て

い
ま

す
。

連
絡

先
 

事
務

局
/村

山
美

香
子

29
9-

77
30

、
FA

X:
29

9-
77

31
、

会
費

 
年

1,
00

0
円

 
【

団
体

か
ら

メ
ッ

セ
ー

ジ
】

 
家

庭
か

ら
出

る
使

い
終

わ
っ

 
た

天
ぷ

ら
油

で
簡

単
に

せ
っ

 
け

ん
を

作
る

こ
と

が
で

き
ま

 
す

。
自

分
た

ち
が

流
し

た
水

 
が

川
や

海
を

汚
さ

な
い

た
め

 
に

も
せ

っ
け

ん
を

使
い

ま
し

 
ょ

う
 

環
境

に
も

人
に

も
や

 
さ

し
い

で
す

。

参
加

団
体
に

つ
い
て
 

【
団

体
の

概
要

】
 

親
子

で
楽

し
め

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
通

し
て

農
育

・
食

農
を

育
む

こ
と

を
大

切
に

、
街

の
魅

力
を

再
発

見
し

て
い

く
。

 
代

表
 

中
村

ふ
み

よ
、

連
絡

先
 

28
1-

65
17

 
２

ヶ
月

に
１

回
程

度
の

日
曜

日
に

開
催

。
詳

細
は

「
ふ

ら
っ

と
新

百
合

ヶ
丘

」
で

検
索

。
 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

「
食

育
に

繋
が

る
、

楽
し

 
い

活
動

!」
「

苦
手

な
野

菜
 

も
食

べ
て

く
れ

た
!」

と
い

 
う

声
も

。
 

親
子

で
の

ご
参

加
を

お
待

 
ち

し
て

い
ま

す
。

 

・
チ

ラ
シ

設
置

や
パ

ネ
ル

展
示

等
 

①
麻

生
区

こ
ど

も
会

連
合

会
 

②
こ

ど
も

文
化

セ
ン

タ
ー

 
③

麻
生

区
青

少
年

指
導

員
 

④
麻

生
区

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

会
 

そ
の

他
、

身
近

な
地

域
の

団
体

や
施

設
の

情
報

な
ど

【
団

体
の

概
要

】
 

囲
碁

で
学

ん
だ

こ
と

を
活

か
し

、
立

派
な

社
会

人
に

成
長

す
る

こ
と

を
願

い
、

20
07

年
設

立
。

子
ど

も
、

保
護

者
、

囲
碁

指
導

員
で

構
成

。
代

表
 

熱
田

延
雄

。
会

場
 

千
代

ヶ
丘

小
学

校
。

20
11

年
か

ら
は

AF
IC

は
る

ひ
野

を
開

設
。

問
合

せ
先

/山
本

満
代

 
09

0-
67

96
-4

11
8。

 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

囲
碁

は
①

集
中

力
を

高
め

、
 

粘
り

強
い

思
考

力
と

創
造

力
 

を
育

む
②

生
涯

楽
し

め
、

人
 

生
を

豊
か

に
す

る
ゲ

ー
ム

と
 

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

と
に

か
 

く
面

白
い

で
す

。
一

度
経

験
 

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

 

【
団

体
の

概
要

】
 

現
役

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

bl
es

s4
の

も
と

で
、プ

ロ
を

目
指

し
て

訓
練

・
活

動
し

て
い

る
。

 
ク

ラ
ス

 
KI

DS
/T

EE
N/

ジ
ュ

ニ
ア

プ
ロ

/一
般

/プ
ロ

、
 

会
員 

約
50

名
、会

費 
5,

00
0(

入
会

金
)、

 6
,0

00
(K

ID
S)

 2
5,

00
0(

PR
O

)、
活

動
日

 
火

 
木

曜
日

、
 

場
所

 
bl

es
s4

ス
タ

ジ
オ

（
川

崎
市

麻
生

区
）

 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

世
界

で
活

躍
す

る
bl

es
s4

 
が

直
々

に
教

え
る

ダ
ン

ス
 

・
ボ

ー
カ

ル
ス

ク
ー

ル
で

 
す

 
ぜ

ひ
遊

び
に

来
て

く
だ

さ
い

 

ア
ン

ケ
ー

ト
（

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
）

に
ご

協
力

を
い

た
だ

い
た

方
に

は
、

 
プ

レ
ゼ

ン
ト

を
配

布
し

ま
す

。【
先

着
２

０
０

名
】

 

「
区

民
会

議
と

は
…

?
」

 

暮
ら

し
や

す
い

地
域

社
会

を
め

ざ
し

て
、

区
民

の
み

な
さ

ん
が

中
心

と
な

っ
て

参
加

と
協

働
に

よ
り

地
域

社
会

の

課
題

の
解

決
を

図
る

た
め

に
調

査
審

議
す

る
会

議
で

す
。

 

「
今

回
の

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

つ
い

て
」

 

第
６

期
麻

生
区

区
民

会
議

市
民

活
動

・
絆

づ
く

り
部

会
で

は
ま

だ
地

域
活

動
に

参
加

し
て

い
な

い
方

に
参

加
し

て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

に
審

議
を

進
め

て
い

ま
す

。
 

地
域

活
動

に
興

味
・

関
心

を
持

っ
て

い
た

だ
く

た
め

に

は
、

地
域

活
動

を
知

る
又

は
体

験
す

る
機

会
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

、
今

回
の

区
民

会
議

フ
ォ

ー
ラ

ム
で

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

ま
す

。
 

グ
ル

ー
プ

「
せ

っ
け

ん
の

家
」

 
ふ

ら
っ

と
新

百
合

ヶ
丘

 

麻
生

フ
ァ

ミ
リ

ー
囲

碁
ク

ラ
ブ

(
A
F
IC

)
 

ア
ス

レ
チ

ッ
ク

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

 
情

報
提

供
コ

ー
ナ

ー
 

お
や

じ
考

 
あ

さ
お

運
動

普
及

推
進

員
の

会
 

ガ
ー

ル
ス

カ
ウ

ト
神

奈
川

県
第

３
２

団
 

か
わ

さ
き

か
え

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

59第6期麻生区区民会議報告書

【
団

体
の

概
要

】
 

当
会

は
、

お
も

ち
ゃ

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
が

企
画

運
営

し
、

麻
生

区
を

中
心

と
し

て
活

動
し

て
い

ま
す

。
お

も
ち

ゃ
作

り
や

遊
び

の
学

び
を

通
し

て
、

世
代

間
を

超
え

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

作
り

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
会

員
数

は
女

性
７

名
、

男
性

３
名

で
す

。
 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

い
つ

も
楽

し
い

こ
と

を
 

求
め

て
い

ま
す

。
 

小
さ

な
お

子
さ

ん
連

れ
で

 
ぜ

ひ
一

度
 

遊
び

に
来

て
下

さ
い

。
 

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。
 

【
団

体
の

概
要

】
 

和
凧

つ
く

り
を

通
じ

て
子

ど
も

達
に

手
作

り
の

楽
し

さ
を

体
験

さ
せ

る
と

と
も

に
、

指
導

す
る

世
代

と
の

交
流

を
図

り
、

地
域

の
活

性
化

に
寄

与
す

る
。

 
代

表
者

 
廣

嶋
 

一
康

 
連

絡
先

 
95

2-
51

12
 

20
17

年
設

立
 

会
員

数
21

名
 

子
ど

も
会

、
寺

子
屋

等
の

校
外

活
動

の
一

環
と

し
て

体
験

会
を

提
案

し
実

施
し

て
い

る
。

 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

自
分

で
作

っ
て

、
み

ん
な

で
 

遊
ぶ

。
大

空
へ

向
か

っ
て

ど
 

こ
ま

で
も

揚
が

る
凧

。
 

こ
ん

な
凧

を
一

度
作

っ
て

み
 

ま
せ

ん
か

。

あ
さ

お
和

凧
の

会
 

お
も

ち
ゃ

と
遊

び
の

会
 

お
や

じ
考

 

【
団

体
の

概
要

】
 

活
動

内
容

 「
公

園
de

健
康

体
操

」「
ロ

コ
モ

予
防

体
操

」
 

活
動

場
所

 
区

内
４

公
園

で
週

１
回

。
 

ま
た

、
公

園
以

外
で

も
運

動
中

心
に

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
し

て
い

ま
す

。
 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

リ
ト

ミ
ッ

ク
体

操
⇒

リ
ズ

ム
 

を
感

じ
な

が
ら

身
体

全
体

で
 

表
現

、
か

ら
だ

、
頭

、
心

を
 

育
て

ま
す

。
ロ

コ
モ

予
防

 
体

操
⇒

大
人

も
子

供
も

足
腰

 
丈

夫
に

脳
ト

レ
要

素
も

た
く

 
さ

ん
入

っ
て

い
る

の
で

リ
ズ

 
ム

に
あ

わ
せ

て
た

の
し

み
な

 
が

ら
運

動
で

き
ま

す
。

【
団

体
の

概
要

】
 

麻
生

区
を

中
心

に
活

動
す

る
“お

や
じ

の
会

”で
「

お
や

じ
考

」
を

称
し

ま
す

。
キ

ャ
ッ

チ
コ

ピ
ー

は
「

じ
し

ん
・

か
み

さ
ん

・
か

じ
・

地
域

」。
原

則
と

し
て

、
毎

月
１

回
土

曜
日

に
開

催
。

会
員

資
格

は
、

当
初

は
”お

や
じ

で
あ

る
こ

と
”で

し
た

が
、

近
年

に
な

り
、

女
性

も
入

会
。

会
員

33
名

。
年

会
費

1,
00

0
円

 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

参
加

で
き

る
と

き
に

 
参

加
す

る
。

 
自

分
た

ち
で

や
り

た
い

 
こ

と
を

や
る

。
地

域
と

の
 

接
点

が
持

て
る

。
 

【
団

体
の

概
要

】
 

ガ
ー

ル
ス

カ
ウ

ト
は

、
自

然
を

フ
ィ

ー
ル

ド
に

し
た

活
動

、
地

域
に

根
付

い
た

活
動

、
世

界
と

つ
な

が
る

活
動

な
ど

、
年

代
に

応
じ

た
体

験
活

動
か

ら
、

少
女

の
感

性
を

豊
か

に
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

可
能

性
を

伸
ば

す
社

会
教

育
団

体
で

す
。1

97
3

年
発

団
。

問
合

せ
先

 
gs

ka
na

ga
w

a3
2@

ho
tm

ai
l.c

om
 

【
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

】
 

麻
生

区
を

中
心

に
現

在
小

学
校

1
年

生
 

高
校

生
ま

で
の

女
の

子
が

在
籍

し
て

い
ま

す
。

市
民

祭
り

、
区

民
ま

つ
り

、
募

金
活

動
や

統
一

美
化

活
動

、
 

野
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や
キ
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プ
な

 
ど
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盛
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の
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動
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。
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し
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活

動
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か
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20
05

年
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立
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廃
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油
の
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サ
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ク
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、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
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ク
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環
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菜
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を
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を
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事
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団

体
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概
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親
子

で
楽

し
め

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
通

し
て

農
育

・
食

農
を

育
む

こ
と

を
大

切
に

、
街

の
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。
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麻生区区民会議フォーラム 参加者アンケート 

【参加された方について】 

１ 参加された大人の方について教えてください。 

■性別  □男性  □女性 

 ■年齢  □19 歳以下  □20～29 歳 □30～39 歳 □40～49 歳 □50 歳以上 

 ■職業  □(専業)主婦・主夫 □自営業 □勤め人（フルタイム）□パート・アルバイト 

□その他 （       ） 

■居住地 □麻生区 （町名→     ）  □麻生区外 （市名→      ） 

■在住年数□1 年未満 □2～5 年未満 □５～10 年未満 □11～20 年未満 □20 年以上 

２ 参加されたお子さんについて教えてください。 

■性別  □男の子 □女の子 

 ■年齢  □未就学児  □小学校１～3 年生 □小学校４～６先生 □中学生以上 

■日中主に過ごす場所 □自宅  □保育園  □幼稚園  □学校  □その他 

【区民会議フォーラムについて】

３ 「区民会議フォーラム」の開催をどちらでお知りになりましたか。（いくつでも） 

 □区民会議ニュース □チラシ（どこで       ）  □ホームページ □タウン紙  

□かわさきアプリ □知人 □区民会議委員 □その他（              ） 

４ 「区民会議フォーラム」の感想をご記入ください。（チェックは１つ） 

□とても楽しかった □楽しかった □普通 □あまり楽しくなかった □楽しくなかった 

※自由コメント欄（                              ） 

５ どの催しがよかったですか？ 

※自由コメント欄（                              ） 

６ 「区民会議フォーラム」に参加して、活動に興味・関心を持つことができましたか。 

□とても興味・関心を持った □興味・関心を持った □普通 

□あまり興味・関心を持たなかった □興味・関心を持たなかった

※自由コメント欄（                              ） 

本日は麻生区区民会議フォーラムにご参加いただき ありがとうございます。 

今後のフォーラムや審議の参考とさせていただきたく、アンケートにご協力をお願いします。 

裏ページへ続きます→

※このフォーラムでは、市民活動団体を知らない、どんな活動があるかわからない、など 

そんな方へ向けて、活動に触れるきっかけとなるよう区内の活動団体に参加してもらい、団

体の活動内容や工夫している点など紹介しながら、開催しました。 

上記の内容を参考に、以下の設問にご回答ください。 
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７ 「区民会議フォーラム」に参加して、団体の活動内容を知ることができましたか。 

□とてもよく知ることができた  □知ることができた  □普通  

□あまり知ることができなかった □知ることができなかった 

※自由コメント欄（                              ） 

８ 「区民会議フォーラム」に参加して、活動を身近に感じることができましたか。 

□とても身近に感じるようになった □身近に感じるようになった □普通 

□あまり身近に感じるようにならなかった □身近に感じるようにならなかった

※自由コメント欄（                              ） 

９ 「区民会議フォーラム」に参加して、活動を始めたいと思いましたか。 

□すでに始めている □始めたい □普通  □始めたいと思わなかった  

※自由コメント欄（                              ） 

１０ どんなきっかけがあれば、地域活動に参加したいと思いますか。 

□イベント □チラシやポスター □ホームページやＳＮＳ □知人の紹介 □その他 

※自由コメント欄（                              ） 

１１ 今後に向けてのご意見（良かった点や悪かった点）、区民会議へのご意見・ご要望など

をご記入ください。 

ご協力いただきありがとうございました。 
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（来場者アンケート集計結果・回収数９７枚） 

<在住年数> 

<職業> <居住地> 

男性

27%

女性

60%

男女

1%

対象外（子ども）

12%

【参加された方について】 

１ 参加された大人の方について教えてください。 

<性別> <年齢> 

19歳以下
0%

20～29歳
6%

30～39歳
34%40～49歳

32%
50歳以上

16%

対象外（子ども）

12%

N=97 N=97 

麻生区

83%

麻生区外

14%
無回答

3%
（専業）主婦・主夫

30%

自営業
3%

勤め人（フルタイム）
38%

パート・アル

バイト
8%

その他
7%

無回答
1%

対象外（子ども）
13%

N=97 N=97 

1年未満
6% 2～5年未満

22%

5～10年未満
31%

10～20年未満
17%

20年以上
15%

無回答
9%

N=97 

２ 参加されたお子さんについて教えてください。 

<性別> 

男の子

37%
女の子

51%

双方

12%

N=82 

62 第6期麻生区区民会議報告書

（来場者アンケート集計結果・回収数９７枚） 
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対象外（子ども）

12%

N=97 N=97 

麻生区

83%

麻生区外

14%
無回答

3%
（専業）主婦・主夫

30%

自営業
3%

勤め人（フルタイム）
38%

パート・アル

バイト
8%

その他
7%

無回答
1%

対象外（子ども）
13%

N=97 N=97 

1年未満
6% 2～5年未満

22%

5～10年未満
31%

10～20年未満
17%

20年以上
15%

無回答
9%

N=97 

２ 参加されたお子さんについて教えてください。 

<性別> 

男の子

37%
女の子

51%

双方

12%

N=82 
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<年齢> <日中主に過ごす場所> 

未就学児

35%
小学校1～3
年生

38%

小学校4～6年生
10%

中学生以上

1%

未就学児と小学校1～3年生
12%

小学校1～3年生と
4～6年生

4%

N=82 

【区民会議フォーラムについて】 

３ 「区民会議フォーラム」の開催をどちらでお知りになりましたか。（いくつでも） 

チラシ入手先 度数 相対度数
小学校 12 26.7%
保育園 4 8.9%
区役所 3 6.7%
アスレチックミュージック 3 6.7%
やまゆり 2 4.4%
図書館 2 4.4%
こ文 1 2.2%
ポスト 1 2.2%
会社 1 2.2%
自治会 1 2.2%
知人 1 2.2%
無回答 14 31.1%
総計 45 100.0%

その他
媒体 度数 相対度数

ガールスカウト 5 35.7%
アスレチックミュージック 3 21.4%
フェイスブック 2 14.3%
直接の声かけ 1 7.1%
ダンスの教室 1 7.1%
回覧板 1 7.1%
図書館にきて 1 7.1%
総計 14 100.0%

51.2%

29.3%

23.2%

8.5%

6.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校

自宅

保育園

幼稚園

その他

N=82 

46.4%

25.8%

14.4%

8.2%

6.2%

4.1%

3.1%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

チラシ

知人

その他

区民会議ニュース

タウン誌

ホームページ

かわさきアプリ

区民会議委員

N=97 
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５ どの催しがよかったですか？

27.0%

24.3%

23.0%

20.3%

17.6%

16.2%

14.9%

14.9%

6.8%

6.8%

5.4%

2.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

bless4ダンス

おもちゃを作って遊ぼう

親子でバルーンアート体験

小さなおひな様をつくろう！

AFIC 囲碁体験コーナー

あなたも始めてみませんか

タコ、タコ揚がれ、天まで揚がれ

どんぐりで作る楽しい自然小物づくり

リトミック

菜の花プロジェクトによる

地域内資源循環の紹介

リサイクルせっけんをペットボトルで作って

みよう！＜フレフレ！リサイクルせっけん＞

ゲームコーナー

その他感想

N=74

４ 「区民会議フォーラム」の感想をご記入ください。（チェックは１つ）

とても楽し

かった

41%楽しかった

47%

普通

8%

あまり楽しく

なかった

1%

楽しくなかった

0%
無回答

3%

N=97 

６ 「区民会議フォーラム」に参加して、 

活動に興味・関心を持つことができましたか。

とても興味・

関心をもった

23%

興味・関心

をもった

48%

普通

18%

あまり興味・

関心をもたな

かった

1%

興味・関心を

もたなかった

0%

無回答

10%

７ 「区民会議フォーラム」に参加して、 

団体の活動内容を知ることができましたか。

とてもよく

知ることが

できた

18%

知ることができた

49%普通

17%

あまり知ること

ができなかった

2%

知ることができなかった

1%
無回答

13%

N=97 N=97 
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１１ 今後に向けてのご意見（良かった点や悪かった点）、区民会議へのご意見・ご要望などを

ご記入ください。 

・区民が気軽に参加出来るこのようなイベントを定期的に開催して欲しい。 

・こういったイベントが頻繁に開催されているとより身近に感じられ、家族でも自宅からすぐに参加でき

るので、お出かけ先として楽しめるので助かる。 

・子ども向けのイベントで良かったと思う。活動団体への若い年齢層の参加・加入が目的の 1 つでしょう。 

・みなさん一生懸命に取り組んでいて、すばらしい。 

・ステージで活動発表・プレゼンをしている時、後ろのブースがざわざわしていて少しもったいないと思

った。工作等の費用がもう少し安いといい。 

・もっと広く知られるイベントになってほしい。告知が足りないように感じられた。 

・何にお金がかかるのかをチラシに書いておいてほしかった。また、スペースが狭かった。 

・区民会議フォーラムという名称を変えたらいいのではないか。もっとわかりやすくしてほしい。 

８ 「区民会議フォーラム」に参加して、 

活動を身近に感じることができましたか。

９ 「区民会議フォーラム」に参加して、 

活動を始めたいと思いましたか。

とても身近に感じる

ようになった

20%

身近に感じ

るように

なった

42%

普通

23%
あまり身近に

感じるように

ならなかった

2%

身近に感じるよう

にならなかった

0%

無回答

13%

すでに始めて

いる
10%

始めたい
11%

普通（今はわからない）
51%

始めたいと思

わなかった
10%

無回答
18%

N=97 N=97 

１０ どんなきっかけがあれば、地域活動に参加したいと思いますか。

54.4%

27.8%

26.6%

19.0%

5.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

イベント

知人の紹介

チラシやポスター

ホームページや

SNS

その他

N=79
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麻生区区民会議フォーラム 参加団体アンケート 

１ 区民会議フォーラムに参加しての感想を教えてください。 

 □とても良かった  □良かった  □普通  □悪かった  □とても悪かった 

選択した項目について、具体的なご意見をお書き下さい。 

２ 今回のフォーラム全体を見て、内容、日時、参加団体等で改善すべき点、お気づきの点な

どはありますか。 

３ 区民会議フォーラムに参加して、参加者とつながるきっかけとなるイベントになったと感

じますか。また、団体の活動内容を知ってもらうことができたと感じますか。 

□できた  □できなかった   

選択した項目について、具体的なご意見をお書き下さい。

４ 区民会議フォーラムに参加して、団体同士でつながることができたと感じますか。 

□できた  □できなかった 

 選択した項目について、具体的なご意見をお書き下さい。

５ その他、ご意見ご感想等をご自由にご記入ください。 

ご協力いただきありがとうございました。 

参加団体名             
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（参加団体アンケート集計結果・回答数１０団体／参加団体１０団体） 

１ 区民会議フォーラムに参加しての感想を教えてください。 

＜主な意見＞ 

・他の団体の方と交流できた。 

・麻生区で多くの活動をしている団体があることを知ることができて良かった。 

・予想以上に参加者が多く、団体の活動を大きく PR できた。 

・親子の参加が多かった。パフォーマンスが盛り上がりを加えてくれて良かった。 

・開会挨拶は難しい話が多く、テーマに特化して話をしたほうがわかりやすいのではないか。 

・参加団体の活動紹介が１団体５分では何もできないので、工夫が必要。対象が大人向けか・子ども向け

か対応が難しかった。 

・市民活動団体を知ってもらうことは、今後の麻生区の活性化のためにも、大切だと思う。 

・親しみやすい雰囲気でしたが、全体の流れがもっとわかりやすいと良い。 

２ 今回のフォーラム全体を見て、内容、日時、参加団体等で改善すべき点、お気づきの点などはあ

りますか。 

＜主な意見＞ 

・子どもが午後は眠くなるので、午前中の開催の方が良い。 

・今の季節、天候が気になった。会場は市民館の方が来場者は多くなると思う。 

・ステージのマイクの音が後ろまで届かなくて、残念だった。 

・子ども達が興味を持てるようなブースが多く、楽しむことができたと思う。パフォーマンスも、フォー

ラムを盛り立て、元気の出る音楽とダンスもとても良かった。 

・区役所の入口に本日は休みですと書かれていたので、4F まで来てもらうのに入口にもっと興味を引くよ

うな工夫（大きな看板を設置する等）が必要だと思った。 

・あまり広報ができていなかったように思う。 

・パフォーマンス自体は悪くないが、参加団体の内容とにぎやかな行事では、会場が同じだと違和感があ

った。 

・スペースが足りなかったので、４階全体を使うくらいで開催すべきだと思う。また、時間も足りなかっ

たので、初めの挨拶を開始前に行うべきだった。 

・ターゲットが親子なのにイベント名が硬い。区役所ロビーなどを使った方が参加しやすい雰囲気になる

と思う。 

とても良かった ２ 良かった ５ 普通 ２ 

悪かった １ とても悪かった ０   
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３ 区民会議フォーラムに参加して、参加者とつながるきっかけとなるイベントになったと感じます

か。また、団体の活動内容を知ってもらうことができたと感じますか。

＜主な意見＞ 

・団体の活動を周知できた。 

・参加者に知ってもらう良い機会になった。 

・楽しさを理解してもらうことができた。 

４ 区民会議フォーラムに参加して、団体同士でつながることができたと感じますか。

＜主な意見＞ 

・他団体のイベントに参加して交流することができた。 

・始まる前に他団体と話ができる機会があり、色々話を聞くことができた。 

・他ブースをあまり見に行くことができなかった。 

・あまり接点が取れなかった。 

・イベント前に団体間で交流する場があると良かった。 

５ その他、ご意見ご感想等をご自由にご記入ください。 

・若い世代や子どもと直接触れ合え、有意義であった。 

・ある範囲に上限を決めて、実費の負担があるとありがたい。 

・第１回目なので課題はたくさんあると思うが、改善し継続して開催をしてもらいたい。 

・開催規模を大きくし、参加する市民団体ももっと増やすべき。区民の方がただ見るだけではなく、共に

参加しているという意識をもっていただけるような内容にしたほうが良い。そのためには予算の獲得が

必要になると思う。色々な考えや反省点を明確にするため、アンケートは当日終了後でなく、後日提出

する形がよい。 

できた ９ できなかった １ 

できた ５ できなかった ５ 
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「
麻

生
区

が
大

好

き
！
」
と
自
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す
る
人

を
お

お
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に

し
て
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し
ょ
う
！
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の
「
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い
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が
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い
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の
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を
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る
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、
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に
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発
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麻
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魅
力
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と
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“
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と
農

”
、“

芸
術

の
ま
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、
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活
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を
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に
発
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こ

と
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の
さ

ら
な

る
向

上
」

→
「

区
民

に
よ

る
区

外
へ

の
推

奨
」

→
「

区
外

で
の

認
知

度
や

イ
メ

ー
ジ

の
向

上
の

サ
イ

ク
ル

の
仕

組
み

を
検

討
す

る
。

 

～
区
民
会
議

に
寄

せ
ら
れ

た
ご
意

見
に

つ
い

て
～

 

 
市
民
活
動

・
絆

づ
く
り
部

会
 

■
次

回
の

区
民

会
議

全
体

会
は

、
７

月
１

８
日

(火
)１

５

時
か

ら
区

役
所

４
階

第
１

会
議

室
で

開
催

し
ま

す
。

 

区
民

会
議

は
ど

な
た

で
も

傍
聴

可
能

で
す

。
ご

興
味

の

あ
る

方
は

、
ぜ

ひ
、

お
越

し
く

だ
さ

い
。

■
区

民
会

議
に

対
す

る
ご

意
見

・
ご

要
望

な
ど

お
寄

せ

く
だ

さ
い

。
今

後
の

議
論

の
参

考
に

 

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

≪
区

民
の

皆
様

か
ら

い
た

だ
い

た
ご

意
見

≫
 

麻
生

区
民

が
今

、
解

決
を

求
め

る
課

題
を

調
査

し
、

そ
の

解
決

の
方

向
性

を
提

言
す

る
の

が
区

民
会

議
だ

と
思

う
が

、
両

部
会

の
取

組
内

容
が

分
か

り
づ

ら
い

。

区
民
会

議
情

報

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
 

〒
2

1
5

-
8

5
7

0
 

川
崎

市
麻

生
区

万
福

寺
1

-
5

-1
 

麻
生

区
役

所
企

画
課
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≪
区

民
会

議
か

ら
の

回
答

≫
 

当
区

民
会

議
に

貴
重

な
ご

意
見

を
お

寄
せ

い
た

だ
き

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

審
議

テ
ー

マ
が

決
定

し
、

現
在

、
各

専
門

部
会

で
具

体
的

な
審

議
を

行
っ

て
い

ま
す

。
今

後
の

区
民

会
議

に
ご

期
待

く
だ

さ
い

！

～
区
民
会

議
に

寄
せ

ら
れ

た
ご
意

見
に
つ

い
て

～
 

区
民
の

皆
様

が

“
仲

間
づ

く
り
”
“
絆
づ

く
り
”
“
地
域
づ
く
り
”
 

の
第
一
歩
を
踏
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な

取
組
を
 

検
討
し

ま
す

。
 

鈴
木

隆
広

 
部

会
長

 

よ
り

多
く

の
麻

生
区

民
が

、
地

域
活

動
に

参
加

す
る

た
め

の
方

法
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
区

民
が

地
域

の
担

い
手

の
一

員
で

あ
る

意
識

を
持

っ
て

も
ら

う
よ

う
に

す
る

た
め

、
「

活
動

に
よ

る
仲

間
づ

く
り

・
絆

づ

く
り

・
地

域
づ

く
り

」
を

テ
ー

マ
に

審
議

を
進

め
て

い
ま

す
。

 

1
.

担
い

手
づ

く
り

の
サ

イ
ク

ル
 

地
域

活
動

に
参

加
し

て
、

仲
間

が
で

き
、

絆
が

生
ま

れ
、

地
域

が
活

性
化

し
、

そ
の

よ
う

な
活

動
に

よ
っ

て
健

康
寿

命
を

長
く

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
サ

イ
ク

ル
を

麻
生

区
で

ど
の

よ
う

に
具

体
化

す
る

か

を
検

討
し

て
い

ま
す

。
 

2
.

具
体

的
な

審
議

内
容

 

ま
ず

は
、

普
段

活
動

へ
参

加
し

て
い

な
い

人
に

地
域

活
動

に
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

た
め

（
担

い
手

づ

く
り

の
サ

イ
ク

ル
に

乗
っ

て
も

ら
う

こ
と

）
の

「
動

機
」

や
「

き
っ

か
け

」
を

ど
う

作
る

か
を

検
討

し
て

い
ま

す
。

 

＜
担

い
手
づ
く

り
の
サ
イ

ク
ル

の
イ
メ

ー
ジ
＞
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区
民

会
議

で
は

、
二

つ
の

部
会

を
設

置
し

て
、

具
体

的
な

提
言

に
向

け
て

調
査

審
議

を
進

め
て

い
ま

す
。
「

麻

生
区

の
魅

力
の

発
掘

・
発

信
検

討
部

会
」

で
は

「
あ

さ
お

子
育

て
フ

ェ
ス

タ
」

で
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
、

こ

れ
ま

で
検

討
を

進
め

て
き

た
内

容
が

実
情

に
合

っ
て

い
る

か
を

検
証

し
ま

し
た

。「
市

民
活

動
・

絆
づ

く
り

部
会

」

で
は

区
民

会
議

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
ま

す
。

麻
生

区
区

民
会

議
ニ

ュ
ー

ス
 

第
６

期
V

o
l.３

 
発

行
／

麻
生

区
区

民
会

議
 

 
編

集
／

企
画

部
会

 
  

事
務

局
／

麻
生

区
役

所
ま

ち
づ

く
り

推
進

部
企

画
課
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暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
に

む
け

て
、

審
議

を
深

め
ま

す
！

 

平
成

2
９

年
１

１
月

１
６

日
発

行

あ
さ

お
子

育
て

フ
ェ

ス
タ

で
 

 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
ま

し
た

。
当

部
会

で
は

、
「

ふ
る

さ
と

麻
生

づ
く

り
～

愛
着

と
誇

り
の

醸
成

」
を

テ
ー

マ
に

、
子

ど
も

を
含

め
た

若
い

世
代

が
、

麻
生

区
に

ふ
る

さ
と

と
し

て
の

魅
力

を
発

見
し

、
住

み
続

け
た

い
と

思
う

こ
と

で
、

活
気

あ
る

ま
ち

づ
く

り
に

つ
な

げ
る

こ
と

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。
 

9
月

1
6

日
に

開
催

さ
れ

た
第

4
回

あ
さ

お
子

育
て

フ
ェ

ス
タ

に
お

い
て

、

参
加

さ
れ

た
子

育
て

世
代

の
方

々
に

ご
協

力
を

い
た

だ
き

、
麻

生
区

の
魅

力
や

そ
の

発
信

に
関

す
る

ご
意

見
を

伺
う

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

を
行

い
ま

し
た

。
 

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
か

ら
、

次
の

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

 

＜
ア

ン
ケ

ー
ト

人
数

1
5

1
人

＞
 

○
 

麻
生

区
内

で
開

催
さ

れ
て

い
る

自
然

や
農

、
芸

術
に

関
す

る
個

々
の

イ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

は
、

あ
ま

り
知

ら
れ

て
い

な
い

よ
う

で
す

が
、

麻
生

区
の

魅
力

の
大

き
な

柱
と

し
て

、「
自

然
と

農
」
、「

芸
術

の
ま

ち
」、

そ
し

て
魅

力
の

発
信

の
担

い
手

と
し

て
の

「
市

民
参

加
が

盛
ん

」
に

つ
い

て
は

、
認

知
は

高
い

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

 

○
 

そ
の

他
の

魅
力

と
し

て
「

子
育

て
や

教
育

環
境

」、
「

街
並

み
・

ま
ち

の
活

気
」
、
「

治
安

が
よ

い
」

と
の

ご
意

見
が

多
数

あ
り

ま
し

た
。

 

○
 

情
報

を
受

け
取

り
や

す
い

発
信

方
法

に
つ

い
て

は
、「

市
政

だ
よ

り
、

市
民

館
・

図
書

館
な

ど
の

公
共

機
関

の
チ

ラ
シ

」、

「
地

域
情

報
誌

、
新

聞
の

地
域

面
」
、「

幼
稚

園
、

保
育

園
、

学
校

等
で

の
配

布
情

報
」

が
挙

げ
ら

れ
ま

し
た

。
 

○
 

情
報

を
受

け
取

り
や

す
い

場
所

に
つ

い
て

は
、「

区
役

所
、

市
民

館
・

図
書

館
、

こ
ど

も
文

化
セ

ン
タ

ー
」、

「
幼

稚
園

、

保
育

園
、

学
校

」
が

挙
げ

ら
れ

、
情

報
の

信
頼

度
に

も
考

慮
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
 

 
今

後
は

麻
生

区
の

魅
力

の
具

体
的

な
発

信
方

法
と

、
発

信
の

主
体

づ
く

り
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
提

言
に

つ
な

げ
て

い

き
ま

す
。

 

★
麻
生
区

の
魅
力

の
発
掘

・
発
信
検

討
部

会
の
取
組

み
状
況
★

 

多
く

の
方

々
に

区
民

会
議

ブ
ー

ス
に

お
立

ち
寄

り
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

熱
心

に
ご

回
答

い
た

だ
き

ま
し

た
。

 

地
域

活
動

を
知

り
、

つ
な

が
る

た
め

の
 

区
民

会
議

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

に
向

け
て

 

 
調

査
・

審
議

を
進

め
て

い
ま

す
。

当
部

会
で

は
、「

活
動

参
加

に
よ

る
仲

間
づ

く
り

・
絆

づ
く

り
・

地
域

づ
く

り
」

 

を
テ

ー
マ

に
、

麻
生

区
内

で
ま

だ
地

域
活

動
に

参
加

し
て

い
な

い
方

に
参

加
し

て
 

い
た

だ
く

こ
と

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
 

今
回

、
部

会
で

審
議

を
重

ね
た

結
果

、
地

域
活

動
に

興
味

・
関

心
を

持
っ

て
い

 

た
だ

く
た

め
に

は
、

地
域

活
動

を
知

る
機

会
又

は
体

験
す

る
機

会
が

必
要

で
あ

る
 

と
考

え
、『

区
民

会
議

フ
ォ

ー
ラ

ム
』

で
地

域
活

動
を

知
り

、
つ

な
が

る
た

め
の

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

て
い

ま
す

。
特

に
幅

広
い

世
代

の
方

々
に

参
加

い
た

だ
き

た
い

と
い

う
思

い
か

ら
、

子
育

て
世

代
に

も
参

加
し

や
す

い
内

容
に

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
皆

様
の

ご
参

加
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。
 

＜
区

民
会

議
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
つ

い
て

＞
 

１
 

趣
旨

：
麻

生
区

内
の

地
域

活
動

を
知

っ
て

い
た

だ
き

、
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

し
た

人
に

身
近

に
感

じ
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
り

、

地
域

活
動

に
関

心
を

持
ち

、
目

を
向

け
て

い
た

だ
く

こ
と

で
、

地
域

と
つ

な
が

る
き

っ
か

け
と

な
る

よ
う

な
イ

ベ

ン
ト

と
し

ま
す

。
 

○
子

育
て

し
な

が
ら

の
活

動
の

楽
し

さ
、

団
体

が
活

動
す

る
た

め
工

夫
し

て
い

る
点

等
を

知
る

機
会

と
す

る
。

 

○
子

育
て

世
代

が
参

加
し

や
す

い
仕

掛
け

を
行

い
、

地
域

活
動

に
興

味
・

関
心

を
持

っ
て

い
た

だ
く

。
 

２
 

テ
ー

マ
：
「

麻
生

区
の

地
域

活
動

を
知

ろ
う

・
つ

な
が

ろ
う

・
楽

し
も

う
」

 

３
 

日
時

：
平

成
３

０
年

２
月

３
日

（
土

）
 １

３
時

～
１

６
時

、
場

所
：

麻
生

区
役

所
会

議
室

（
予

定
）

 

４
 

プ
ロ

グ
ラ

ム
：

区
内

の
市

民
活

動
団

体
に

よ
る

体
験

ブ
ー

ス
、

ス
テ

ー
ジ

で
の

活
動

発
表

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
情

報
提

供
コ

ー
ナ

ー
な

ど
 

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
〒
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部
会

で
の

調
査

・
審

議
の

様
子

 

～
区
民
会

議
に

寄
せ
ら

れ
た

ご
意

見
に
つ

い
て

～
 

 
市
民
活
動

・
絆

づ
く

り
部
会
の

取
組
み
状

況
 

≪
区

民
の

皆
様

か
ら

い
た

だ
い

た
ご

意
見

≫
 

●
市

民
活

動
を

通
じ

て
区

の
魅

力
を

広
め

る
こ

と
が

重
要

な
の

で
、

区
民

会
議

メ
ン

バ
ー

が
中

心
と

な
り

、
具

体
的

に
進

め
て

ほ
し

い
。

 

●
市

民
活

動
・

絆
づ

く
り

部
会

で
審

議
さ

れ
て

い
る

イ
ベ

ン
ト

は
、

老
人

い
こ

い
の

家
や

自
治

会
館

、
町

内
会

館
な

ど
地

域
の

施
設

を
利

用
し

て
開

催
す

る
と

良
い

の
で

は
な

い
か

。
 

●
病

院
・

飲
食

店
・

駅
頭

等
、

多
種

多
様

な
場

所
に

案
内

ポ
ス

タ
ー

や
チ

ラ
シ

を
置

い
て

、
地

域
活

動
へ

の
参

加
を

呼
び

か
け

る
と

良
い

の
で

は
な

い
か

。

当
区

民
会

議
に

貴
重

な
ご

意
見

、
ご

提
案

等
を

お
寄

せ
い

た
だ

き
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
各

委
員

は
、

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

や
ご

提
案

等
を

共
有

し
、

審
議

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

最
近

の
ご

意
見

等

の
要

旨
を

紹
介

し
ま

す
。

～
区
民
会
議

に
寄

せ
ら

れ
た

ご
意
見

に
つ

い
て

～
 

■
区

民
会

議
に

対
す

る
ご

意
見

・
ご

要
望

な
ど

お
寄

せ
く

だ
さ

い
。

今
後

の
議

論
の

参
考

に
さ

せ
て

 

い
た

だ
き

ま
す

。
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区
民

会
議

で
は

、
二

つ
の

部
会

を
設

置
し

て
、

具
体

的
な

提
言

に
向

け
て

調
査

審
議

を
進

め
て

い
ま

す
。
「

麻

生
区

の
魅

力
の

発
掘

・
発

信
検

討
部

会
」

で
は

「
あ

さ
お

子
育

て
フ

ェ
ス

タ
」

で
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
、

こ

れ
ま

で
検

討
を

進
め

て
き

た
内

容
が

実
情

に
合

っ
て

い
る

か
を

検
証

し
ま

し
た

。「
市

民
活

動
・

絆
づ

く
り

部
会

」

で
は

区
民

会
議

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
ま

す
。

麻
生

区
区

民
会

議
ニ

ュ
ー

ス
 

第
６

期
V

o
l.３

 
発

行
／

麻
生

区
区

民
会

議
 

 
編

集
／

企
画

部
会

 
  

事
務

局
／

麻
生

区
役

所
ま

ち
づ

く
り

推
進

部
企

画
課

 
 

電
話

：
9

6
5

-
5

1
1

2
 
 
F

A
X

：
9

6
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-
5

2
0

0
 

E
メ

ー
ル

：
7

3
k
ik

a
k
u
@

c
it
y
.k

a
w

a
s
a
k
i.j
p
 

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
に

む
け

て
、

審
議

を
深

め
ま

す
！

 

平
成

2
９

年
１

１
月

１
６

日
発

行

あ
さ

お
子

育
て

フ
ェ

ス
タ

で
 

 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
ま

し
た

。
当

部
会

で
は

、
「

ふ
る

さ
と

麻
生

づ
く

り
～

愛
着

と
誇

り
の

醸
成

」
を

テ
ー

マ
に

、
子

ど
も

を
含

め
た

若
い

世
代

が
、

麻
生

区
に

ふ
る

さ
と

と
し

て
の

魅
力

を
発

見
し

、
住

み
続

け
た

い
と

思
う

こ
と

で
、

活
気

あ
る

ま
ち

づ
く

り
に

つ
な

げ
る

こ
と

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。
 

9
月

1
6

日
に

開
催

さ
れ

た
第

4
回

あ
さ

お
子

育
て

フ
ェ

ス
タ

に
お

い
て

、

参
加

さ
れ

た
子

育
て

世
代

の
方

々
に

ご
協

力
を

い
た

だ
き

、
麻

生
区

の
魅

力
や

そ
の

発
信

に
関

す
る

ご
意

見
を

伺
う

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

を
行

い
ま

し
た

。
 

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
か

ら
、

次
の

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

 

＜
ア

ン
ケ

ー
ト

人
数

1
5

1
人

＞
 

○
 

麻
生

区
内

で
開

催
さ

れ
て

い
る

自
然

や
農

、
芸

術
に

関
す

る
個

々
の

イ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

は
、

あ
ま

り
知

ら
れ

て
い

な
い

よ
う

で
す

が
、

麻
生

区
の

魅
力

の
大

き
な

柱
と

し
て

、「
自

然
と

農
」
、「

芸
術

の
ま

ち
」、

そ
し

て
魅

力
の

発
信

の
担

い
手

と
し

て
の

「
市

民
参

加
が

盛
ん

」
に

つ
い

て
は

、
認

知
は

高
い

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

 

○
 

そ
の

他
の

魅
力

と
し

て
「

子
育

て
や

教
育

環
境

」、
「

街
並

み
・

ま
ち

の
活

気
」
、
「

治
安

が
よ

い
」

と
の

ご
意

見
が

多
数

あ
り

ま
し

た
。

 

○
 

情
報

を
受

け
取

り
や

す
い

発
信

方
法

に
つ

い
て

は
、「

市
政

だ
よ

り
、

市
民

館
・

図
書

館
な

ど
の

公
共

機
関

の
チ

ラ
シ

」、

「
地

域
情

報
誌

、
新

聞
の

地
域

面
」
、「

幼
稚

園
、

保
育

園
、

学
校

等
で

の
配

布
情

報
」

が
挙

げ
ら

れ
ま

し
た

。
 

○
 

情
報

を
受

け
取

り
や

す
い

場
所

に
つ

い
て

は
、「

区
役

所
、

市
民

館
・

図
書

館
、

こ
ど

も
文

化
セ

ン
タ

ー
」、

「
幼

稚
園

、

保
育

園
、

学
校

」
が

挙
げ

ら
れ

、
情

報
の

信
頼

度
に

も
考

慮
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
 

 
今

後
は

麻
生

区
の

魅
力

の
具

体
的

な
発

信
方

法
と

、
発

信
の

主
体

づ
く

り
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
提

言
に

つ
な

げ
て

い

き
ま

す
。

 

★
麻
生
区

の
魅
力

の
発
掘

・
発
信
検

討
部

会
の
取
組

み
状
況
★

 

多
く

の
方

々
に

区
民

会
議

ブ
ー

ス
に

お
立

ち
寄

り
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

熱
心

に
ご

回
答

い
た

だ
き

ま
し

た
。

 

地
域

活
動

を
知

り
、

つ
な

が
る

た
め

の
 

区
民

会
議

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

に
向

け
て

 

 
調

査
・

審
議

を
進

め
て

い
ま

す
。

当
部

会
で

は
、「

活
動

参
加

に
よ

る
仲

間
づ

く
り

・
絆

づ
く

り
・

地
域

づ
く

り
」

 

を
テ

ー
マ

に
、

麻
生

区
内

で
ま

だ
地

域
活

動
に

参
加

し
て

い
な

い
方

に
参

加
し

て
 

い
た

だ
く

こ
と

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
 

今
回

、
部

会
で

審
議

を
重

ね
た

結
果

、
地

域
活

動
に

興
味

・
関

心
を

持
っ

て
い

 

た
だ

く
た

め
に

は
、

地
域

活
動

を
知

る
機

会
又

は
体

験
す

る
機

会
が

必
要

で
あ

る
 

と
考

え
、『

区
民

会
議

フ
ォ

ー
ラ

ム
』

で
地

域
活

動
を

知
り

、
つ

な
が

る
た

め
の

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

て
い

ま
す

。
特

に
幅

広
い

世
代

の
方

々
に

参
加

い
た

だ
き

た
い

と
い

う
思

い
か

ら
、

子
育

て
世

代
に

も
参

加
し

や
す

い
内

容
に

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
皆

様
の

ご
参

加
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。
 

＜
区

民
会

議
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
つ

い
て

＞
 

１
 

趣
旨

：
麻

生
区

内
の

地
域

活
動

を
知

っ
て

い
た

だ
き

、
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

し
た

人
に

身
近

に
感

じ
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
り

、

地
域

活
動

に
関

心
を

持
ち

、
目

を
向

け
て

い
た

だ
く

こ
と

で
、

地
域

と
つ

な
が

る
き

っ
か

け
と

な
る

よ
う

な
イ

ベ

ン
ト

と
し

ま
す

。
 

○
子

育
て

し
な

が
ら

の
活

動
の

楽
し

さ
、

団
体

が
活

動
す

る
た

め
工

夫
し

て
い

る
点

等
を

知
る

機
会

と
す

る
。

 

○
子

育
て

世
代

が
参

加
し

や
す

い
仕

掛
け

を
行

い
、

地
域

活
動

に
興

味
・

関
心

を
持

っ
て

い
た

だ
く

。
 

２
 

テ
ー

マ
：
「

麻
生

区
の

地
域

活
動

を
知

ろ
う

・
つ

な
が

ろ
う

・
楽

し
も

う
」

 

３
 

日
時

：
平

成
３

０
年

２
月

３
日

（
土

）
 １

３
時

～
１

６
時

、
場

所
：

麻
生

区
役

所
会

議
室

（
予

定
）

 

４
 

プ
ロ

グ
ラ

ム
：

区
内

の
市

民
活

動
団

体
に

よ
る

体
験

ブ
ー

ス
、

ス
テ

ー
ジ

で
の

活
動

発
表

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
情

報
提

供
コ

ー
ナ

ー
な

ど
 

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
〒

2
1

5
-8

5
7

0
 

川
崎

市
麻

生
区

万
福

寺
1

-
5

-
1

 
麻

生
区

役
所

企
画

課
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部
会

で
の

調
査

・
審

議
の

様
子

 

～
区
民
会

議
に

寄
せ
ら

れ
た

ご
意

見
に
つ

い
て

～
 

 
市
民
活
動

・
絆

づ
く

り
部
会
の

取
組
み
状

況
 

≪
区

民
の

皆
様

か
ら

い
た

だ
い

た
ご

意
見

≫
 

●
市

民
活

動
を

通
じ

て
区

の
魅

力
を

広
め

る
こ

と
が

重
要

な
の

で
、

区
民

会
議

メ
ン

バ
ー

が
中

心
と

な
り

、
具

体
的

に
進

め
て

ほ
し

い
。

 

●
市

民
活

動
・

絆
づ

く
り

部
会

で
審

議
さ

れ
て

い
る

イ
ベ

ン
ト

は
、

老
人

い
こ

い
の

家
や

自
治

会
館

、
町

内
会

館
な

ど
地

域
の

施
設

を
利

用
し

て
開

催
す

る
と

良
い

の
で

は
な

い
か

。
 

●
病

院
・

飲
食

店
・

駅
頭

等
、

多
種

多
様

な
場

所
に

案
内

ポ
ス

タ
ー

や
チ

ラ
シ

を
置

い
て

、
地

域
活

動
へ

の
参

加
を

呼
び

か
け

る
と

良
い

の
で

は
な

い
か

。

当
区

民
会

議
に

貴
重

な
ご

意
見

、
ご

提
案

等
を

お
寄

せ
い

た
だ

き
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
各

委
員

は
、

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

や
ご

提
案

等
を

共
有

し
、

審
議

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

最
近

の
ご

意
見

等

の
要

旨
を

紹
介

し
ま

す
。

～
区
民
会
議

に
寄

せ
ら

れ
た

ご
意
見

に
つ

い
て

～
 

■
区

民
会

議
に

対
す

る
ご

意
見

・
ご

要
望

な
ど

お
寄

せ
く

だ
さ

い
。

今
後

の
議

論
の

参
考

に
さ

せ
て

 

い
た

だ
き

ま
す

。
 

72 第6期麻生区区民会議報告書



～麻生区の地域活動を知ろう・つながろう・楽しもう～

親 子 で 体 感 

主催／麻生区区民会議
※イベント内容や参加団体は変更する場合があります。    

区ホームページに最新情報を随時掲載します。 

参加団体 

ふらっと新百合ヶ丘／おもちゃと遊びの会／あさお和凧の会／ 

おやじ考／グループ「せっけんの家」／ガールスカウト／ 

かわさきかえるプロジェクト／あさお運動普及推進員の会／

平成 30 年２月３日（土）13：00～16：00 

麻生区区民会議フォーラム 

麻生区区民会議ニュース 

第６期 Vol.４ 
発行／麻生区区民会議  編集／企画部会   

事務局／麻生区役所まちづくり推進部企画課  

電話：965-5112  FAX：965-5200 E メール：73kikaku@city.kawasaki.jp 

平成 2９年１２月２２日発行

イベントの内容 

●ステージ 
・大人も子どもも楽しむリトミック 

・団体の活動紹介やプレゼンテーション 

●各ブース
・おもちゃづくり、クラフト作り 

・バルーンアート体験、ゲームコーナー 

●情報提供コーナー  
・身近な地域の団体や施設の情報 

など 

「かきまるくん」から 
シールがもらえるよ!

麻生区役所４階会議室 
麻生区内に、様々な市民活動団体があることをご存知ですか？ 
市民活動団体を知らない、どんな活動があるかわからない、など 
そんな方へ向けて、活動に触れるきっかけとなるようなフォーラムを開催します。 
今回は、お子さんと一緒に楽しめるプログラムで皆様をお待ちしています。 

し て み ま せ ん か。 

親子で楽しめる
おもちゃづくり、 
バルーンアート 
があるよ！ 
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・おもちゃづくり、クラフト作り 

・バルーンアート体験、ゲームコーナー 

●情報提供コーナー  
・身近な地域の団体や施設の情報 

など 

「かきまるくん」から 
シールがもらえるよ!

麻生区役所４階会議室 
麻生区内に、様々な市民活動団体があることをご存知ですか？ 
市民活動団体を知らない、どんな活動があるかわからない、など 
そんな方へ向けて、活動に触れるきっかけとなるようなフォーラムを開催します。 
今回は、お子さんと一緒に楽しめるプログラムで皆様をお待ちしています。 
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おもちゃづくり、 
バルーンアート 
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平
成

２
８

年
７

月
に

ス
タ

ー
ト

し
た

第
６

期
麻

生
区

区
民

会
議

は
、

平
成

３
０

年
５

月
１

５
日

（
火

）

に
最

後
と

な
る

全
体

会
議

（
第

７
回

）
を

開
催

し
ま

し
た

。

こ
れ

ま
で

の
調

査
審

議
の

経
過

や
取

組
、

提
言

な
ど

を
内

容
と

す
る

第
６

期
麻

生
区

区
民

会
議

報
告

書

「
心

が
か

よ
う

魅
力

あ
る

ま
ち

 あ
さ

お
」

を
全

体
会

議
に

お
い

て
取

り
ま

と
め

ま
し

た
。

会
議

終
了

後
、

植
木

委
員

長
か

ら
多

田
麻

生
区

長
に

報
告

書
を

提
出

し
ま

し
た

。

第
６

期
麻

生
区

区
民

会
議

で
は

、
第

１
期

か
ら

第
５

期
ま

で
の

課
題

等
を

整
理

し
た

上
で

、
抽

出
さ

れ
 

た
麻

生
区

内
の

地
域

課
題

を
も

と
に

、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（

ワ
ー

ル
ド

・
カ

フ

ェ
方

式
）

を
行

い
、

区
民

に
と

っ
て

関

心
が

高
く

、
特

に
対

策
が

必
要

な
テ

ー

マ
で

あ
る

「
麻

生
区

の
魅

力
の

発
掘

・

発
信

」
と

「
市

民
活

動
・

絆
づ

く
り

」

の
２

つ
の

専
門

部
会

に
分

か
れ

、
審

議

を
重

ね
て

き
ま

し
た

。

 
今

号
で

は
、

２
年

間
の

調
査

・
審

議

結
果

を
も

と
に

そ
れ

ぞ
れ

の
部

会
か

ら
生

ま
れ

た
提

言
の

概
要

等
に

つ
い

て
皆

様
に

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 
報

告
書

は
７

月
以

降
、

麻
生

区
役

所
企

画
課

窓
口

で
配

布
す

る
他

、

区
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

も
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

麻
生
区
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民
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生

区
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平
成

３
０

年
６

月
１

３
日

発
行

▲
植

木
委

員
長

か
ら

多
田
区

長
に

報
告

書
を

提
出

 

検
索

▲
第

６
期

区
民

会
議

委
員

 

▲
提

出
さ

れ
た

報
告

書
 

Ⅰ
 子

育
て

世
代

に
向

け
た

情
報

発
信

の
強

化

提
言

１
 

子
育

て
世

代
に

向
け

た
情

報
発

信
を

強
化

す
る

こ
と

を
提

案
し

ま
す

。

提
言

３
 

冊
子

の
作

成
に

あ
た

り
、

編
集

委
員

会
の

立
ち

上
げ

を
提

案
し

ま
す

。

○
麻

生
区

の
魅

力
発

信
に

あ
た

っ
て

は
、

市
民

と
行

政
と

の
協

働
で

実
施

す
る

こ
と

が
有

効
と

考
え

ま
す

。

○
冊

子
の

編
集

に
あ

た
っ

て
は

、
区

民
会

議
委

員
の

有
志

や
、

関
心

が
あ

る
区

民
等

を
募

っ
て

準
備

会
を

組
織

し
、

編
集

委
員

会
を

立
ち

上
げ

る
こ

と
を

提
案

し
ま

す
。

１
「

麻
生

区
の

魅
力

発
掘

・
発

信
検

討
部

会
」

か
ら

の
提

言

Ⅱ
 
魅

力
を

つ
な

ぎ
合

わ
せ

て
発

信
す

る
媒

体
の

作
成

提
言

２
 

魅
力

を
つ

な
ぎ

合
わ

せ
て

発
信

す
る

た
め

の
冊

子
の

作
成

を
提

案
し

ま
す

。

 
麻

生
区

の
魅

力
発

掘
・

発
信

検
討

部
会

で
は

、
今

後
の

超
少

子
高

齢
社

会
を

見
据

え
、

子
ど

も
を

含
め

た
若

い
世

代
が

麻
生

区
に

愛
着

を
持

ち
、

こ
れ

か
ら

も
麻

生
区

に
住

み
続

け
た

い
と

思
っ

て
も

ら
う

た
め

に
、「

麻
生

区
に

住
む

子
育

て
世

代
を

対
象

」
と

し
、

区
の

魅
力

を
伝

え
る

こ
と

に
つ

い
て

、
検

討
し

て
ま

い
り

ま
し

た
。

具
体

的
に

は
、「

自
然

と
農

」、

「
芸

術
・

文
化

の
ま

ち
」、

「
市

民
活

動
が

盛
ん

」
と

い
う

麻
生

区
の

魅
力

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
に

発
信

す
れ

ば
、

広
く

知
っ

て
も

ら
い

、
関

心
を

持
っ

て
も

ら
え

る
か

調
査

審
議

を
行

い
ま

し
た

。

 
そ

の
結

果
、

魅
力

を
発

信
し

て
い

く
た

め
に

、「
子

育
て

世
代

に
向

け
た

情
報

発
信

の
強

化
」

と
、

そ
の

た
め

の
「

魅
力

を
伝

え
る

た
め

の
情

報
発

信
媒

体
」

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ま

し
た

。
今

後
、

麻
生

区
の

魅
力

発
信

を
進

め
て

い
く

た
め

、

こ
れ

ら
二

つ
の

方
向

性
か

ら
、

三
つ

の
提

言
を

取
り

ま
と

め
ま

し
た

。

○
子

育
て

世
代

に
、

こ
の

ま
ち

に
愛

着
を

持
ち

、
住

み
続

け
た

い
と

思
っ

て
も

ら
う

た
め

に
、「

麻
生

区
の

魅
力

」
の

情
報

発
信

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

と
考

え
ま

す
。

そ
の

た
め

に
は

、
単

純
な

情
報

発
信

だ
け

で
は

な
く

、
既

存
の

冊

子
や

チ
ラ

シ
、

各
種

団
体

等
の

魅
力

発
信

活
動

な
ど

と
結

び
つ

け
、

魅
力

を
知

っ
て

も
ら

う
た

め
の

き
っ

か
け

を
つ

く

る
こ

と
を

目
標

と
し

た
情

報
発

信
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。

○
こ

の
た

め
に

、
麻

生
区

の
魅

力
を

横
断

的
に

つ
な

げ
て

、
継

続
し

て
発

信
す

る
組

織
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。

○
麻

生
区

の
魅

力
は

「
自

然
・

農
」「

芸
術

・
文

化
の

ま
ち

」「
市

民
活

動
が

盛
ん

」
で

あ
る

こ
と

と
考

え
ま

す
が

、
こ

れ
ら

を
別

々
に

発
信

す
る

と
麻

生
区

全
体

の
魅

力
が

伝
わ

り
に

く
い

と
思

わ
れ

る
た

め
、

麻
生

区
の

魅
力

を
つ

な
ぎ

合
わ

せ

て
発

信
す

る
媒

体
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

○
子

育
て

世
代

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

を
し

た
と

こ
ろ

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

を
使

用
し

た
情

報
発

信
が

望
ま

し
い

と
い

う
人

も
い

ま
し

た
が

、
現

時
点

で
は

、
紙

媒
体

で
の

情
報

発
信

を
望

む
声

の
方

が
多

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

魅
力

を

繋
ぎ

合
わ

せ
て

発
信

す
る

媒
体

の
一

つ
と

し
て

、
魅

力
を

発
信

す
る

た
め

の
冊

子
の

作
成

を
提

案
し

ま
す

。

魅
力

の

発
信

 

冊
子

 

⇒
魅

力
を

知
る

た
め

の
「

き
っ

か
け

」

情
報

を
集

約
し

て
麻

生
区

の

魅
力

を
紹

介
し

、
既

存
の

冊

子
な

ど
に

つ
な

げ
て

い
く

。

「
自

然
・

農
」

関
係

「
芸

術
・

文
化

」
関

係
「

市
民

活
動

」
関

係
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平
成

２
８

年
７

月
に

ス
タ

ー
ト

し
た

第
６

期
麻

生
区

区
民

会
議

は
、

平
成

３
０

年
５

月
１

５
日

（
火

）

に
最

後
と

な
る

全
体

会
議

（
第

７
回

）
を

開
催

し
ま

し
た

。

こ
れ

ま
で

の
調

査
審

議
の

経
過

や
取

組
、

提
言

な
ど

を
内

容
と

す
る

第
６

期
麻

生
区

区
民

会
議

報
告

書

「
心

が
か

よ
う

魅
力

あ
る

ま
ち

 あ
さ

お
」

を
全

体
会

議
に

お
い

て
取

り
ま

と
め

ま
し

た
。

会
議

終
了

後
、

植
木

委
員

長
か

ら
多

田
麻

生
区

長
に

報
告

書
を

提
出

し
ま

し
た

。

第
６

期
麻

生
区

区
民

会
議

で
は

、
第

１
期

か
ら

第
５

期
ま

で
の

課
題

等
を

整
理

し
た

上
で

、
抽

出
さ

れ
 

た
麻

生
区

内
の

地
域

課
題

を
も

と
に

、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（

ワ
ー

ル
ド

・
カ

フ

ェ
方

式
）

を
行

い
、

区
民

に
と

っ
て

関

心
が

高
く

、
特

に
対

策
が

必
要

な
テ

ー

マ
で

あ
る

「
麻

生
区

の
魅

力
の

発
掘

・

発
信

」
と

「
市

民
活

動
・

絆
づ

く
り

」

の
２

つ
の

専
門

部
会

に
分

か
れ

、
審

議

を
重

ね
て

き
ま

し
た

。

 
今

号
で

は
、

２
年

間
の

調
査

・
審

議

結
果

を
も

と
に

そ
れ

ぞ
れ

の
部

会
か

ら
生

ま
れ

た
提

言
の

概
要

等
に

つ
い

て
皆

様
に

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 
報

告
書

は
７

月
以

降
、

麻
生

区
役

所
企

画
課

窓
口

で
配

布
す

る
他

、

区
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

も
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

麻
生
区
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民
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生

区
区
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平
成

３
０

年
６

月
１

３
日

発
行

▲
植

木
委

員
長

か
ら

多
田
区

長
に

報
告

書
を

提
出

 

検
索

▲
第

６
期

区
民

会
議

委
員

 

▲
提

出
さ

れ
た

報
告

書
 

Ⅰ
 子

育
て

世
代

に
向

け
た

情
報

発
信

の
強

化

提
言

１
 

子
育

て
世

代
に

向
け

た
情

報
発

信
を

強
化

す
る

こ
と

を
提

案
し

ま
す

。

提
言

３
 

冊
子

の
作

成
に

あ
た

り
、

編
集

委
員

会
の

立
ち

上
げ

を
提

案
し

ま
す

。

○
麻

生
区

の
魅

力
発

信
に

あ
た

っ
て

は
、

市
民

と
行

政
と

の
協

働
で

実
施

す
る

こ
と

が
有

効
と

考
え

ま
す

。

○
冊

子
の

編
集

に
あ

た
っ

て
は

、
区

民
会

議
委

員
の

有
志

や
、

関
心

が
あ

る
区

民
等

を
募

っ
て

準
備

会
を

組
織

し
、

編
集

委
員

会
を

立
ち

上
げ

る
こ

と
を

提
案

し
ま

す
。

１
「

麻
生

区
の

魅
力

発
掘

・
発

信
検

討
部

会
」

か
ら

の
提

言

Ⅱ
 
魅

力
を

つ
な

ぎ
合

わ
せ

て
発

信
す

る
媒

体
の

作
成

提
言

２
 

魅
力

を
つ

な
ぎ

合
わ

せ
て

発
信

す
る

た
め

の
冊

子
の

作
成

を
提

案
し

ま
す

。

 
麻

生
区

の
魅

力
発

掘
・

発
信

検
討

部
会

で
は

、
今

後
の

超
少

子
高

齢
社

会
を

見
据

え
、

子
ど

も
を

含
め

た
若

い
世

代
が

麻
生

区
に

愛
着

を
持

ち
、

こ
れ

か
ら

も
麻

生
区

に
住

み
続

け
た

い
と

思
っ

て
も

ら
う

た
め

に
、「

麻
生

区
に

住
む

子
育

て
世

代
を

対
象

」
と

し
、

区
の

魅
力

を
伝

え
る

こ
と

に
つ

い
て

、
検

討
し

て
ま

い
り

ま
し

た
。

具
体

的
に

は
、「

自
然

と
農

」、

「
芸

術
・

文
化

の
ま

ち
」、

「
市

民
活

動
が

盛
ん

」
と

い
う

麻
生

区
の

魅
力

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
に

発
信

す
れ

ば
、

広
く

知
っ

て
も

ら
い

、
関

心
を

持
っ

て
も

ら
え

る
か

調
査

審
議

を
行

い
ま

し
た

。

 
そ

の
結

果
、

魅
力

を
発

信
し

て
い

く
た

め
に

、「
子

育
て

世
代

に
向

け
た

情
報

発
信

の
強

化
」

と
、

そ
の

た
め

の
「

魅
力

を
伝

え
る

た
め

の
情

報
発

信
媒

体
」

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ま

し
た

。
今

後
、

麻
生

区
の

魅
力

発
信

を
進

め
て

い
く

た
め

、

こ
れ

ら
二

つ
の

方
向

性
か

ら
、

三
つ

の
提

言
を

取
り

ま
と

め
ま

し
た

。

○
子

育
て

世
代

に
、

こ
の

ま
ち

に
愛

着
を

持
ち

、
住

み
続

け
た

い
と

思
っ

て
も

ら
う

た
め

に
、「

麻
生

区
の

魅
力

」
の

情
報

発
信

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

と
考

え
ま

す
。

そ
の

た
め

に
は

、
単

純
な

情
報

発
信

だ
け

で
は

な
く

、
既

存
の

冊

子
や

チ
ラ

シ
、

各
種

団
体

等
の

魅
力

発
信

活
動

な
ど

と
結

び
つ

け
、

魅
力

を
知

っ
て

も
ら

う
た

め
の

き
っ

か
け

を
つ

く

る
こ

と
を

目
標

と
し

た
情

報
発

信
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。

○
こ

の
た

め
に

、
麻

生
区

の
魅

力
を

横
断

的
に

つ
な

げ
て

、
継

続
し

て
発

信
す

る
組

織
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。

○
麻

生
区

の
魅

力
は

「
自

然
・

農
」「

芸
術

・
文

化
の

ま
ち

」「
市

民
活

動
が

盛
ん

」
で

あ
る

こ
と

と
考

え
ま

す
が

、
こ

れ
ら

を
別

々
に

発
信

す
る

と
麻

生
区

全
体

の
魅

力
が

伝
わ

り
に

く
い

と
思

わ
れ

る
た

め
、

麻
生

区
の

魅
力

を
つ

な
ぎ

合
わ

せ

て
発

信
す

る
媒

体
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

○
子

育
て

世
代

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

を
し

た
と

こ
ろ

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

を
使

用
し

た
情

報
発

信
が

望
ま

し
い

と
い

う
人

も
い

ま
し

た
が

、
現

時
点

で
は

、
紙

媒
体

で
の

情
報

発
信

を
望

む
声

の
方

が
多

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

魅
力

を

繋
ぎ

合
わ

せ
て

発
信

す
る

媒
体

の
一

つ
と

し
て

、
魅

力
を

発
信

す
る

た
め

の
冊

子
の

作
成

を
提

案
し

ま
す

。

魅
力

の

発
信

 

冊
子

 

⇒
魅

力
を

知
る

た
め

の
「

き
っ

か
け

」

情
報

を
集

約
し

て
麻

生
区

の

魅
力

を
紹

介
し

、
既

存
の

冊

子
な

ど
に

つ
な

げ
て

い
く

。

「
自

然
・

農
」

関
係

「
芸

術
・

文
化

」
関

係
「

市
民

活
動

」
関

係

75第6期麻生区区民会議報告書



提
言

１
 

活
動

参
加

へ
の

「
き

っ
か

け
と

な
る

機
会

づ
く

り
」

に
つ

な
が

る
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
て

い
く

こ
と

を
提

案
し

ま
す

。
 

○
第

６
期

区
民

会
議

フ
ォ

ー
ラ

ム
は

、「
麻

生
区

の
地

域
活

動
を

知
ろ

う
・

つ
な

が
ろ

う
・

楽
し

も
う

」
を

開
催

の
テ

ー

マ
と

し
て

、
審

議
テ

ー
マ

で
あ

る
「

活
動

参
加

に
よ

る
仲

間
づ

く
り

・
絆

づ
く

り
・

地
域

づ
く

り
」

の
担

い
手

づ
く

り

の
サ

イ
ク

ル
の

試
行

と
し

て
開

催
し

ま
し

た
が

、
3
0
0

人
を

超
え

る
方

々
が

来
場

し
ま

し
た

。
 

○
ア

ン
ケ

ー
ト

等
に

よ
る

検
証

結
果

を
み

る
と

、
活

動
団

体
の

ブ
ー

ス
等

で
体

験
し

て
も

ら
う

こ
と

に
よ

り
、

地
域

活
動

へ
の

興
味

・
関

心
を

深
め

、
身

近
に

感
じ

て
も

ら
え

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た

。
 

○
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、
「

活
動

参
加

へ
の

き
っ

か
け

と
な

る
機

会
」

の
一

つ
の

方
法

と
し

て
、

区
民

と
協

働
に

よ
る

イ
ベ

ン
ト

等
を

開
催

す
る

こ
と

は
有

効
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 

提
言

２
 

既
存

イ
ベ

ン
ト

に
「

担
い

手
づ

く
り

の
サ

イ
ク

ル
の

具
体

化
」

の
趣

旨
を

盛
り

込
ん

で
開

催
し

て
い

く
 

こ
と

を
提

案
し

ま
す

。
 

提
言

３
 

年
代

・
世

代
な

ど
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

て
い

く
こ

と
を

提
案

し
ま

す
。

 

○
多

く
の

区
民

に
地

域
活

動
へ

の
興

味
・

関
心

、
楽

し
さ

を
知

っ
て

も
ら

う
た

め
に

は
、

年
代

な
ど

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

絞
っ

て
伝

え
る

こ
と

が
効

果
的

で
あ

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
年

代
等

ご
と

に
そ

れ
ぞ

れ
の

対
象

に
合

っ
た

「
活

動
参

加

へ
の

き
っ

か
け

と
な

る
機

会
」

が
必

要
で

す
。

 

○
第

6
期

区
民

会
議

で
の

審
議

に
お

い
て

は
、

区
民

会
議

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

通
じ

て
、「

小
学

校
低

学
年

以
下

の
子

ど
も

を

持
つ

子
育

て
世

代
」

を
対

象
に

イ
ベ

ン
ト

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
親

な
ど

多
世

代
に

波
及

す
る

こ
と

が
わ

か
り

ま

し
た

の
で

、
親

子
で

活
動

を
体

験
で

き
る

よ
う

な
イ

ベ
ン

ト
等

を
開

催
す

る
こ

と
が

効
果

的
と

考
え

ま
す

。
 

提
言

４
 

市
民

活
動

団
体

同
士

の
連

携
強

化
に

向
け

て
、
「

交
流

す
る

機
会

等
の

創
出

」
を

提
案

し
ま

す
。

 

○
麻

生
区

で
は

、
区

民
ま

つ
り

、
子

育
て

フ
ェ

ス
タ

、
福

祉
ま

つ
り

な
ど

1
年

を
通

し
て

た
く

さ
ん

の
イ

ベ
ン

ト
が

開
催

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

新
た

に
一

つ
イ

ベ
ン

ト
を

増
や

す
こ

と
は

、
区

民
へ

の
わ

か
り

や
す

さ
や

運
営

者
の

負
担

な
ど

の

課
題

が
あ

り
ま

す
。

 

○
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、「
活

動
参

加
へ

の
き

っ
か

け
と

な
る

機
会

」
に

関
わ

る
イ

ベ
ン

ト
は

、
新

た
に

増
や

す
の

で

は
な

く
、

既
存

の
イ

ベ
ン

ト
に

活
動

団
体

を
紹

介
す

る
機

会
を

つ
く

る
な

ど
、「

担
い

手
づ

く
り

の
サ

イ
ク

ル
の

具
体

化
」

の
趣

旨
を

盛
り

込
ん

で
も

ら
い

、
開

催
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

○
活

動
参

加
へ

の
き

っ
か

け
作

り
に

あ
た

っ
て

は
、

こ
れ

ま
で

参
加

し
て

い
な

い
人

が
活

動
に

参
加

し
や

す
い

よ
う

に
、

市
民

活
動

団
体

同
士

が
連

携
し

、
横

の
つ

な
が

り
を

つ
く

る
こ

と
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

活
動

を
発

展
さ

せ
、

更
な

る
コ

ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

に
つ

な
が

っ
て

い
く

こ
と

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

 

○
横

の
つ

な
が

り
の

関
係

を
持

つ
た

め
に

は
、

団
体

が
単

に
イ

ベ
ン

ト
等

に
参

加
す

る
だ

け
で

な
く

、
交

流
す

る
機

会
等

も
設

け
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

２
「

市
民

活
動

・
絆

づ
く

り
部

会
」

か
ら

の
提

言
 

 
市

民
活

動
・

絆
づ

く
り

部
会

で
は

、「
活

動
参

加
に

よ
る

仲
間

づ
く

り
・

絆
づ

く
り

・
地

域
づ

く
り

」
を

テ
ー

マ
に

ま
だ

活
動

に
参

加
し

て
い

な
い

区
民

が
地

域
活

動
に

参
加

し
て

い
く

た
め

の
方

法
を

審
議

し
て

き
ま

し
た

。

具
体

的
に

は
、「

地
域

活
動

を
通

じ
て

仲
間

が
で

き
、

絆
が

生
ま

れ
、

地
域

が
活

性
化

す
る

。
そ

し
て

、
そ

の
よ

う

な
活

動
に

よ
っ

て
社

会
貢

献
を

す
る

意
識

が
高

ま
り

、
地

域
づ

く
り

へ
の

参
加

者
が

増
え

て
い

く
」

と
い

う
「

担
い

手

づ
く

り
の

サ
イ

ク
ル

」
を

ど
の

よ
う

に
し

て
具

体
化

し
て

い
く

か
に

つ
い

て
、

検
討

し
ま

し
た

。
 

調
査

審
議

の
結

果
、「

担
い

手
づ

く
り

の
サ

イ
ク

ル
」

を
具

体
化

し
て

い
く

た
め

に
は

、「
地

域
活

動
へ

参
加

す
る

き

っ
か

け
と

な
る

機
会

を
作

る
こ

と
」

や
「

地
域

活
動

に
興

味
・

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
た

め
に

、
実

際
の

活
動

を
体

験

で
き

る
機

会
を

作
る

こ
と

」、
「

市
民

活
動

団
体

同
士

の
連

携
」

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
、

麻
生

区
の

市
民

活
動

を
活

性

化
し

、
仲

間
づ

く
り

や
絆

づ
く

り
を

進
め

て
い

く
た

め
に

、
四

つ
の

提
言

を
取

り
ま

と
め

ま
し

た
。

 

今
後

、
行

政
等

が
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

す
る

に
あ

た
っ

て
は

、「
担

い
手

づ
く

り
の

サ
イ

ク
ル

」
の

趣
旨

や
そ

の
重

要

性
を

認
識

し
て

い
た

だ
き

、
イ

ベ
ン

ト
参

加
を

契
機

に
区

民
が

地
域

活
動

に
参

加
や

興
味

を
持

ち
、

地
域

活
動

が
活

性

化
し

て
い

く
こ

と
を

望
み

ま
す

。
 

２
つ

の
部

会
で

調
査

審
議

を
い

た
だ

い
た

「
ふ

る
さ

と
麻

生
づ

く
り

～
愛

着
と

誇
り

の
醸

成
～

」
と

「
活

動
参

加
に

よ
る

仲
間

づ
く

り
・

絆
づ

く
り

・
地

域
づ

く
り

」
と

い
う

テ
ー

マ
に

つ
い

て
は

、
麻

生
区

の
み

な

ら
ず

、
全

国
す

べ
て

の
自

治
体

が
直

面
し

て
お

り
、

重
要

度
の

高
い

課
題

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

こ
の

提
言

を
、

区
役

所
と

し
て

し
っ

か
り

と
受

け
止

め
さ

せ
て

い
た

だ
き

、
区

内
で

活
動

す
る

団
体

な

ど
と

連
携

し
な

が
ら

検
討

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

 

な
お

、
提

言
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

は
、

行
政

だ
け

で
は

難
し

く
、

区
民

と
の

協
働

が
必

要
に

な
り

ま

す
の

で
、

ま
ず

は
、

多
く

の
区

民
の

皆
さ

ま
に

今
回

の
区

民
会

議
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

知
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
が

何
よ

り
も

重
要

だ
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

 

川
崎

市
で

は
、

今
後

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
施

策
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

て
お

り
、

区
民

会
議

は
、

今
回

の

第
６

期
を

も
っ

て
一

旦
休

止
と

な
り

ま
す

。
 

ま
た

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

や
地

域
防

災
の

推
進

を
最

重
要

施
策

と
し

て
位

置
づ

け
、

市

民
サ

ー
ビ

ス
の

最
前

線
で

あ
る

区
役

所
を

中
心

と
し

て
、

全
庁

一
丸

と
な

っ
て

取
り

組
ん

で
お

り
ま

す
が

、

こ
う

し
た

施
策

の
実

現
に

は
、

土
台

と
な

る
地

域
づ

く
り

が
必

要
で

す
。

 

麻
生

区
と

し
て

も
、

地
域

で
の

様
々

な
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
多

様
な

主
体

の
連

携
に

よ
り

、
市

民

自
ら

が
課

題
解

決
す

る
新

た
な

し
く

み
に

つ
い

て
、

区
民

の
皆

さ
ま

と
議

論
を

重
ね

な
が

ら
検

討
を

進
め

て
ま

い
り

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
 

最
後

に
、

２
年

間
に

わ
た

り
活

発
な

調
査

審
議

を
い

た
だ

い
た

区
民

会
議

委
員

の
皆

さ
ま

、
ご

助
言

を

い
た

だ
い

た
参

与
の

皆
さ

ま
、

ま
た

、
区

民
会

議
を

暖
か

く
見

守
っ

て
い

た
だ

い
た

区
民

の
皆

さ
ま

に
、

区
を

代
表

し
て

心
か

ら
感

謝
を

申
し

上
げ

ま
す

。
２

年
間

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

取
組

の
実

践
 

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
と

責
任

の
も

と
で

連
携

し
な

が
ら

、
 

区
民

会
議

で
提

案
さ

れ
た

取
組

を
地

域
で

実
践

し
ま

す
。
 

暮
ら

し
や

す
い

地
域

社
会

へ
 

―
 

第
６

期
区

民
会

議
報

告
書

に
寄

せ
て

 
 

麻
生

区
長

 
多

田
貴

栄
 

―
 

課
題

の
解

決
 

区
長

に
報

告
 

課
題

の
解

決
に

向
け

た
取

組
の

実
践

を
め

ざ
し

、
区

民
会

議
の

審
議

結
果

を
ま

 

と
め

、
区

長
に

報
告

し
ま

す
。

 

 
 

区
長

は
審

議
結

果
を

尊
重

し
て

、
●

区
民

の
自

主
的

な
取

組
 

●
区

民
と

行

政
の

協
働

に
よ

る
取

組
 

●
行

政
に

よ
る

取
組

 
な

ど
を

進
め

、
課

題
の

解
決

に
努

め
ま

す
。

 

第
６

期
麻

生
区
区

民
会

議
報
告

書
（

提
言

概
要

版
）

 

区
民
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務
局
［

麻
生
区
役

所
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課
］
〒
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i
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３
 

区
民

会
議

の
課

題
解

決
へ

の
取

組
（

提
言

か
ら

実
践

へ
）

 

連
携

区
民

 

行
政

 

区
民

会
議

 
委

員

団
体

な
ど
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提
言

１
 

活
動

参
加

へ
の

「
き

っ
か

け
と

な
る

機
会

づ
く

り
」

に
つ

な
が

る
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
て

い
く

こ
と

を
提

案
し

ま
す

。
 

○
第

６
期

区
民

会
議

フ
ォ

ー
ラ

ム
は

、「
麻

生
区

の
地

域
活

動
を

知
ろ

う
・

つ
な

が
ろ

う
・

楽
し

も
う

」
を

開
催

の
テ

ー

マ
と

し
て

、
審

議
テ

ー
マ

で
あ

る
「

活
動

参
加

に
よ

る
仲

間
づ

く
り

・
絆

づ
く

り
・

地
域

づ
く

り
」

の
担

い
手

づ
く

り

の
サ

イ
ク

ル
の

試
行

と
し

て
開

催
し

ま
し

た
が

、
3
0
0

人
を

超
え

る
方

々
が

来
場

し
ま

し
た

。
 

○
ア

ン
ケ

ー
ト

等
に

よ
る

検
証

結
果

を
み

る
と

、
活

動
団

体
の

ブ
ー

ス
等

で
体

験
し

て
も

ら
う

こ
と

に
よ

り
、

地
域

活
動

へ
の

興
味

・
関

心
を

深
め

、
身

近
に

感
じ

て
も

ら
え

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た

。
 

○
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、
「

活
動

参
加

へ
の

き
っ

か
け

と
な

る
機

会
」

の
一

つ
の

方
法

と
し

て
、

区
民

と
協

働
に

よ
る

イ
ベ

ン
ト

等
を

開
催

す
る

こ
と

は
有

効
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 

提
言

２
 

既
存

イ
ベ

ン
ト

に
「

担
い

手
づ

く
り

の
サ

イ
ク

ル
の

具
体

化
」

の
趣

旨
を

盛
り

込
ん

で
開

催
し

て
い

く
 

こ
と

を
提

案
し

ま
す

。
 

提
言

３
 

年
代

・
世

代
な

ど
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

て
い

く
こ

と
を

提
案

し
ま

す
。

 

○
多

く
の

区
民

に
地

域
活

動
へ

の
興

味
・

関
心

、
楽

し
さ

を
知

っ
て

も
ら

う
た

め
に

は
、

年
代

な
ど

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

絞
っ

て
伝

え
る

こ
と

が
効

果
的

で
あ

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
年

代
等

ご
と

に
そ

れ
ぞ

れ
の

対
象

に
合

っ
た

「
活

動
参

加

へ
の

き
っ

か
け

と
な

る
機

会
」

が
必

要
で

す
。

 

○
第

6
期

区
民

会
議

で
の

審
議

に
お

い
て

は
、

区
民

会
議

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

通
じ

て
、「

小
学

校
低

学
年

以
下

の
子

ど
も

を

持
つ

子
育

て
世

代
」

を
対

象
に

イ
ベ

ン
ト

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
親

な
ど

多
世

代
に

波
及

す
る

こ
と

が
わ

か
り

ま

し
た

の
で

、
親

子
で

活
動

を
体

験
で

き
る

よ
う

な
イ

ベ
ン

ト
等

を
開

催
す

る
こ

と
が

効
果

的
と

考
え

ま
す

。
 

提
言

４
 

市
民

活
動

団
体

同
士

の
連

携
強

化
に

向
け

て
、
「

交
流

す
る

機
会

等
の

創
出

」
を

提
案

し
ま

す
。

 

○
麻

生
区

で
は

、
区

民
ま

つ
り

、
子

育
て

フ
ェ

ス
タ

、
福

祉
ま

つ
り

な
ど

1
年

を
通

し
て

た
く

さ
ん

の
イ

ベ
ン

ト
が

開
催

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

新
た

に
一

つ
イ

ベ
ン

ト
を

増
や

す
こ

と
は

、
区

民
へ

の
わ

か
り

や
す

さ
や

運
営

者
の

負
担

な
ど

の

課
題

が
あ

り
ま

す
。

 

○
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、「
活

動
参

加
へ

の
き

っ
か

け
と

な
る

機
会

」
に

関
わ

る
イ

ベ
ン

ト
は

、
新

た
に

増
や

す
の

で

は
な

く
、

既
存

の
イ

ベ
ン

ト
に

活
動

団
体

を
紹

介
す

る
機

会
を

つ
く

る
な

ど
、「

担
い

手
づ

く
り

の
サ

イ
ク

ル
の

具
体

化
」

の
趣

旨
を

盛
り

込
ん

で
も

ら
い

、
開

催
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

○
活

動
参

加
へ

の
き

っ
か

け
作

り
に

あ
た

っ
て

は
、

こ
れ

ま
で

参
加

し
て

い
な

い
人

が
活

動
に

参
加

し
や

す
い

よ
う

に
、

市
民

活
動

団
体

同
士

が
連

携
し

、
横

の
つ

な
が

り
を

つ
く

る
こ

と
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

活
動

を
発

展
さ

せ
、

更
な

る
コ

ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

に
つ

な
が

っ
て

い
く

こ
と

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

 

○
横

の
つ

な
が

り
の

関
係

を
持

つ
た

め
に

は
、

団
体

が
単

に
イ

ベ
ン

ト
等

に
参

加
す

る
だ

け
で

な
く

、
交

流
す

る
機

会
等

も
設

け
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

２
「

市
民

活
動

・
絆

づ
く

り
部

会
」

か
ら

の
提

言
 

 
市

民
活

動
・

絆
づ

く
り

部
会

で
は

、「
活

動
参

加
に

よ
る

仲
間

づ
く

り
・

絆
づ

く
り

・
地

域
づ

く
り

」
を

テ
ー

マ
に

ま
だ

活
動

に
参

加
し

て
い

な
い

区
民

が
地

域
活

動
に

参
加

し
て

い
く

た
め

の
方

法
を

審
議

し
て

き
ま

し
た

。

具
体

的
に

は
、「

地
域

活
動

を
通

じ
て

仲
間

が
で

き
、

絆
が

生
ま

れ
、

地
域

が
活

性
化

す
る

。
そ

し
て

、
そ

の
よ

う

な
活

動
に

よ
っ

て
社

会
貢

献
を

す
る

意
識

が
高

ま
り

、
地

域
づ

く
り

へ
の

参
加

者
が

増
え

て
い

く
」

と
い

う
「

担
い

手

づ
く

り
の

サ
イ

ク
ル

」
を

ど
の

よ
う

に
し

て
具

体
化

し
て

い
く

か
に

つ
い

て
、

検
討

し
ま

し
た

。
 

調
査

審
議

の
結

果
、「

担
い

手
づ

く
り

の
サ

イ
ク

ル
」

を
具

体
化

し
て

い
く

た
め

に
は

、「
地

域
活

動
へ

参
加

す
る

き

っ
か

け
と

な
る

機
会

を
作

る
こ

と
」

や
「

地
域

活
動

に
興

味
・

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
た

め
に

、
実

際
の

活
動

を
体

験

で
き

る
機

会
を

作
る

こ
と

」、
「

市
民

活
動

団
体

同
士

の
連

携
」

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
、

麻
生

区
の

市
民

活
動

を
活

性

化
し

、
仲

間
づ

く
り

や
絆

づ
く

り
を

進
め

て
い

く
た

め
に

、
四

つ
の

提
言

を
取

り
ま

と
め

ま
し

た
。

 

今
後

、
行

政
等

が
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

す
る

に
あ

た
っ

て
は

、「
担

い
手

づ
く

り
の

サ
イ

ク
ル

」
の

趣
旨

や
そ

の
重

要

性
を

認
識

し
て

い
た

だ
き

、
イ

ベ
ン

ト
参

加
を

契
機

に
区

民
が

地
域

活
動

に
参

加
や

興
味

を
持

ち
、

地
域

活
動

が
活

性

化
し

て
い

く
こ

と
を

望
み

ま
す

。
 

２
つ

の
部

会
で

調
査

審
議

を
い

た
だ

い
た

「
ふ

る
さ

と
麻

生
づ

く
り

～
愛

着
と

誇
り

の
醸

成
～

」
と

「
活

動
参

加
に

よ
る

仲
間

づ
く

り
・

絆
づ

く
り

・
地

域
づ

く
り

」
と

い
う

テ
ー

マ
に

つ
い

て
は

、
麻

生
区

の
み

な

ら
ず

、
全

国
す

べ
て

の
自

治
体

が
直

面
し

て
お

り
、

重
要

度
の

高
い

課
題

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

こ
の

提
言

を
、

区
役

所
と

し
て

し
っ

か
り

と
受

け
止

め
さ

せ
て

い
た

だ
き

、
区

内
で

活
動

す
る

団
体

な

ど
と

連
携

し
な

が
ら

検
討

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

 

な
お

、
提

言
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

は
、

行
政

だ
け

で
は

難
し

く
、

区
民

と
の

協
働

が
必

要
に

な
り

ま

す
の

で
、

ま
ず

は
、

多
く

の
区

民
の

皆
さ

ま
に

今
回

の
区

民
会

議
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

知
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
が

何
よ

り
も

重
要

だ
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

 

川
崎

市
で

は
、

今
後

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
施

策
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

て
お

り
、

区
民

会
議

は
、

今
回

の

第
６

期
を

も
っ

て
一

旦
休

止
と

な
り

ま
す

。
 

ま
た

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

や
地

域
防

災
の

推
進

を
最

重
要

施
策

と
し

て
位

置
づ

け
、

市

民
サ

ー
ビ

ス
の

最
前

線
で

あ
る

区
役

所
を

中
心

と
し

て
、

全
庁

一
丸

と
な

っ
て

取
り

組
ん

で
お

り
ま

す
が

、

こ
う

し
た

施
策

の
実

現
に

は
、

土
台

と
な

る
地

域
づ

く
り

が
必

要
で

す
。

 

麻
生

区
と

し
て

も
、

地
域

で
の

様
々

な
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
多

様
な

主
体

の
連

携
に

よ
り

、
市

民

自
ら

が
課

題
解

決
す

る
新

た
な

し
く

み
に

つ
い

て
、

区
民

の
皆

さ
ま

と
議

論
を

重
ね

な
が

ら
検

討
を

進
め

て
ま

い
り

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
 

最
後

に
、

２
年

間
に

わ
た

り
活

発
な

調
査

審
議

を
い

た
だ

い
た

区
民

会
議

委
員

の
皆

さ
ま

、
ご

助
言

を

い
た

だ
い

た
参

与
の

皆
さ

ま
、

ま
た

、
区

民
会

議
を

暖
か

く
見

守
っ

て
い

た
だ

い
た

区
民

の
皆

さ
ま

に
、

区
を

代
表

し
て

心
か

ら
感

謝
を

申
し

上
げ

ま
す

。
２

年
間

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

取
組

の
実

践
 

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
と

責
任

の
も

と
で

連
携

し
な

が
ら

、
 

区
民

会
議

で
提

案
さ

れ
た

取
組

を
地

域
で

実
践

し
ま

す
。
 

暮
ら

し
や

す
い

地
域

社
会

へ
 

―
 

第
６

期
区

民
会

議
報

告
書

に
寄

せ
て

 
 

麻
生

区
長

 
多

田
貴

栄
 

―
 

課
題

の
解

決
 

区
長

に
報

告
 

課
題

の
解

決
に

向
け

た
取

組
の

実
践

を
め

ざ
し

、
区

民
会

議
の

審
議

結
果

を
ま

 

と
め

、
区

長
に

報
告

し
ま

す
。

 

 
 

区
長

は
審

議
結

果
を

尊
重

し
て

、
●

区
民

の
自

主
的

な
取

組
 

●
区

民
と

行

政
の

協
働

に
よ

る
取

組
 

●
行

政
に

よ
る

取
組

 
な

ど
を

進
め

、
課

題
の

解
決

に
努

め
ま

す
。

 

第
６

期
麻

生
区
区

民
会

議
報
告

書
（

提
言

概
要

版
）

 

区
民
会
議

事
務
局
［

麻
生
区
役

所
企
画
課
］
〒
21
5－

8
5
70
 
川

崎
市
麻
生

区
万
福
寺

1-
5-
1 

電
話
：

04
4
-9
65
-5
1
1
2 

F
AX
：
04
4
-9
6
5-
52
0
0 

 
E
メ
ー
ル
：
7
3k
ik
ak
u
@
ci
ty
.k
a
wa
sa
k
i
.
j
p 

３
 

区
民

会
議

の
課

題
解

決
へ

の
取

組
（

提
言

か
ら

実
践

へ
）

 

連
携

区
民

 

行
政

 

区
民

会
議

 
委

員

団
体

な
ど

 

76 第6期麻生区区民会議報告書



地域情報誌掲載記事
タウンニュース　No.５２３
２０１６年（平成２８年）８月

タウンニュース　No.５７６
２０１７年（平成２９年）９月

77第6期麻生区区民会議報告書

地域情報誌掲載記事
タウンニュース　No.５２３
２０１６年（平成２８年）８月

タウンニュース　No.５７６
２０１７年（平成２９年）９月

77第6期麻生区区民会議報告書



第６期麻生区区民会議報告書 

（平成３０年６月） 

発 行：麻生区区民会議 

 事務局：麻生区役所まちづくり推進部企画課 

 〒215-8570 川崎市麻生区万福寺 1-5-1 

 電 話：044-965-5112 F A X：044-965-5200 

E-mai l：73kikaku＠city.kawasaki.jp 

表紙：菅野 明    

78 第6期麻生区区民会議報告書

第６期麻生区区民会議報告書 

（平成３０年６月） 

発 行：麻生区区民会議 

 事務局：麻生区役所まちづくり推進部企画課 

 〒215-8570 川崎市麻生区万福寺 1-5-1 

 電 話：044-965-5112 F A X：044-965-5200 

E-mai l：73kikaku＠city.kawasaki.jp 

表紙：菅野 明    

78 第6期麻生区区民会議報告書



KWBKU-表紙_2.indd   1 2018/06/19   17:17


	H1
	第6期麻生区区民会議報告書-本文80p
	H4



